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平成22年国民生活基礎調査の概要（案）  資料1－1  

調査の概要  

＜調査の対象及び客体＞   
全国の世帯及び世帯員を対象とし、世帯票、健康票については、平成17年国勢調査区から層化無作為  

抽出した5．510地区内のすべての世帯及び世帯員を調査客体とする。   
介護票については、前記の5，510地区から層化無作為抽出した2，500地区内の介護保険法の要介護者及  

び要支援者を調査客体とする。   
所得票、貯蓄票については、前記の5．510地区に設定された単位区から無作為抽出した2，000単位区内の  

すべての世帯及び世帯員を調査客体とする。   

＜調査の時期＞  
【世帯票、健康票、介桂票】 平成22年6月 3日（木）  
【所得票、貯蓄票】  平成22年7月15日（木）   

＜調査事項＞  

【世帯票】単独世帯の状況、5月中の家計支出額、世帯主との続柄、性、出生年月、配偶者の有無、公  
的年金・恩給の受給状況、別居の子の有無、就業の状況、就業希望の有無等  

【健康票】自覚症状、治療の状況、通院・通所の状況、傷病名、病気やけが等で支払った費用、日常生活  
への影響、健康状態、悩みやストレスの状況、こころの状態、健診受診状況等  

【介護票】介接が必要な者の性別と出生年月、要介護度の状況、居宅サービス等の利用状況、介護保険  
料所得段階、介護費用の負担力 等  

【所得票】所得の種類別金額、課税等の状況、生活意識の状況等  
【貯蓄票】貯蓄現在高、貯蓄の増減の状況、借入金残高   

＜調査の方法＞  

（1）準備調査については、調査員が平成17年国勢調査区要図に基づいて、受持ち調査地区を巡回し、調  
査地区要図及び調査世帯名簿を作成する。  

（2）あらかじめ調査員が配布した調査票に世帯員が自ら記入し、後日、調査員が回収する。  
ただし、健康票、貯蓄票については密封方式とし、所得票についてはやむを得ない場合のみ密封方式  

とする。   

＜調査の系統＞  
【世帯票、健康票、介桂票】  

【所得票、貯蓄票】   



資料1－2  

平成22年国民生活基礎調査の体系（案）  

平成22年の6月と7月に実施予定の国民生活基礎調査（世帯票、健康票、介護票、  
所得票、貯蓄票）は、次のような体系で行う。   

また、本調査を親標本とした後続調査は、次のとおり。  

4月16日から準備調査開始  
［地区確認、地区要図  及び世帯名簿の作成、単位区設定等］  

6月調査実施予定  
7月15日実施  

出生動向基本調査  

＜国立社会保障・人口問題研究所＞  

840地区  

10月調査実施予定  
11月調査実施予定  

公的年金加入状況等調査   

＜社会保険庁＞  

1，800地区  
国民健康・栄養調査  

く健康局総務課＞  

300単位区  

注）1後置番号「1」；一般調査区（特別調査区（常住者がいない又は著しく少ない区域）及び水面調査  
区（港湾区域、漁港の水域で水上生活者のいる区域等）以外の区域）   

2 後置番号「8」；おおむね、50人以上の単身者が居住している寄宿舎・寮等のある区域。   
3 単位区；推計精度の向上、後続調査の調査員の方々の負担平準化等を図るため、一つの国勢調査区  

（50～60世帯）をおおむね30世帯ごとに地理的に分割したもの。   



資料1－3  

平成22年国民生活基礎調査の改正内容（案）  

調査方法の変更  

○所得票を「面接他計方式」から「自計方式」へ変更  

統計審議会での指摘事項   

ただし、試験調査の結果を踏まえ、調査員による関与を残すものと  

する。  

（参考）  

世帯票 平成19年から自計方式  

健康票 昭和61年から自計方式（平成13年から密封回収）  

介護票 平成19年から自計方式  

所得票 平成22年から自計方式  

貯蓄票 昭和61年から自計方式（昭和61年から密封回収）  

調査事項の見直し  

○新しい統計ニーズに応えるための調査事項の追加   

統計審議会等での指摘事項  

・「学歴」を追加（世帯票）  

・「同居していない者の人数」を追加（世帯票）  

・「児童手当等」を追加（所得票）   

政策ニーズ  

・「健診後の保健指導の状況」を追加（健康票）  

・「子宮がん、乳がんの過去2年間の受診」を追加（健康票）   

○制度等の改正に伴う調査事項の変更  

・医療保険の名称の変更（世帯票）  

・日本標準職業分類第5回改訂に伴う変更 （世帯票）  

・介護保険法の改正に伴う経過措置の終了に伴う変更（介護票）  

・介護保険料の所得段階区分変更に伴う変更（介護票）   

○記入者負担軽減の観点から削除する調査事項  

・一日の平均の片道通勤時問（世帯票）  

・別居している子の人数（世帯票）   

・世帯区分（所得票）   



国民生活基礎調査【世帯票】（案）  厚生労働省  ㊥  
統計法に基づく  

基幹統計調査  

（平成22年6月3日調査）  

－－－…－－－－－－一一－－…－一 調査員記入欄一り－‥‥……‥…－…  

ーー ‥ 

＿＿ 二 

この調査は、統計法に基づき政府が稟施する基幹統計調査です。  
秘密の保護には万全を期していますので、ありのままを記入してください。  

〈記入上の注意〉  

・『（世帯票・健康票）記入のしかた』をよくお読みになってから記入してください。  

・もし記入方法がわからなかった場合は、調査員が受け取りにうかがったときにおたずねください。  

・選択肢は指示がない場合は、あてはまる番号1つに○をつけてください。   

一数字は右づめで記入してください。  

・できるだけ黒のボールペンで記入してください。  

あなたの世帯について、平成22年6月3日現在の状況をお答えください。  

世帯とは、ふだん住居と生計を共にしている人々（世帯員）の集まりをいいます。  

世帯員には、旅行などで一時的（3か月以内）に自宅を離れている人や船員など就業場所を  
移動する人も含みます。  
また、入院等をしている人も含みますが、住民登録を施設に移している人は除きます。  

Ⅰ世帯の状況   

質問1 ふだん一緒にお住まいで、生計を共にされている方（世帯員）は、あなたを含めて何人ですか。  
（一時的に不在の方を含みます。）  

［二］人  1人（単独世帯）の場合は、補間ト1にもお答えください。  

補間ト11人（単独世帯）の方の場合は、その状況についてお答えください。  

質問2  単身赴任などで同居していない方の有無について、あてはまるすべての番号に○をつけ、  
それぞれの人数を記入してください。  

人
 
人
 
人
 
人
 
人
 
 

［
］
［
］
□
□
［
］
 
 

1単身赴任で世帯を離れている者がいる        〉   

2 学業のため世帯を離れでいる者がいる        〉   

3老人福祉施設に入所している吾がいる        〉   

4 社会福祉施設（老人福祉施設を除＜。）に入所している者がいる →   

5 病院に長期入院している（住民登録を病院に移している。）者がいる う・   

61～5の者はいない  

※1～5に該当  

する万は、この  
調査の世帯員と  
はなりませんの  
で、質問1の人数  
には含めないで  
ください。  

裏面に続きます。   



質問3  お住まいの住居の種類と建て方についてお答えください。  

【建て方】  

1 一戸建て  

2 共同住宅  
（マンション、アパート等）  

質問4  お住まいの住居の室数について、居住用の部屋数（玄関や風呂等は含めないでください。）を  
記入して＜ださい。  

また、床面積は、玄関や廊下等も含めた住宅全体のおおよその床面積を記入してください。  

※ 床面積の換算  
1坪＝3．3ポ  
2畳＝3．3ポ  

質問5  5月中の家計支出総額（世帯の万全員の支出金額の合計額）を記入してください。  

※ 以下の費用は家計支出には含めないでください。  

税金、社会保険料、事業上の支払い（農家における肥  
や農具、商店における商品の仕入れに使った金等）、  
蓄、借金や住宅ローンなどの返済、掛け捨て型以外の  

生命保険料・損害保険料  

補間5－1 小学校入学前の万がいる場合は、5月中の家計支出総額のうら、育児にかかった費  
用を記入してください。  

※ 育児にかかった費用とは、ミルク代、離乳食代、医療   

費、保育料、習い事の費用、衣服費、おもちゃ代、その   
他育児にかかった費用のすべてが入ります。  

補間5－2  5月中の家計支出総額のうら、別居している親又は子への仕送りの状況をお答えく  
ださい。  

仕送りの目的については、あてはまるすべての番号に○をつけてください。  

別居している親がいる  

し〔 

ヽL   ノー   

3 別居している親はいない  

別居している子がいる  

し〔 

ヽL   ′   

3 別居している子はいない  

【仕送り額】  【仕送りの自的】  

1入所・入院費  

2 その他   

【仕送り額】  【仕送りの目的】  

1学 業  

2 その他   

引き続き「Ⅱ 世帯員の状況」についてもお答えください。   



㊥  厚生労働省  統計法に基づく  
基幹統計調査  国民生活基礎調査【世帯票】  

（平成22年6月3日調査）  
（案）   

Ⅱ 世帯員の状況  
・すべての世帯員の方について、ひとり一列で記入してください。  

・世帯員の記入順序は、夫婦・聯こ並べて記入してください  

調査員記入欄・一－－－－－－＝－－一－＝＝…－－．  

単位区  

番 号  

選択肢は指示がない場合は、あてはまる番号1つに○をつけ、数字は右づめで記入してください。  

（世帯員番号）  （世帯員番号）  

む）が最も多かった方1名の世帯員番号に○   質問1最多所得者 調査日前1年間で所得（年金、仕送り等を含   （世帯員番号）      ヽ  
をつけて＜ださい（  

＼  ＼  

質問2世帯主との続柄  
07世帯主の父母   07 世帯主の父母   07 世帯主の父母   

配偶者 08 配偶者の父母   02 世帯主の配偶者 08 配偶者の父母   02 世帯主の配偶者 08 配偶音の父母   

09 祖父母   03 子  09 祖父母   03 子  09 祖父母   

04 子の配偶者 10 兄弟姉妹   04 子の配偶者 10 兄弟姉妹   04 子の配偶者 10 兄弟姉妹   
】1その他の絹族   05 孫  11その他の絹族   05 孫  11その他の親族   

06 孫の配偶者 12 その他條那実以外）  06 孫の配偶者 12 その他（栗朗笑以外）  06 孫の配偶者 12 その他（規族以外）   

質問3 性   1 男  2 女   1 男  2 女   l 男  2 女   

質問4 出生年月  
王＝●一…一■■■・■■2   

質問5配偶者（夫又は妻）の有無  

三雲≡‡讐芸L」年L⊥J    □    ロ    n  漂㌍劉「 年m  

1配偶者あり  ー配偶者あり  l配偶者あり  「配偶者」には、事実上夫娼として生酒してい  
るか、婚姻届を提出していない場白も呂みます   

4 離別   4 離別   4 離別   
質問6医療保険の加入状況  村   村   村  

保険証又は組合員証で確認してお箸え＜ださ  
い   

国民一望竺→〔三富≡   餌讐竺→〔…諾≡  
被用吉保暇（†蒜三けんほ用心章擢J共演細｛等）  被用占lぐ仁瞳（†蒜完口んほ細昌健保只満細石等  被用吉保陥り蒜長けんほ為さ一］呂碑侵■冥詔杵十∴  

■ ，〔；芸歪慧表書，   」→〔…芸歪鷲浣者，   ■ ＞〔 者）  

5 長寿医療制度（後期高齢者医療制度）   5 長寿医療制度（後期高齢者医療制度）   5 長寿医療制度（後期高齢者医療制凰  
6 その他   6 その他   6 その他   

質問7 公的年金・恩給の受給状況   ．。主 1基礎年金   

蒜 2基礎年金と厚生年金   給 2基礎年金と厚生年金   
ベての番号に○をつけてください。   し  3 基礎年金と共済年金   し 3基礎年金と共済年金   

なども含めてお答えください。   7 共済年金  て  4 国民年金  7 出演年金  
崇 5福祉年金  
U  

8恩給   崇 5福祉年金  
a  

1基礎年金   

8割合  
6 厚生年金  9 その他  6 厚生年金  9 その他  1基礎年金       受給している場昌、受給している年金等のす  羞云 2 基礎年金と厚生年金  10 受給していない   10 受給していない   

小 ′ 学  校  入  学  前  の  方  へ  の  質  問   
質問8 乳幼児（小学校入学前）の保育状況   1乳幼児の父母  5 幼稚園   l乳幼児の父母  5 幼稚囲   l乳幼児の父母  5 幼稚園   

田中に保育をしている石段び乳幼児が適所・   2 乳幼児の祖父母   6 その他   2 乳幼児の祖父母   6 その他   2 乳幼児の祖父母   6 その他   
通園している施設のすべての番号に○をつけ  3 認可保育所   3 認可保育所   3 認可保育所   
てください（，   4 認可外保育施設   4 認可外保育施設   4 認可外保育施設  

6 歳 以 上 の 方 へ の 質 問 （6 歳 未 満 の 方 は 質 問 終 了 で す。）   
質問9 手助けや見守りの要否   才ⅢjけやEド押）在  手肋りや日月りを  手助りや層．守りを   

手助けや毘守りを必要としていますひっ   

▼  ▼  ▼   

手 助 け や 見 守 り を 必 要 と し て い る 方 へ の 質 問  
補間9－1 日常生活の自立の状況  

霞もあてはまる状況の番号1つに○をつ丁て  
くたさい 

1何らかの障害等を有するが、日常生活   
はほぼ自立しており独力で外出できる  

2 屋内での生活はおおむね自立している   
が、介助なしには外出できない  

3 屋内での生活は何らかの介助を要し、   
日中もベッド上での生活が主体である   
が座位を保つ  

41日中ヘッド上で過ごし、排せつこ 貴   
事、毒彗において介助を要する  

1何らかの障害等を肯するが、日常生活   
はほぼ自立しており独力で外出できる  

2 屋内での生活はおおむね自立している   
が、∩虻なしには外出でさない  

3 屋内での生活は何らかの介助を要し、   
日中もベッド上での生活が主体である   
が座位を保つ  

41日中ベッド上で過ごし、排せつ、寅   
事、害替において介助を要する  

1何らかの障害等を有するが、日常生活   
はほぼ自立しており独力で外出できる  

2 屋内での生活はおおむね自立している   
が、介助なしには外出できない  

3 屋内での生活は何らかの介助を要し、   
日中もベッド上での生活が主体である   
が座位を保つ  

41日中ベッド上で遇こし、排せつ、寅   
事、毒替において介助を要する  

補間9－2 期間  

摘湖9－1ご∴人た臼1▲ノぴ）伏出．に7i：J〔ひらの  
期間をお答えくたさい  

11月未満  6 3、5年未満  

2 1～3月未満   7 5）10年未満  

3 3～6月未満   8 10～20年未満  

4 6月～1年未満 9 2〔〕年以上  

5 1～3年未満  

11月未満  6 3～5年未満  
2 1～3月未満  7 5～10年未満  
3 3～6月未満  8 10～20年未満  

4 6月～1年未満 9 20年以上  

5 1～3年未満  

11月未満  6 3～5年未満  

2 1～3月未満   7 5～10年未満  

3 3～6月未満   8 10～20年未満  

4 6月～1年未満 g 20年以上  

5 1～3年未満  

この腎問は4n歳以上の方のみお答えく／さい  

実際にサービスを受けているかとう力＼は閃いま  
補間9－3 要介護認定の有無   せん‖  

豊什膏ぷ．こ∧i合   

】受けている  2 受けていない  

要ノナ‖隻‖君什を   

1受けている  2 受けていない  

蟄ノ↑謹話骨頂   

1受けている  2 受けていない  

主に手助けや見守りをしている方はどなたですか。（質問9で手助けや見守りをrl必要としている」と回答した方への質問）  

補間9－4 同別居の状況   

主に手鋸］けや見守りをしている告が同居して  
いる場合は、その方の世帯員番号（最上段の  
番号）を記入してください。  

1JJIU‥代呵∫イりをl′丁いf、’イ111 1 同居している  2 同居して 
いない  

【忘蒜謡［工］  

一にr巨り‖丁や相月■りをしているブ▲lは  

I同居している  2 同居していない  

忘謡［二工］  

F二に手助けや仁式守りをしているハは  

1 同居している  2 同居していない  

‥」「二二  
補間9－5 手助けや見守り  

みた続柄   
1 配偶者   5 その他の絹族  

2 子  6 事業者甘－ムヘルパー等J  

3 子の配偶看 7 その他けドランティア・近所  

4 父母  の人など）  

1配偶者   5 その他の親族  

2 子  6 事業者（ホームヘルパー等〕  

3 子の配偶看 7 その他仰ランチィア・近所  

4 父母  の人など）  

】配偶者   5 その他の規族  

2 子  6 事業者（ホームヘルパー等）  

3 子の配偶音 7 その他（ボランティア▲近所  

4 父母  の人など）  
J鋤けや見守りが必要な月ご本人からみた 続柄をお岩え＜ださいー，  
補間9－6 手助けや見守りをしている方の性  

裏 面 に 続 き ま す。 し   
」！  

15 歳 末 満 の 方 は 質 問 終 了 で す い）   

一号  モ■   



表面の世帯員番号と同じ列に記入してください。－－  ●  －   

（世帯員番号）   01  02   03   
1   5   歳   以  上   の   方  へ  の   質   問   

質問10教育  

「在学中」の乃はその学校について、「卒業」  
の乃は最終卒業学校（中途退学をした乃はその前  
の学校）についてお害えください‖  

予備校などはここでいう学校には含めません。   
；≡…中ト…蓋喜去書芸中  三……中ト…蓋喜三屋芸中   三≡…中卜棋憲中  

質問11公的年金の加入状況   公的年令に加入し．ている  

、 

看や学生等）  壱や学生等）   者や学生等）   
紙冠の乃は原則としノて加入しています   

加入していない   （厚生年金・共済年金の加入書）  （厚生年金・共済年金の加入者）   （厚生年金・共済年金の加入書〕   

20歳末届て仕事をしていない乃、すでに老齢市会支   3 国民年金第3考被保検看  3 匡Ⅰ民年金第3弓被保検者   3 国民年金第3号被保【検壱   
は退職年金を愛東岩している乃、奇語呂副告があるが卓絶椅   （棄2弓被保険者の配偶者）  （莞2弓被保隠者の配偶者）   （第2号被保険者の配偶者）   
らの万なと力て喜妾当しま可「   4 公的年釜に加入していない   4 公的年金に加入していない   

質問12 別居している子の有無   刷托している≠か  川宿している†■が  

4  同一市区町村  t †司一家屋   4  同一市区町村   1・ 同一家屋   4  同一市区町村   
補間12－1最も近くに住んでいる別居の子の  1 同一家屋                        居住場所  2  同一敷地  2  同一敷地   5  その他の地上或  

3  近隣地Ⅰ或   

質問13 5月中の仕事の状況   l1事あり  11串なし  †i事あり  仕事なぃ   l】事あr）  11事なし   
収入を伴う仕事を少しでもした乃ほ「仕事あ  

り」まったく仕事をしなかった乃は「仕事な   ↓  ↓  ↓  
し」の中からお答え＜ださい。  

無給で自家営業の手伝いをしたⅠ易合や、旨児や介  

↓  

あり」としますn な市PTA役員やボランティアなど無報酬の溝  

軌は「仕婁托しlとします  （質問用へ．l  （質問18へ）  

↓                       ↓    三等のため、一時的に仕事を休んでいる1易昌も「仕事  
（賢問18へ〉  

質問13で「1」～「4」（仕事あり）と回答した方への質問   

質問141週間の就業日数等  【 

［コ。  
【 

［コ目   

【 

5月248（月）～30日（日）の1遵間に実際に仕事  をした。数  をした。数   をした。数 

をした日数と時間の合計をお答え＜ださいl，   【就業臓問】  
なお、複数の仕事をした場合は、すべての合計  1週間の残業も含めた  

ロ 

をお答えください。   総時間  l l   【就業時間】  t l  【就業鴨間】  
。                                   l l  

現  在  の  主  な  仕  事  に  つ  い  て   

質問15就業開始時期  

主な仕事について、その仕事についた時期をお 害えくたさい。  …歪喜［二］年［ニコ月   …至喜［二］年［ニコ月   …歪喜⊂□年⊂］月   
質問16 仕事の内容（職業分類）   Ol管理的職業従事者 07零林漁業作業者  01管理的職業従事者 07農林漁業作業者   01管理的職業従事者 07農林漁業作業壱  

02専門的・技術的  08生産工程作業者  02専門的・技術的  08生産工程作業者   02専門的・技術的  08生産工程作業者   

主な仕事について、お吉えくたさい   職業従事者  09輸送・定着・建設機械   職業従事者  09輸送・定置・建設機械  職業従事者  09輸送・定置・建設機械  

03事務従事者  運転従事者  03事務従事者  運転従事者   03事繹従事者  運転従事者  

04販売従事者  】0建設・採掘作業者  04販売従事者  tO建設・採掘作業者   04販売従事者  10建設・一票掛乍業者  

05サービス職業   11労務作業者  05サービス職業   11労務作業者   05サービス職業   11労務作業者  

従事者  12分類不能の職業  従事者  12分類不能の職業   従事者  12分類不毒巨の職業  

06保安職業従事者  06保安職業従事者   06保安職業従事者   

1自営業主（雇人あり）  1自営業主（雇人あり）  
2自営業主（雇人なし）  2自営業主（雇人なし）  

主な什事について、お害えください。  3家族従業者（自家営業の手伝い）  3家族従業者（自家営業の手伝い）  伝い） 

61月以上1年未満の契約の雇用者  61月以上1年未満の契約の雇用者  

㍉   

質問17勤めか自営かの別      4会社・団体等の役員      4会社・団体等の役員  重宝義蓑算  】蓑法諾えた師の補間－7川2をお箸    5一般常雇者（契約期間が1年以上又は  雇用期間の定めのない者）  7日々又は1月未満の契約の雇用者  5一般常雇者（契約期間が1年以上又は  雇用期間の定めのない者）  7巨】々又は1月未満の契約の雇用者    5一般常雇音（契約期間が1年以上又は  雇用期間の定めのない書） 61月以上1年未満の契約の雇用者 了日々又は1月未満の契約の雇用者    …望の諾〕 朋終了てす，  …望の諾〕 鳩問終了です，   ≡望の諾」（質問終7てす  補間17－1勤め先での呼称    1 正規の職員・従業員  l 正規の職員・従業員    1 正規の職員・従業員  
2 パート   2 パート  2 パート   

1労働者派遣事業所の派遣社員」とは矧軌名派   3 フフルバイト   3 アルバイト  3 アルバイト   

違法に茎つく事業所に雇岡され、そこから派遣さ   4 矧勤番派遣事業所の派遣社昌   4 労働者派遣事業所の派遣社員  4 労働者派遣事業所の派遣社員   
れている人をいいます  5 契約社員一嘱託   5 契約社員・嘱託  5 契約社昌・嘱託  

6 その他   6 その他  6 その他   

補間17－2 企業規模■官公庁の別   11～ 4人  6 500～999人  11～ 4人  6 500～999人   11～ 4人  6 500～999人   

本社・本店や出張所などを含めた作業全体の従  2 5～29人  71000～4999人   2 5′～29人  71000′、ゝノ4999人  2 5～29人  71000～4999人   

業昌教をお答えください．   3 30～99人  8 5000人以上  3 30√〉99人  8 5000人以上   3 30へ′99人  8 5000人以上   

「胃公庁」とは国の機関や帖乃自治体をいいま  4100～299人   9 官公庁  4100～299人   9 官公庁   4100へノ299人   9 官公庁   
す   5 300～499人  5 300′、－ノ499人   5 300′）499人   

質問13で「5」～「7」（仕事なし）と回答した方への質問  
収入を伴う‖葦庵  

t したいと思って   2 したいと思って  

収入を伴う†l事声  

1 したいと思って   2 したいと思って  

順入を伴う‖葦持  
1 したいと思って  

質問18 就業希望の有無  
2 したいと思って  

いる  
（賢鳥  

いる  
（質恵  

1 正規の職員・従業昌  

2 パート・アルバイト  

3 労働者派遣事業所の派遣社員  

4 契約社員・嘱託  

5 自営  

6 その他  

l 正規の職員・従業員  

2 パート・アルバイト  

3 労働者派遣事業所の派遣社員  

4 契約社員・嘱託  

5 自営  

6 その他  

のような形で仕事をしたい  1 正規の職員・従業昌  
2 パート・アルバイト  

3 矧動者派遣事業所の派遣社員  

4 契約社員・嘱託  

5 自営  
6 その他  

と思いますか   

最もしたいと患う仕事の形の番号1つに  
○をつけてくたさい。現在仕事を探していな  
い乃でも、仕事につくとしたらどのような形  
で仕事をしたいかをお害えくたさい【，  

仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
 
 

寸ぐにl」畢に 

1つける  

・…せ…－・……  

仕事さ  
1探している   
2 探していない   

てトニ、J∴什剰 

1つける  

・…才・一一・－・－… 

l巨事を  

1探している   

2 探していない   

すぐにでも仕事につけますか  r「し、′小《†L新†．  

1つける  

・－一一寸・…＝－－・  

ll事在  

1 探している  

2 探していない  

補間18－2   
2 つけない  

…↓－．……．……．…  
【仕事につけない津〔机  
1出産・育児のため  
2 r†護・看護のため  

3 健康に自信がない  

4 その他  

2 つけない  

．…鼻．…‖＿‖………．  
【什利こつけない廿里Ⅰ】  
1出産・育児のため  
2 介護・看護のため  

3 健康に自信がない  

4 その他  

2つけない  

・…盛－－一一…＝＝・一・…  

転 【†＝打∴二）けない伴侶l】  

t 出産・育児のため  
2 了7護・看護のため  
3 健康に自信がない  

4 その他  

補間18－4 仕事につ  
けない理由   

あてはまるすべて  
の番号に○をつけてく  
ださいL、  

補間18－3 仕事を探  

していますか   
現在†采用紹粟を待って  

いる乃も「探しノている」  
に○をつけて＜ださい 

ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た。   



④  統計法に基づく  
基幹統計調査  （案）  厚生労働省   

国民生活基礎調査【健康票】  

（平成22年6月3日調査）  

この調査は、統計法に基づき政府が実施する基幹統計調査です。   

秘密の保護には万全を期していますので、ありのままを記入してくださ  

い。  

く記入上の注意〉  

・この調査票は、世帯の方全員が1人1冊ずつ、記入してください。  

・『（世帯票・健康票）記入のしかた』をよくお読みになってから記入して  

ください。   

－もし記入方法がわからなかった場合は、調査員が受け取りにうかがった  

ときにおたずねください。  

・選択肢はあてはまる番号1つ、又はあてはまるすべての番号に○をつけて  

ください。  

・数字は右づめで記入してください。   

ご自分で記入できない方については、ご家族の方、又は介護をしている方が   

記入を手伝ってください。  

・できるだけ黒のボールペンで記入してください。  

質問1あなたの性・出生年月を記入してください。性・元号は、あてはまる番号  

1つに○をつけ、出生年月には数字を右づめで記入してください。  

性   出 生 年 月   

1男  

2女   

［コ年⊂］月   

．＿＿＿＿……‖●＿…＿．＿＿……… 調査員記入欄……＿＿………＿＿＿‖…＿……＿  

単位区番号  

－1－   



質問2 あなたは現在、病院や診療所に入院中、又は、介護保険施設に入所中ですか。  

質問5へ ※ 介護保険施設とは、介護療養型医療施設、  

介護老人保健施設及び介護老人福祉施設をいいます。  

質問3 あなたはここ数日、病気やけがなどで体の具合の悪いところ（自覚症状）が  
ありますか。  

質問4へ  

補間3－1それは、どのような症状ですか。あてはまるすべての症状名の番号に  
○をつけてください。その中で最も気になる症状名の番号を番号記入欄  

に記入してください。  

01熱がある  

02体がだるい  

03眠れない  

04いらいらしやすい  

05もの忘れする  
06頭痛  

07めまい  

15せきやたんが出る  
16鼻がつまる・   

鼻汁が出る  

17ゼイゼイする  
18胃のもたれ・   

むねやけ  

19下痢  

20便秘  

21食欲不振  
22腹痛・胃痛  

23痔による痛み・   

出血など  

24歯が痛い  

25歯ぐきのはれ・出血  

26かみにくい  

27発疹（じんま疹・できもの   

など）  

28か＼ゆみ（湿疹・水虫など）  

29肩こり  

30腰痛  

31手足の関節が痛む  
32手足の動きが悪い  

33手足のしびれ  

34手足が冷える  

35足のむ＜みやだるさ  
36尿が出にくい・   

排尿時痛い  

37頻尿（尿の出る回数が多い）  

38尿失禁（尿がもれる）  

39月経不順・月経痛  

40骨折・ねんざ・   

脱きゅう  

41切り傷・やけどなどの   
けが  

42その他  

消  
化  
器  
系  

眼［3…昆芸芸雪雲い  

吋？≡警呈だ吉宗  

尿
路
生
殖
器
系
 
 12動惇  

13息切れ  

14前胸部に痛みが   

ある  

最も気になる症状の番号記入欄   ＞＝  

補間3－2 最も気になる症状に対して、なんらかの治療をしていますか。  

あてはまるすべての番号に○をつけてください。  

1病院・診療所に通っている（往診、訪問診療を含む）  

2 あんま・はり・きゅう・柔道整復師（施術所）にかかっている  

3 売薬をのんだり、つけたりしている  

4 それ以外の治療をしている  

5 治療をしていない  

ー2－  

1F   



質問4 あなたは現在、傷病（病気やけが）で病院や診療所（医院、歯科医院）、  
（往診、訪  あんま・はり・きゅう・柔道整復師（施術所）に通っていますか。  

問診療を含む。）  

質問5へ   

補間4－1どのような傷病（病気やけが）で通っていますか。あてはまるすべて  
の傷病名の番号に○をつけてください。その中で最も気になる傷病名の  
番号を番号記入欄に記入してください。  

31腎月蔵の病気  

32前立腺肥大症  

33閉経期又は閉経後障害   
（更年期障害等）  

34骨折  

35骨折以外のけが・   

やけど  

36貧血・血液の病気  

37悪性新生物（がん）  

38妊娠・産裾   
（切迫流産、前置胎盤等）  

39不妊症  

40その他  

41不明  

内
分
泌
・
代
謝
障
害
 
精
神
・
神
経
 
 

15急性鼻咽頭炎（かぜ）  

16アレルギー性鼻炎  

17喘息  

18その他の呼吸器系  

01糖尿病  

02肥満症  

03高脂血症   
（高コレステロール血症等）  

04甲状腺の病気  

05うつ病やその他の   

こころの病気  

06認知症  

07パーキンソン病  

08その他の神経の病気   
（神経痛・麻痺等）  

09眼の病気  

10耳の病気  

‖高血圧症  

呼  
吸  
器  
系  

の病気  

胃．十二指腸の病気 芸［  

肝臓・胆のうの病気  

その他の消化器系  

の病気  

22歯の病気  

アトピー性皮膚炎  

その他の皮膚の病気  

25痛風  

26関節リウマチ  
筋  

27関節症  

28肩こり症  

29腰痛症  最も気になる傷病の  

30骨粗しょう症 番号記入欄 →  

12脳卒中（脳出血、脳梗塞等）骨  

13狭心症・心筋梗塞  

14その他の循環器系の  
病気  

質問5 あなたは、5月中に病気やけが、予防で支払った費用（介護保険の利用者負担  
は含まれません。）はありました力㌔支払うた費用があった場合は、千円未満  
を四捨五入して右づめで記入してください。   

（例：支払った費用が、1～499円の場合は「0千円」、500～1499円の場合は「1千円」になります0）  

病気やけがで支払った費用   三雲票→ 万□干円   

［例‥碧雲遠誓慧震あ芸驚喜票などで支払っ 〕   

病気の予防で医療機関等に支払った費用  三票→ 万□千円   

〕   〔 

保健指導、予防   

注：1）正常な妊娠・分娩のために支払った費用は含みません。   

2）お子さま方たちの費用を、保護者の方などが支払われた場合には、お子さま方たちの  
調査票にその費用を計上してください。  
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ここからの質問は、6歳以上の方がお答えください。  

質問6 あなたは現在、健康上の問題で日常生活に何か影響がありますか。  

質問7へ  

補間6－1それはどのようなことに影響がありますか。あてはまるすべての番号  

に○をつけてください。  

1日常生活動作（起床、衣服着脱、念事、入浴など） 4 運動（スポーツを含む）  
2 外出（時間や作業量などが制限される）  5 その他  
3 仕事、家事、学業（時間や作業量などが制限される）  

質問7 過去1か月の問に、健康上の問題で床についたり、普段の活動ができなかっ  
た（仕事・学校を休んだ、家事ができなかった等）  
か。日数を右づめで記入して＜ださい。  

日数はどれくらいありました  

質問8 あなたの現在の健康状態はいかがです力㌔ あてはまる番号1つに○をつけて  

＜ださい。  

1よい 2 まあよい 3 ふつう 4 あまりよくない 5 よくない  

ここからの質問は、12歳以上の方がお答えください。  

質問9 あなたは現在、日常生活で悩みやストレスがありますか。  

1あ る  2 な い  質問10へ  

間9－1それは、どのような原因ですか。あてはまるすべての原因の番号に○  

をつけて＜ださい。その中で最も気になる原因の番号を番号記入欄に  

記入してください。  

家族との人間関係  

家族以外との人間関係  

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
「
／
0
0
 
9
 
0
 
1
 
 

0
 
0
 
0
0
0
 
0
0
0
0
1
1
 
 

12妊娠・出産  
13育児  

14家事  

15自分の学業・受験・進学  

16子どもの教育  

17自分の仕事  

18家族の仕事  

19住まいや生活環境   

（公害、安全及び交通事情を含む）  

20その他  

21わからない  

亦意  
Jlユ」＼さ乙  

結婚  

離婚  

性に関すること  

いじめ、セクシュアル・ハラスメント  

生きがいに関すること  

自由にできる時間がない  

収入・家計・借金等  

自分の病気や介護  

家族の病気や介護  

最も気になる悩みやストレスの番号記入欄→  
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補間9－2 悩みやストレスを、どのように相談していますか。あてはまるすべて  

の番号に○をつけてください。また、最も気になる悩みやストレスに  

ついてどのように相談していますか。あてはまる番号の主なものを2つ  

まで番号記入欄に記入してください。  

01家族に相談している  

02友人・知人に相談している  

03職場の上司、学校の先生に   
相談している  

04公的な機関（保健所、福祉事務所、   
精神保健福祉センター等）の相談窓口  

（電話等での相談を含む）を利用している  

05民間の相談機関（悩み相談所等）の   

相談窓口（電話等での相談を含む）を   

利用している  

06病院・診療所の医師に相談している  
07テレビ、ラジオ、新聞等の相談   

コーナーを利用している  

0801～07以外で相談している   
（職場の相談窓口等）  

09相談したいが誰にも相談できないでいる  

10相談したいがどこに相談したらよいか   

わからない  

11相談する必要はないので誰にも相談   

していない  

最も気になる悩みやストレスの相談状況の番号記入柵→  

質問10 次のそれぞれの質問について、過去1か月の問はどのようであったか、  
あてはまる番号1つに○をつけてください。  

まったく  
いつも  たいてい  ときどき  少しだけ   ない   

神経過敏に感じましたか   1   2   3   4   5   

絶望的だと感じましたか   1   2   3   4   5   

そわそわ、落ら善かなく感じましたか   1   2   3   4   5   

気分力で沈み込んで、何が起こっても気が  
晴れないように感じましたか   1   2   3   4   5   

何をするのも骨折りだと感じましたか   1   2   3   4   5   

自分は価値のない人間だと感じましたか   1   2   3   4   5   

質問11あなたはたばこを吸います机あてはまる番号1つに○をつけてください。  

110本以下  
211′）20本  
3 21′～30本  
4 31本以上   
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ここからの質問は、20歳以上の方がお答えください。  

質問12 あなたは過去1年間に、健診等（健康診断、健康診査及び人間ドック）を  

受けたことがありますか。  
注：次のようなものは健診等には含まれませノ  

がんのみの検診、妊産婦検診、  

補間12－6へ  歯の健康診査、  
病院や診療所で行う診療としての検査  

補間12－1どのような機会に健診等を受けましたか。あてはまるすべての番号  

に○をつけてください。また、その中で最後に受けた健診等の番号に  

ついても番号記入欄に記入してください。  

※1～3の各機関が指示する医療機関で受けた場合は、それぞれの機関の番号に○を  
つけてください。  

1市区町村が実施した健診  

2 勤め先、又は健康保険組合等が実施した健診  
3 学校が実施した健診  

4 人間ドック（上記1～3以外の健診で行うもの）  

5 その他  

最後に受けた健診等  

【以後、最後に受けた健診等についてお伺いします。】  
補間12－2 健診等の結果、何らかの指摘を受けましたか。（健診等の結果にあわ  

せて書面に記載されている場合を含む。）  

補間12－5へ  

ー6－   
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補間12－5 最終的に、医療機関を受診するように勧められましたか。  

（再検査・精密検査目的の受診を除く。）  

その後、医療機関を受診しましたか。  1は い  2 いいえ   

【補間12－6は質問12で「2ない」と答えた方のみお答えください。】   

補間12－6 それは、どのような理由で受けなかったのですか。あてはまるすべて  

の番号に○をつけてください。  

08健康状態に自信があり、必要性   

を感じないから  

09心配な時はいつでも医療機関を   

受診できるから  

10結果が不安なため、受けたくない   

から  

11めんどうだから  

12その他  

01知らなかったから  

02時間がとれなかったから  

03場所が遠いから  

04費用がかかるから  

05検査等（採血、胃カメラ等）に不安が   

あるから  

06その時、医療機関に入通院して   
いたから  

07毎年受ける必要性を感じないから  

※ 質問13、補間13－1のがん検診については、健診等（健康診断、健康診査及び人間ドック）の中   

で受診したものも含みます。  

質問13 あなたは過去1年間に、下記のがん検診を受けましたか。あてはまるすべて  

の番号に○をつけてください。  

1胃がん検診   
（バリウムによるレントゲン撮影や内視鏡（胃カメラ、フ州＼小一ス］プ）による撮影など）  

2 肺がん検診（胸のレントゲン撮影や喀疲（かくたん）検査など）  

3 子宮がん検診（子宮の細胞診検査など）  

4 乳がん検診（マンモグラフィ撮影や乳房超音波エコー検査など）  

5 大腸がん検診（便潜血反応検査（検便）など）  

6 その他（  

7 受けていない  

【補間13－1は女性の方のみお答えください。】   

補間13－1あなたは過去2年間に、下記のがん検診を受けましたか。あてはまる  

すべての番号に○をつけてください。  

1子宮がん検診（子宮の細胞診検査など）  

2 乳がん検診（マンモグラフィ撮影や乳房超音波エコー検査など）  

31′）2は受けていない  
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ご協力ありがとうございました。  

．
ト
ビ
 ヒ

齢
瑚
 
 

n
 
 

＋  
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㊥  
統計法に基づく  

基幹統計調査  
厚生労働省  国民生活基礎調査【介護票】（案）  

（平成22年6月3日調査）   

この調査は、統計法に基づき政府が実施する基幹統計調査です。  
秘密の保護には万全を期していますので、ありのままを記入してください。  

く記入上の注意〉  

・『（介護票）記入のしかた』をよくお読みになってから記入してください。  

・もし記入方法がわからなかった場合は、調査員が受け取りにうかがったときにおたずねください。  

・ご自分で記入できない方については、介護をしている方、又はご家族の方が回答してください。  

・選択肢はあてはまる番号1つ、又はあてはまるすべての番号に○をつけてください。  

・数字は右づめで記入してください。   

－できるだけ黒のボールペンで記入してください。  

質問1 この調査票に回答する万はどなたですか。  

あてはまる番号1つに○をつけてください。  

1介護が必要な者（本人）  

2 主に介護をしている毒   

その他の者（1，2以外）  
配偶者  4 子  5 子の配偶者  

父母  7 その他  

質問2 介護が必要な方の性と出生年月をお答えください。  

あてはまる番号1つに○をつけ、出生年月には数字を右づめで記入してください。  

質問3 調査日現在の要介護度の状況と1年前の要介護度の状況をお答えください。  

あてはまる番号1つに○をつけてください。  

※ 介護保険被保険者証等を参考に記入してください。  

次頁に続きます。  
－1－   



質問4 介護が必要となった原因は何ですか。  

あてはまるすべての番号に○をつけ、かつ、その中で主な原因である番号1つを主な原因欄に記入して  

ください。  

主原因□番  
○をつけた中で主なもの1つ   

質問5 5月中に利用した居宅サービスについて、利用したサービスのすべての番号にPをつけ、利用した  

日数又は食数を記入してください。  

※ 配食サービスを1日に複数回受けた場合は食数を合計してください。訪問系サービスなどで  

1日に複数回受けた場合は回数に関わらず1日として計算してください。  

サービスの種芙員  5月中のサー  ビス利用日数   

（1－4は介護保険制度によるサービスをいいます。）  
介護保険、市 町村事業等  

口  訪問系サービス   
】  

日  日  

2  1適所系サービス   

白  

3  短期入所サービス   

〔 

、介護予防短期入所   

日  

4  小規模多機能型居宅介護   

い」、規模多機能型居宅介護、介護予防小規模多機能型居宅介護】   日  目  

5  配 食 サ ー ビ ス   
食   食   

6  外出支援サービス   
日   白   

7  寝具類等洗濯乾燥消毒サービス   
白   日   

1～4を利用  
していない方  
は質問6へ  

1～4を1つで  

も利用している  

方は質問7へ   

ー 2 －   
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【質問6は、質問5の1～4のサービス（介護保険によるサービス）を1つも利用していない方がお答えください。】  

質問6 介護保険によるサービスを受けていない理由は何ですか。  

あてはまるすべての番号に○をつけてください。  

1 家族介護でなんとかやっていける  

2  介護が必要な者（本人）でなんとかやっていける  

3  他人を家に入れたくない   

4  外出するのが大変   

5  どのようなサービスがあるかわからない   

6  サービスを受ける手続きがわからない   

7  利用者負担が払えない   

8  受けたいサービスがない  

9 

【引き続き質問7からお答えください。】  

質問7 主に介護をしている方の1日の平均的な介護時間はどのくらいですか。  

あてはまる番号1つに○をつけてください。  

※ 介護の頻度が毎日でなく、数日に1度の場合は「5その他」に○をつけてください。  

1ほとんど終日   2半日程度 3 2～3時間程度 4必要なときに手をかす程度  5その他  

質問8 その他の介護者（主に介護をしている方以外で介護をしている万）がいる場合は人数を記入し、その状況を  

お害えください。  

ただし、事業者（ホームヘルパー等）は除きます。  

1同居している  

（2）同別居の   
居住場所をお答え＜ださい。  状況  同居していない  3 同一市区町村  

4 その他の地域   

（3）性   1 男  2  女   

2同一家屋・敷地                ＞  
119歳以下  2 20～29歳  3 30～39歳  4 40～49歳  

（4）年 齢  
5 50～59歳  6 60～69歳  7 70～79歳  8 80歳以上   

（5）介護が必要  

な方（本人）から  1配偶者  2 子 3 子の配偶者  4 父母  5 その他の親族  6 その他   
みた続柄  

（6）介護頻度   1ほぼ毎日 2 週2～4日  3 週に1日  4 月に1～3日   

次頁に続きます。  
－3－   



質問9 次のような介護を受けていますか。また、どなたから受けていますか。  

受けている介護内容のすべての番号に○をつけ、それぞれの介護についてどなたから受けているかあてはまる  

すべての番号に○をつけてください。  

事業者家族等による  
介護内容  （ホームヘ弓 介護  

介護内容  ルパー等）  

一光芸濃「雷丁蒜妄  による介護   する者  その他の者  

食事の準備・後始末  
2  3  口     臣    09  L L（調理を含む）   

口  2    3 H  

口腔清掃（はみがき等）   2 巨 3  10食事介助  2 2 3  

身体の清拭（体をふ＜）   2   3  11臣服薬の手助け  2   3  

04と洗髪  2  3   12臣散歩  口  1 2   3   

05  毒替   1】2  r 3  13  掃除   2  3  

06  入浴介助  1 2  3   14  洗濯   2   3   

体位交換・起居  
07   （寝返りや体を起こす等）   

1 2  3   15  買い物   2 3 

08  排泄介助  H  川 1 2  3   16  話し相手   2   3   

質問10  5月中に事業者に支払った居宅サービスの自己負担額を右づめで記入してください。  

※ 質問5で回答した居宅サービスの費用についてお答え＜ださい。  

※ 保管しているサービスの領収証（書）を参考に記入して＜ださい。  

質問11 介護が必要な万が65歳以上の場合、介護保険料所得段階をお答えください。  

※ 介護保険料額決定通知書に記載されている所得段階区分と同じ段階に○をつけてください。  

※ ただし、第1段階～第3段階以外の方については、4か5のうち、あてはまる番号に○をつけてください。  

1第1段階（生活保護受給者、又は老齢福祉年金受給者であって世帯の全員が市町村民税非課税）  

2 第2段階（介護が必要な者の昨年1年間の公的年金等収入金額と合計所得金額の合計が80万円以下  
であって世帯の全員が市町村民税非課税）  

3 第3段階（世帯の全員が市町村民税非課税であって、上記1，2以外）  

4 介護が必要な者は市町村民税が非課税であって、世帯に課税されている者がいる  

5 介護が必要な者は市町村民税を課税されている  

質問12  5月中の介護費用についてお答えください。  

あてはまるすべての番号に○をつけてください。  

1介護が必要な者（あるいは配偶者）の収入を充てた。  

「二＞〔1年金・悪給 2年金・割合以外の収入〕  

2 介護が必要な者（あるいは配偶者）の貯蓄を充てた。  

3 介護が必要な者（あるいは配偶者）以外の者の収入・貯蓄を充てた。  

こ協力ありがとうこざいました。  

－4－  
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厚生労働省  
（亘  

統計法に基づく  
基幹統計調査  

（案）   

国 民生活基礎調査【所得票】  

（平成22年7月15日調査）  

この調査は、統計法に基づき政府が実施する基幹統計調査です。  
秘密の保護には万全を期していますので、ありのままを記入してください。  

＜記入上の注意＞  

・この調査票は、昨年1年間（平成21年1月1日～12月31日）に何らかの   
所得や税金、社会保険料、企業年金1個人年金等の掛金の支出があった方が   

1人1冊ずつ、記入してください。  
（所得には、アルバイトによる所得や仕送り、年金も含みます。）  

もし記入方法がわからなかった場合は、調査員が受け取りにうかがったときに  

おたずねください。  

ご自分で記入できない方については、ご家族の方が回答してください。  

できるだけ黒のボールペンで記入してください。  

7月15日以降に、調査員があらためておうかがいいたしますので、それまでに  
枠の質問について記入してください。  

必 所得や課税等の支出のあった方は、質問1から順に記入してください。  

あなたの性・出生年月を記入してください。  

性・元号はあてはまる番号1つに○をつけ、出生年月には数字を石づめで  
記入してください。  

性   出 生 年 月   

1男  

2女   
E］年□月   

※所得については2ページから、課税等の支出については6ページから記入してください。  
15ページは、世帯主又は世帯を代表する万が記入してください。  

「－……－－－－＝－＝・ 
調査員記入欄 －＝＝－－＝－－＝－‥－1  

地区樹 帯酌 

－1－   



昨年1年間に何らかの所得を受け取った場合は、2及び4ページの所得の種類ごと  

に、1年分の所得金額を万円単位で記入してください。  

所得のなかった万は、6ページヘお進みくださし1。  

右ページの書類をお持ちの方は参考にしてください。  

【金額記入の注意】  

・万円未満は四捨五入して、万円単位で右づめに記入してください。  

（1～4，999円は「0万円」、5，000～14，999円は「1万円」）  

・生命保険の受取金、退職金、不動産や株の売却代金、宝＜じの当せん金などの  
一時的なものは含みません。  

あなたは昨年1年間  
（平成21年1月～12月）  

に何らかの所得を受け取りま  
した力＼。  

質問2  
1年分の所得金額がわから率いときは、  
1か月の収入の12倍にボーナス分を加  

などして、1年分の金額を計算して  
してください。  

受け取った所得の種類ことに  

金額を記入してください。  働いて得た所得  

勤め先から受け取った給料、賃金、賞与  
（ボーナス）を合わせた税込み金額を記入し  

万円 てください。アルバイト等による所得も含み  
ます。  
【参考書類】源泉徴収票【原本又は写し］  

給与明細書  

事業（農耕・畜産以外）による収入から、  
万円 仕入額、従業員に対する給与などの必要経費  

を差し引いた所得金額を記入してください。  
漁業・林業による所得を含みます。  
【参考書類】確定申告書〔控］   

雇用者所得  

事業所得  

農業や畜産業による収入（自家消費分を含  
む。）から、肥料代、農薬代、家畜・家きん  

の購入費、雇い人の賃金などの必要経費を差  
し弓ル1た所得金額を記入して＜ださい。  

【参考書類】確定申告書［控］  

［
l
P
■
－
L
■
．
臨
 
 

農耕・畜産   

所得  03  

十
 
 
 

百
 
 
 

干
 
 
 

億
 
 

垂
F
一
‖
■
r
．
・
雅
 
 

し
‘
．
 
 

注文主からの委託を受けて、品物の製造や  
万円 加工等（校正業務やワープロ入力などを含  

む。）を行って得た所得から必要な経費を差  
し引いた所得金額を記入して＜ださい。  

働
 
 

労
得
 
 

内
所
 
 

家
 
 

財産による所得   

家屋や土地を貸すことによって得た所得や、  
預貯金、公社債、株式などから得られた利子、  
配当金（源泉分離課税分を含む。）の合計額  
を記入してください。家や土地の売却代金、  
弓卜き出した預貯金、生命保険・損害保険から  

の受取金を除きます、．  

【参考書類】確定申告書［控］  

取引口座の通帳、配当金領収書など  

－  琶4ページヘ  

財産所得  

．
襲
F
h
l
F
・
盛
 
 
 

F
 
 

－2  
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参 考 書 類．t  

給与所得者の方  
⇒平成21年分給与所得の源泉徴収票［原本又は写し］を参考にして＜ださい  

確定申告を行った方   

⇒ 平成21年分の所得税の確定申告書［控］を参考にしてください  

ネ・この様式は、  

申告書B第一表です。  

L言＝一二‡て4 u 声「「－－一－ 打 ∩           策 褒   †一l叫l  ∵れ       結  ？、〟匝  
利 
ト  

諾雷慧禦諾笥鮭なります。  
●言；▼さ 

農  業  ②  

動   産  ④  

利  子   ④  

配  当   ⑤  

・事業（営業等）（D→ 『事業所得』欄へ記入  

・事業（農業）  『農耕・畜産所得』欄へ記  

・不動産 ③  
利 子 ④  ②→  『財産所得』欄へ記入  

配 当 ⑤  

※申告書Aでは、配当は③欄になります。  

【i毒】源泉分離課税された「利子」「配当」のあった万は、  
源泉分離課税分を含めた「利子」等も『財産所得』欄  
に記入してください。  

－3－   



公的 金・ によ   

国民年金、基礎年金、厚生年金（厚生年金   
基金からの年金を含む。）、共済年金、福祉   

年金、恩給などからの受取額を記入してくだ  

質問2（つづき）  

1
ニ
；
一
二
 
 

・
∴
 
 
さ
 
 

【参考書類】年金振込通知書など  

支払期（2か月）分しか受給額がわ  
らないときは、その金額を6倍する  
どして、1年分の金額を記入して＜  
さい。  

公的年金・恩給 
06  

十
 
 
 

百
 
 
 

干
 
 

社会保障給付金による所得  

雇用保険法の失業等給付、船員保険法の矢  
万円  業保険金の受取額（育児休業給付、介護休業  

給付を含む。）を記入してください。  
【参考書類】雇用保険受給資格者証   

雇用保険  

児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手  
当、児童育成手当などの児童に関する社会保  
障給付金の受取額を記入してください。   

児童手当等  

生活保護法による扶助、医療保険による傷  
病手当金・出産手当金、労働者災害補償保険  
などその他法令に基づ＜支給金の受取額を記  
入して＜ださい。  

その他の  

社会保障給付金09  

十
 
 
 

百
 
 
 

干
 
 

仕送り  による所   

定期的又は継続的に送られてきた金品の額   

を記入して＜ださい。品物は、時価に換算し   
た額を記入してください。   

単皐赴任者を送り出している世帯で、単身   
赴任者の口座から生活費等として定期的に引   

き出している場合は、その金額をこちらの欄   
に記入してください。   

企業年金・   

仕送り  

H
r
r
▲
．
■
．
1
」
 
 
 

企業年金、生命保険会社・かんぼ生命・銀  
行・証券会社などの個人年金及び年金型商品、  
国民年金基金、農業者年金などからの受取額  
を記入して＜ださい。   

厚生年金基金からの年金は、「公的年金・  

恩給に記入して＜ださい。  

企業年金・  

個人年金等  

6鋭旧観茄巴  
上記以外の冠婚葬祭の金、各種祝い金、せ  

万円  ん別、見舞金などの受取額を記入して＜ださ  
い。  

その他の所得  

退職金、宝くじの当せん金などは含みませ  

ん 

琶6ページヘ  －4－  



参 考 書 類＝  l l■■l■ －l・■●■■■■○■■0 1b8■■D■■L●■■ir ■■■l■  

公的年金を受給している方 ⇒ 年金振込通知書を参考にしてください  

－ ∴ざ こ－∴・ごヨ・・・   ・ニ  ビ  
ヂなたの話几一・よ 平t・  から平∫r  ［．うで  

の名川い汁斗に∴ ニーの云・打ぺ若された良明牒牒三川－…コマに霹込みの了さ雪  

う1∴行うこと1⊥いlノた某で  知仁サしま㌻  

句法の草婁柑  

⑥生ま旺書¢‡導年女‡準・生女二・■  
慌iユダ：  

ニi・應  

き封了・念ヰ・侶棉  

1こ√l、  

Lノ年金支さ上條及  ひ年金小ら特別徴収する保険料、税ノ槌せ覗の免職  

年 令 支 払 額  門  

介；！塾一一斉房巨 棋  

風ノざけチ準ズ∴ 1ど 射  

無碍lヽ坤5・】■ろ′7‘笠F’  

：官 幣†∫  

『公的年金・恩給』欄へ記入  
∴年土こか羊．   

∴：t・・■l、●、   

丁†‾ ↓丁1   
1ホご・．l・トl㌧  

．那1ンて・ブ  

ナlご併如庁  

官署支出官 社会保強付帖   

ヰ年金振込通知書は、1支払期（2か月）分  

が記入されています。平成21年1年分の金額  
を記入してください。  

雇用保険を受給している方 → 雇用保険受給資格者証を参考にしてください  

【金額記入の注意】   

万円未満は鞄して、方円学位で石づめに記入してください   

（1～4，999円は「0万円」、5，000～14，999円は「1万円」）  

－5－   



平成21年分の所得税の課税はありましたか。  

あてはまる番号に○をつけ、  
1に○をつけた方は金額も記入してください。  

万□千円  1課税あり －→  

千 百 十 一  

金額の千円未満は四捨五入し、右つめで記入して＜ださい。  

2 課税なし  

※不動産譲渡にかかる所得矧よ除いてください。  

【参考書類】  

＊平成21年分 給与所得の源泉徴収票［原本又は写し］  

＊年金振込通知書  

＊平成21年度の所得税の確定申告書［控］  

琶8ページヘ   
一6－  



Eに…日日・・－……。。。参 考 書 類∵．伽。…。こ〔こ［、－⊂．こ  

給与所得者の方  

⇒平成21年分給与所得の源泉徴収票［原本又は写し］を参考にlノてください  

源泉徴収税額を  

『所得税鎮』欄へ記入  

公的年金を受給し、公的年金から天引きされた方   
⇒ 年金振込通知書を参考にしてください  

所 得 税 額  

『所得税額』欄へ記入  

※年金振込通知書は、1支払期（2か  
月）分が記入されています。平成21年  
1年分の金額を記入してください。  

確定申告を行った方  
⇒ 平成21年分の所得税  

の確定申告書［控］を参考  

にしてください  

r【UU‥ 

＝1   平成 」 年分の那専税の  申告書B暮t  ドr， －妄 n q ■  ；＝入丁 ：．：て－ニ   ギ 予‾■ヤーーさ」ミ  h相   ＿＿⊥ニ⊥♪㌧      l二．■蔓  
第
一
素
′
 
〔
平
八
ニ
ー
十
一
一
1
分
以
慧
1
「
 
 

－∴・－ノし－ くl   
⑳  

尋i害離乳姻税舵除  

所得税額＝差引所得鏑㊥‾讐 

凹   軍  

■ ★ ■ ひ ヰ  
】（r ▲ご1、い†■′  

こ・J 言ト ー仁  

†  ｝ 

、 

｝ L■  リFユ‘  ▼丁‾、iこ‾l「   抒l† 1r．一汁㍗  『所得税額』欄に記入  

※申告書Aでは、㊤と（∋の欄になります。  
111お丁＋こ一＝ぺ▲挿 こ   

l －    ，  l   

l ⇒l呈■1： 一I－ 1t  

事1－ 

三二川㍍1  
・Iて  ′：▼▲『－ P】ニ 1l  

＿ ‘＝   

【金額記入の注意】  

干円未満は四捨五入して、  

してください  干円単位で石づめに記入  

（1～499円は「0干円」、   
500～1，499円は「1干円」）  

－7－  



平成22年度の住民税の課税はありましたか。  

あてはまる番号に○をつけ、  

1に○をつけた方は金額も記入してください。  

万□千円  1課税あり →  
干 百 十   

金額の干円未満は四捨五入し、右つめで記入して＜ださい。  

2 課税なし  

※住民税は、道府県（都）民税と市町村（区）民税の合計です。   

不動産譲渡にかかる住民税lま、除いてください。  

【参考書類】  

＊平成22年度 給与所得等に係る市町村（区）民税・道府県（都）民税  
特別徴収額の決定・変更通知書   

＊平成22年度 市町村（区）民税・道府県（都）民税  
納税決定・納税通知書  

琶10ページヘ   
－8－  
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…‥・＝t・‥・・F・・州・・J・ ・‥・二；予ミ ご≡ソ：．’、い・－…・・…！…・・＝こ・‥…卜   

給与所得者の方  
（給与天引き以外に住民税を納めている方は、次の「給与所得者以外の方」を参考にして〈ださい）   

⇒ 平成22年度 給与所得等に係る市町村（区）民税・道府県（都）民税  
特別徴収税額の決定・変更通知書を参考にしてください  

※様式は、各地方公共団体によって異なります  

㌔   

l－ ；d  ロ        u        Å‘洞  ト 打ラ   ■む 咋 丹                †汀1√            う                                     ▼けわl（1■ ヽ         ■                                          1；lい：写  叩   

特別徴収税額を  

『住民税額』欄へ記入  

給与所得＝者以外の方  

⇒ 平成22年度 市町村（区）民税・道府県（都）民税  

税額決定・納税通知書を参考にしてください  

※様式は、各地方公宍屈体によって異なります  

珊村民税・道府県朗読鰍完掛書  

第  号  
納 税 者  

平成  年度  

普  通  税  

1市町村民税及び道府県民税決定の明細  

通知書の記載例：  

「住民税額計」  

「年税額」  

「市町村（区）民税、   

道府県（都）民税の合計税額」  

「普通徴収と特別徴収の合計額」  

株  所  

小  計  （2）†（3）†（4）  

用   分  
用   分  

用 財 産 の  
公  開  株式等の讃  

物  取  
牛  の  売  却  

小  計（5）†用）＋（7）l（宅）十（9）十（川）ペ11）十  川13）十（14）  

翻  
（15卜（16）  

計石貞頂二照  宅 情 人 金 等 特 男l  

『住民税額』欄へ記入  （1gト（20）  

除  朝  （21トて2童）’i煎）  

所得別射の穫  

【金額記入の注意】  

干円未満は四捨五入して、干円単位で石つめに記入してください  
（1～499円は「0千円」、500～1，499円は「1千円」）   

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ■ ■ ■ ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ t ■ ■ ■ ● ■ ■ ■  

－9－  



平成21年分の社会保険料の支払いはありましたか。  

医療保険（短期掛金）・年金保険（長期掛金）・介護保険・その他（雇  
用保険等）のうら、ひとつでも支払いのあったときには、1に○をつけ、  
支払った金額も記入して＜ださい。ひとつも支払いがなかったときには、  
2に○をつけてください。  

※保険料は、実際に支払った方が記入して＜ださい。  

●昨年1年間に支払った社会保険料の総額を記入してください。   
記入のしかたは、11ページの上段「総額」より   
「給与所得者の方」又は「給与所得者以外の方」から選んで記入して＜ださい。  

万□干円  
金額の 
し、右 

干円未満は四捨五入  
つめで記入してくだ  社会保険料の総額   

十 －  

●支払った保険料の内訳を記入してください。   

記入のしかたは、11ページの下段「内訳」より   

「給与所得者の方」又は「給与所得者以外の方」から   

選んで記入して＜ださい。  

内 訳  

万□干円  医療保険  

（短期掛金）  

万□干円  年金保険  

（長期掛金）  

万□干円  介護保険  

万□千円  その他  

（雇用保険等）  

干 百 十 一  

金額の千円未満は四捨五入し、右つめで記入してください。  

∈14ページヘ   
－10－  



【記入のし力＼た】  

給与所得者以外の方  給与所得者の方  

l  

一寸－・■・－一－・－－■・・一｝－一一一一－・－一一・・－・・－一－－・－●－■■●■－－－－－・－－－－  

給与明細書を参考に、  

下の計算をしてください。  

〔 

、 

んでください。 
〕  

どの方法で納めましたか。  

1年分を持っている方   

⇒月々（ボーナス分含む）の明細書から   

社会保険料の内訳の保険ごとに金額を   

1年分足し上げてください。  

口座振替又は納付書（普通徴収）  

で納付された方   

＝｝納入（税）通知書又は各納付書か   

ら、国民健康保険料（税）、国民   

年金保険料、′介護保険料の1年分   

の金額を記入してください。  

1年分はないが、  

1か月分を持っている方  

⇒総額のわかる万は、   
12ページの計算式Aにあてはめて計算   
してください。  

＝｝総額のわからない方は、  
12ページの計算式Bにあてはめて計算   
して＜ださい。  

公的年金から天引き（特別徴収）  

で納付された方   

⇒年金振込通知書等から、医療保険   
料、介護保険料の1年分の金額を   
計算してください。   

（13ページ③参照）  

（例：納付書から給与天引きに変更）は、それぞれで支払っ  い芦コ・昨年、年の途中で支払い方法を変更された万  

た保険料の合計を記入してください。  
40歳以上の万で、医療保険と介護保険の区別ができない場合は、医療保険にまとめて記入してください。  
「厚生年金基金」の支払いは年金保険に含めますが、「国民年金基金」、「農業者年金」の支払いは、  

14ページの質問7「企業年金・個人年金等」に含めてください。  

－11－   



給与所得者の方  

① 源泉徴収票［原本又は写し］を持っている方  

1年分はないが1か月分の給与明細書を持っている方  

－12－  
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② 確定申告暮［控］を持っている方  

③ 公的年金から天引き（特別撤収）で納付された方  

参 考 書 類  

り＝1いむ予言月・斗・〉  半  
J】なたのエ・・ 半音  江   戸⊥・ら羊鱈   ⊥  日貨T  

の重偶けり引こ景牒h＿た■り号＝テ2きhノこ至→・川二、JIふ く、ロこ丸．みの∃一・  

李ホ†丁つことL一 しまし？ので 乙1戦 け まて  

社会爪ほ吋二  
J】1日∵■● ■こ■1▼ヽ二’一  

†軒、込′ 

冬禽℡り▲軸ur下笹飼ぃら時制i敬司7寸て侍附‡．・珊Ij 

介護保険料細  円1  国保保険料（秩）細 長寿医嫉保険料鴇  門   
年 金 文 机 描  

・介護保険料額   → 『介護保険』欄へ記入  

・国民健康保険料（税）額  

長寿医療保険料額 → 『医療保険』欄へ記入  

＊年金振込通知書は、1支払期（2か月）分が記  
入されています。平成21年1年分の金額を記入し  

遠いr「～：ギ・J  

鼠蒔い．・兢1→ll・L羞  す、ニ徳 一こl■芯 j、1  
「l： ・L  ∴  ノ  

叩 愉■ 禎躊．↑馳   
仁1′、・－ ・・l⊃ぺ 丁二1・、Vlト1こ∴ ・、暮1．r†：l。乾こ  

二▲■，1■，l・「・、■「●▼ヽ一・・・■・l■1・・、・ヽ ヾ  

一 ト ’・LITl■■・，∴・訂・．‥∴・  

誉萄た▼W－11停Iり醤1－J、「㌣Ⅳ1い町J∵た『ト†1♂方寸仁 一、モ【   
もト■、  

ふ てください。  ll，「α毎庁  

甫尊号卜汀l∴・汁莞イこ持青線飛車1掃き印雉  

－13－   



平成21年鹿の固定資産税の課税はありました机  

あてはまる番号に○をつけ、  
1に○をつけた方は金額も記入してください。  

万□千円  1課税あり －∴〉  

千 百 十   

金額の千円未満は四捨五入し、右つめで記入して＜ださい。  
2 課税なし  

※個人所有の土地・家屋に対する税額です（  
土地・家屋の名義人か否かにかかわらず、実際に支払った万が記入してください0   

【参考書類】  

＊平成21年度 固定資産税・都市計画税通知書   

平成21年分の企業年金・個人年金等の掛け金を  
支払いましたか。  

あてはまる番号に○をつけ、  
1に○をつけた方は金額も記入してください。  

万□干円  1支払いあり 二二‾う  

千 百 十 一  

金額の千円未満は四捨五入し、右つめで記入してください。  
2 支払いなし  

※掛金は、実際に支払った汚が記入してください。  

【企業年金の例】確定給付企業年金・適格退職年金などの本遡  
【個人年金の例】生命保険会社・かんぼ生命・銀行・証券会社などの個人年金や年金型商品  

【そ の 他】国民年金基金、農業者年金、確定拠出年金（個人型）  

－14－   
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帯主または世帯を代表する方は  
引きつづき下の質問8 にもお答えください。  r  

現在の暮らしの状況を総合的にみて、どう感じていますか。  

あてはまる番号1つに○をつけてください。  

1大変苦しい   

2 やや苦しい   

3 普通   

4 ややゆとりがある   

5 大変ゆとりがある  

ご協力ありがとうございました。  
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ご協力ありがとうございました。  

†i   



（案）  

国民生活基礎調査【貯蓄票】 
厚生労働省  

（平成22年7月15日調査）  

．統計法に基づく  

基幹統計調査  

「－－－－－－－－－－－－－－－－－－一   調査員記入欄  一－－－－－－一一－－－－－－－－一一 1  

単位区番号  世帯番号  地区番号  

＜記入上の注意＞  

■『（貯蓄票）記入のしかた』をよくお読みになってから記入してください。  

■世帯主だけでなく世帯員全員の貯蓄、借入金の合計を記入してください。  
・個人営業世帯の場合は、家計用のほか、事業用のものも含めます。  

・できるだけ黒のボールペンで記入してください。  

この調査は、統計法に基づき政  
府が実施する基幹統計調査です  

秘密の保護には万全を期してい  

ますので、ありのままを記入し  
てください。  

世帯主又は世帯を代表する方がお答えください。  

質問1 あなたの世帯に以下に掲げる貯蓄はありますか（平成22年6月末日現在）。  
あてはまる番号に○をつけ、貯蓄がある場合は、（1）～（4）の合計貯蓄現在高を記入してください。  

質問2 あなたの世帯の貯蓄現在高は昨年（平成21年6月末日）と比べて変わりましたか。  
あてはまる番号に○をつけ、貯蓄が減った場合は減少額、減少理由を記入してください。  

質問3 あなたの世帯に土地・家屋の購入、耐久消費財の購入、教育資金等の生活のために  
必要な資金の借入金はありますか（平成22年6月末日現在）。  
あてはまる番号に○をつけ、借入金がある場合は合計借入金残高を記入してください。  

ご協力ありがとうございました。   



資料1－5  

平成22年国民生活基礎調査（世帯票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

Ⅰ世帯の状況   

（変更）  

（Ⅰ質問1）（Ⅰ補間1－1）  

質問1ふだん一緒にお住まいで生計を共にされている万（世帯員）はあなたを含めて何人ですか  質問1世帯員数   
質問、補間の調査事項名は削  

（一時的に不在の万を含みます。）   ふだん一緒にお住まいで、生計を共にされている方（世帯員）は、あなたを含めて何人ですか。  
（一時的に不在の方を含みます。）   

除し、設問を変更する。   

lロ人 1卿捌間1一忙もお箸えくださいD   （質問1）補間1－1の記入対象  ［コ人好鰍人側好軌であ㈲、次の肺臓く軌 がわかりやすいように「1人（単独   

補間ト11人（単独世帯）の万の場合は、その状況についてお害えください。  質 世帯）の場合～」の説明は枠の  

【学暑赴任か否か】  
まけてください。 外に記載し、下線で示して誘導  

1住み込み、寄宿舎等に居住する単独世帯 1単身赴任壱である   （単身赴任か否か）   する。   

2 その他の単独世帯  2 単身赴任壱でない   【単独世帯の状況】  
三…：≡；去≡≡…等に居住する単独世］→［ 

（補間1－1）記入者がわかりや  

すいように事項ごとに枠を分割  

する。   

（変更）  

（Ⅰ質問2）  

質問2単身赴任などで同居していない万の有無について、あてはまるすべての番号に○をつけ、   質問2 同居していない方の状況   
質問の調査事項名は削除し、  

それぞれの人数を記入してください。   設問を変更する。    単身赴任などで同居していない方がいる場合は、あてはまる番号すべてに○をつけてください。   

1 単身赴任で世帯を離れている者がいる   世帯に同居していない者の人   

Z芋業のため世帯を離れている者がいる  数を把握するため各選択肢に人  

3老人福祉施設に入所している者がいる  
数の記入欄を設ける。  

4社会福祉施設（老人福祉施設を除く。）に入所している者がいる  選択肢「5」の区分名について  

5病院に長期入院している者がいる  
は、（）書きの内容がわかりやす  1単身赴任で世帯を離れている吾がいる  ，□人       ；…：…≡…≡≡；≡：：：こ；…：：こ；：巳：萎藁簑墓  

（住民登録も病院に移している場合のみ）   
いように、「病院に入所している」  

61～5の者はいない   
の直後に変更する。  

61から5の者はいない   

本質間の1～5の該当者は調査  

対象外である旨の注意書きを追  

加する   

世－1   



平成22年国民生活基礎調査（世帯票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（変更）  

（Ⅰ質問3）  

質問3お住まいの住居の種類と建て方についてお答えください。   質問3 住居の種類   質問の調査事項名は削除し、  
お住まいの住居についてお答えください。   設問を変更する。  

【住居の種類】 

巨 卜戸建て  記入者がわかりやすいように事  
貸住宅   項ごとに枠を分割する。   

3社宅・公務員住宅等の給与住宅  2共同住宅  貸住宅 ン、アパート等）   

4都市再生機構・公社等の公営雷貨住宅 （マンション、アパート等）  【建て万】  
5盲闇・その他   

（変更）  

（Ⅰ質問4）  

質問4お住まいの住居の室数について、居住用の部屋数（玄関や風呂等は含めないでください。）を  質問4 室数及び床面積   質問の調査事項名は削除し、  
記入して＜ださい。  
また、床面積は、玄関や廊下等も含めた住宅全体のおおよその床面積を記入してください。   

室数について、居住用の部屋数（玄関や風呂等は含めないでください。）を記入してください。  設問を変更する。  
また、床面積は、玄関や廊下等も含めた住宅全体のおおよその床面積を記入してください。   

〈室数〉  〈床面積〉  記入者がわかりやすいように事  
※ 

憩室 【刷．ロボ 項ごとに枠を分割し、床面積の  

［口重 
換算の説明は枠の外に記載す  ‘讐葦……彦山l．□ 。   る。  

（変更）  

（Ⅰ質問5）  

質問55月中の家計支出総鏑（世帯の万全員の支出金額の合計額）を記入してください。   質問5 平成19年5月中の家計支出総額   質問の調査事項名は削除し、  

※ 以下の事用は家計支出には含めないでください。   
5月中の世帯の方全員の支出金額の合計額を記入してください。   設問を変更する。  

記入者がわかりやすいように、  ，万円  
家計支出の注意書きは枠の外に 記載する 

。   
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平成22年国民生活基礎調査（世帯票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（変更）  

（Ⅰ補間5－1）  

補間5－1小学校入学前の方がいる場合は5月中の家計支出総額のうら育児にかかった費  質問5－1育児にかかった費用   
補間の調査事項名は削除し、  

用を記入してください。   小学校入学前の方がいる場合、平成19年5月中の家計支出総額のうち、育児にかかった金額を  
記入してください。  

※ 
記入者がわかりやすいように、  

－一   育児にかかった費用の注意書き  
仁］万□千円  ［二□万□千。※菜箸≡写真望も長くレ言禁砧警瓢讐讐芸｝瓢票   は枠の外に記載する。   

（変更）  

（Ⅰ補間5－2）  

補間5－25月中の家計支出総害頁のうら、別居している親又は子への仕送りの状況をお答えく  質問5－2 仕送りの費用   補間の調査事項名は削除し、  

ださい。   平成19年5月中の家計支出総額のうち、別居している親又は子への仕送りの状況をお答えくだ  設問を変更する。  
仕送りの目的については、あてはまるすべての番号に○をつけてください。   さい。仕送りの目的については、あてはまる番号すべてに○をつけてください。   

別居している親がいる ‘ 
別居している親（子）がいる場  

し〔 

合といない場合の選択肢がわか  

【仕送りの目的】【仕送り削  ㍑許→［筈憲費‘仕送弓額’l万。   りやすいように「別居している親  
（子）へ」を「別居している親がい  

3 別居している親はいない   
親：3別居している親はいない  
へl   

る」に変更し、該当の選択肢へ矢  

別居している子かいる  別  
印で誘導する。  

しい 
， i狂  

‾ 記入者がわかりやすいように事  
【仕送りの自的】；【仕送り頓】  

ぃ   万。  項ごとに枠を分割する。   

3 別居している子はいない   子：3別居している子はいない  
へl   
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平成22年国民生活基礎調査（世帯票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年  変更理由   

Ⅲ 世帯員の状況   

（変更）  

（Ⅱ質問1）  

世帯員番号  
本項目が「最多所得者」につい  

（ 酬世帯員番号）恒  質問1最多所得者  
ての質問であるということを明確  

調査日前1年間で所得（年金、仕送り等を含  ／＼ （01）  にするため、「世帯員番号」の文  
む）が最も多かた方の世帯員章ロl‾○をけ        つ ＿        ，ぎー   つ   ＼       ／   台を各列の番口横に亦更し誤   
てください。  記入防止のため、設問を変更す  

る。  

（変更）  

（Ⅱ質問2）  

記入者がわかりやすように「配  
主，の祖父母．兄弟姉妹 ④世帯主 07世帯主の父母   賞 （：む世帯主 07世帯主の父母  偶者については届出の有無に   

はそれぞれ「09祖父母」「10兄弟姉妹」に含め02世帯主の配偶者08配偶者の父母  は妻，の祖父母．兄弟  関係しない」旨の説明を加えた。  
ます。兄弟姉妹の配偶者は「10兄弟姉妹」に含03子  09祖父母  者 

の配偶者 妹」に含めます。  04子の配偶者10兄弟姉妹  
（20年調査より）   

親族  05孫 11その他の親族  

す。  06 孫の配偶者 12 その他（親族以外）   06 孫の配偶者 12 その他（親族以外）   

（変更）  

（Ⅱ質問5）  

質問5配偶者‘夫又は妻’の棚  記入者がわかりやすように「配  
1配偶者あり 1配偶者あり 偶者については届出の有無に  

4 離別  関係しない」旨の説明を加えた。  
（20年調査より）   
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平成22年国民生活基礎調査（世帯票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（変更）  

（Ⅲ質問6）  

質問6 医療保険の加入状況  国民健康保険   社会保険庁が運営していた政  
証てお害えくださ 険証又は組合員証で確認してお答えくださ 

l ，［去霊芸村   
府管掌健康保険（政管健保）が、  

．、灘等）                 い  平成20年10月より全国健康保   

」→〔 
被用者保険（政管健保、組合健保、共済組合等）  険協会に移管され、全国健康保  

書，  l ，［ 5 長寿医療制度（後期高齢者医療制度）  
険協会管掌健康保険（協会けん  

者，  ぽ）に変更されたことに伴い「政   
6 その他   5 その他  管健保」を「協会けんぽ」に変更  

する。  
（21年調査より）  

平成20年4月より後期高齢者  
医療制度が施行されたことに伴  

い、「5長寿医療制度（後期高  

齢者医療制度）」を追加する。  
（20年調査より）   

（変更）  

（Ⅱ質問7）  

質問7公的年金・恩給の受給状況 1基礎年金  質問7 公的年金・恩給の受給状況   すべての種類の公的年金を含  

号 
めることが記入者にわかりやすい  

べての寺号に○をつけてください。  と共済年金 ように「老齢年金のほか、障害年  
き雲≧諾実写芝深年金、遺族年金 

な 
金、遺族年金なども含めて」と設  

7共済年金  受給している場合、受給している年金等のす書2基礎年金と厚生年金  諾さ更宣…妻萱葦董 …蔓書≡金  8恩給  

6厚生年金  9その他  
10受給していない  

10受給していない   

世－5   



平成22年国民生活基礎調査（世帯票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（変更）  

（Ⅱ質問8）   

質問8乳幼児（小学校入学前）の保育状況  
記入者にわかりやすいように設   

質問8乳幼児（小学校入学前）の保育状況l乳幼児の父母  5幼稚園  

日中に保育をしている方及び乳幼児が適所・ 2乳幼児の祖父母6その他  日中に保育をしている方及び乳幼児が通所 1乳幼児の父母 5幼稚園  問を変更する。   
、る施設の番号すべてに○をつけ 父母 

通園している施設のすべての寺号に○をつけて3認可保育所  6その他  

ください。  4認可外保育施設  
4認可外保育施設  

（変更）  

（Ⅱ質問9）  

質問9手助けや見守りの要否  手助けや見守りを   質問9 手助けや見守りの要否  手助けや見守りを   
記入者負担を考慮し、15歳末  

＼  

手助けや見守りを必要としていますか0 
1必要としている2必要としていない  

満の者は本間で質問終了である  
手助けや脚を必要としてい封かo  r…芸≡≡ヒ≡とこ悪い→し…書芸苧琶軍学0．ノj  

▼  」ユ 

ことを明示する。  

（表面問10へ）   

（変更）  

（Ⅱ補間9－1）  

補間9－1日常生活の自立の状況 1何らかの障害等を毒するが、日常生活   質問9－2 日常生活の自立の状況  1何らかの障害等を有するが、日常生活   記入者がわかりやすいように設  

はほぼ自立しており独力で外出できる   最もあてはまるもの1つに○をつけてく  問を変更する。       はほぼ自立しており独力で外出できる   

最もあてはまる状況の番号1つに○をつけて  2 屋内での生活はおおむね自立している   
ださい0  

2屋内での生活はおおむね自立している   
＜ださい。  が、介助なしには外出できない   が、介助なしには外出できない   

3 屋内での生活は何らかの介助を要し、   3 屋内での生活は何らかの介助を要し、   
日中もベッド上での生活が主体である   日中もベッド上での生活が主体である   
が座位を保つ   が座位を保つ   

41日中ベッド上で過こし、排せつ、食   
事、菖替において介助を要する   

41日中ベッド上で過ごし、排せつ、食  
事、着替において介助を要する   

世－6   



平成22年国民生活基礎調査（世帯票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（変更）  

（Ⅱ補間9－2）  

補間9－2期間  11月未満 63～5年未満   質問9－3 期間  11月未満  
記入者がわかりやすいように  

2 1～3月未満   7 5～10年未満   況になってからの期間をお 
6 3～5年未満   「自立の状況」の質問番号を加  

完：…3  
答 

間をお害えくださいロ  46月～1年未満920年以上  46月～1年未満920年以上  
51′）3年未満  

51一、－3年未満   

（変更）  

（Ⅱ補間9－3）  

記入対象が「40歳以上」である  
要介護認定を   要介護認定を  

は答えください。   ださい。）  のはこの質問のみであることを明   

サ‾ビスを受けているかどうかは問いま  －受けている   2受けていない   実際にサービスを受けているかどうかは1受けている   2受けていない  確にするため、「この質問は40歳  
問いません。  以上の方のみお答えください。」  

に変更する。   

（変更）  

（Ⅲ補間9－4）  
‖‾‾‾‾……‾‾‾‾‾ 

補間9－4南新居ゐ状況 質問9－5 同別居の状況  1同居している  2 同居していない   
誰の同別居かわかりやすいよう   

主に手助けや見守りをしている万が同居して1同居している2同居していない  主に手助けや見守りをしている方が同居  に選択肢の上に「主に手助けや  

見守りをしている方は」を加え、  

墓晋詣正号乍誤㌍粥（最上段の忘員手芸⊂コ  段の番号）を記入してください。  「1同居している」場合は世帯員  主に手助けや見守りをしている万は  番号を記入するよう矢印で誘導  世塵旦重量） している場合、その方の世帯員番号（最上       する。   

世【7   



平成22年国民生活基礎調査（世帯票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（変更）  

（Ⅱ補間9－5）  

質問9－6 手助けや見守りが必要な方から 1配偶者   5 その他の親族   
記入者がわかりやすいように誰   

みた続柄  6 事業者（ホームヘル／ト等）   みた続柄  2 子  6 事業者（ホームヘルパー等）   からみた続柄であるかの旨の説   
手助けや見守りが必要な方ご本人からみた  3 子の配偶者 7 その他（ボランティア．近所   3 子の配偶者 7 その他（ボランティア・近所 明を加える。   

続柄をお答え＜ださい。  の人など）   4 父母  の人など）   
補間9－5手助けや見守りが必要な方からl配偶者5その他の親族                     2 子  

（変更）  

（Ⅱ補間9－6）  

‾一 
阿南摘手耐ナ楯寺り妄tモてヾ古着ゐ嘲一男  2女 l  質問9－4 性   誰の性であるかわかりやすいよ  

＿……＿…＿……＿…＿…………．＿＿‥‥……＿…＿＿＿＿＿．…………＿ 

うに項目名を変更する。   

（新規）  

（Ⅱ質問10）  

学歴と所得及び健康状況との  

関係を把握するため本項目を追  

加する。   藁蒜喜≡至芸曇警軍己定言親等：≡…中I→…蓋喜去喜荒中   ヰ短大・高専 予備校などはここでいう学校には含めません。帖翳掠、…至芸院  
（変更）  

（Ⅱ質問11）  

公的年金に加入している   記入者がわかりやすいように  
「加入していない」の説明を変更  

する。   

書の配偶者， 
公的年金に加入している場合  胃攣慧≡≡≡蓋して加入していま公冒≡慧≡≡≡警や学生等）！  半間10 公的年金の加入状況                加入している                 1匡】民年金第1号被保険者     20歳以上、60歳未満の方は原則として加入していま  （自営業者や学生等）            2国民年金第2号被保険者    加入していない                        （厚生年金・共済年金の加入者）  加入していない                 （厚生年金・共済年金の加入者）  の選択肢がわかりやすいように  

矢印で誘導する。   



平成22年国民生活基礎調査（世帯票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（変更）  

（Ⅱ質問13）  

仕事あり なし  質 仕事なし   
記入者がわかりやすいように仕  

収入を伴う仕事を少しでもした万は「仕事あ を…讐告漂「仕事あ。」仕事あり  事をしなかった方についての説  
方・ 明を加える。  

無給で自家営業の手伝いをした場合や、育児や介  

記入漏れ防止のため、「仕事あ  
なお、PTA役員やボランティアなと無報謝の活  

動は「仕事なし」とします 撃葉野還備欝轟廃 等  護のため、一時的に仕事を休んでいる場合も「仕事  （書間18へ）   り」「仕事なし」のそれぞれの選択  

▼   
肢へ矢印で誘導する。  

（平成21年より）   

（一部削除及び変更）  

（Ⅱ質問14）  

質問141週間の就業日数等  質問12 1週間の就業日数等   16年、19年の調査結果により  

【 ⊂］。   
状況が把握できたため、また、新  

一 

仕事をした。数  規に「質問10教育」の項目が増  
、 

時間  
案も含めた 

なお、複数の仕事をした場合は、それらを総時間  
l；l時間   

含めお答えください0  【1日の平均の片道 l：：   
除する。  

通勤時間】  

複数の仕事をした場合の説明  

をわかりやすいように変更する。   

（変更）  

（Ⅱ質問16）  

質問16仕事の内容（職業分類） 質問14 仕事の内容（職業分類）  01専門的一技術的 07農業作業者   日本標準職業分類の第5回改   
02専門的・技術的   08生産工程作業者   主な仕事について、あてはまるもの1つに  職業従事者  08林業作業者   訂に伴い、本項目を変更する。  

主な仕事について、お答えください。  瞞葉従事者  09輸送・定置・建設機械  ○をつけてください。  02管理的職業従事者 09漁業作業者   
03事粍従事音  運転従事者   03事務従事者  10運輸・通信従事者   

04販売従事者  †1生産工程・労務作業者   
他の調査事項の設問にあわ  

04販売従事看  10建設・採掘作業者  

05サービス職業  11労務作業者   
05サービス職菓  12分類不能の職業   せ、設問を変更する。  

従事壱  12分類不能の臨業  従事者  

06保安職業徒事看  
06保安職業従事者   01管理的絹業従事者07農林漁業作業者  

世－9   



平成22年国民生活基礎調査（世帯票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年  変更理由   

（変更）  

（Ⅱ質問17）  

質問15勤めか自営かの別  1自営業主（雇人あり）  
記入者がわかりやすいように、  

質問17勤めか自営かの別 
2自営業主（雇人なし）  2自営業主（雇人なし）  設問を加え、5～7の場合の誘導  

主な仕事について、お害えください。 5．6，了を選んだ方は下の質問15－1．15－2を の説明を吹き出しにする。   

5，6．了と害えた万は下の補間17－1．1了－2をお害  
えください。  1自営業主（雇人あり）    3家族従業者（自家営業の手伝い）   4会社・団体等の役員         3家族従業者（自家営業の手伝い） お答えください。  4会社・団体等の役員          5 一般常雇者（契約期間が1年以上  5 一般常雇者（契約期間が1年以上  又は雇用期間の定め  又は雇用期間の定め            のない者）  のない者）          61月以上1年未満の契約の雇用者            丁田々又は1月未満の契約の雇用者  61月以上1年未満の契約の雇用者 7日々又は1月未満の契約の雇用者  ；望の懲」′ （．牒”堅了です．，  ；望の慧］                     （質問17へ） ■●一■－－－一－－－■■－■■■■■■●－－一一－－－－－－－－－一一一一一－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－一一■－－－－－－●－－■一－■■■■●一－－－■●■■   

（変更）  

（補間18－1）  

■‖■ ●‾‾‖‖…‾‾‾‾‾‾‖‖  
輔簡ほTどぁまち箇詔ぞ任事盲L「だ亡くγう盲痴た態首二謹要旨  質問16－1どのよつな形で仕事をしたいと 1正規の職員・従業員  

記入者がわかりやすいように、  

と思いますか  2 パート・アルバイト   思いますか  2 パート・アル／ミイト   現在仕事を探していない方も記  

3労働者派遣事業所の派遣社員  主なもの1つに○をつけてください。3労働者派遣事業所の派遣社員  入対象である旨の説明を加え、  
4契約社員・嘱託  

5自営  
4契約社員・嘱託  設問を変更する。  

6その他  
5自営  

6その他   

（変更）  

（Ⅲ補間18－3）（Ⅱ補間18－4）  

補間18－3 仕事を探補間柑－4 仕事につ         【仕事につけない理由】    質問16－3 仕事を  質問16－4 仕事につけ  仕事を  仕事につけない理由      い理 仕事を     1出産 
記入者がわかりやすいように、  

していますか  けな由  ・育児のため    探していますか  ない理由  設問を変更する。                                              l出産・育児のため ▲   
現在採用結実を待って あてはまるすべて   1探している  2 介護・看護のため  現在採用結果を  あてはまる番号すべ  1探している  2介護・看護のため   

こ○をつけてく 2探していない自信が掛    待っている方も探  
・  

3健康に自信がない  
しているに○をつ  2探していない  
けてください。   

世－10  
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平成22年国民生活基礎調査（世帯票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（削除）  

世帯員ごとに別居している子の  

人数を把握してきたが、様々な 家族関係がある中、詳細な家族 関係が把握できていない状態で  
家族機能を人数で判断すること  
は困難であるため本項目を削除  

する。   

世－11   



平成22年国民生活基礎調査（健康票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（変更）  

質問1あなたの性・出生年月を記入してください。性・元号は、あてはまる番号   ・調査事項であることを明   

1つに○をつけ、出生年月には数字を右づめで記入してください。  確にするため、問番号と  
設問を追加した。  

1男 1明治  3 昭和  
年 月生   

また、記載しやすいよう   

2女2大正4平成  年月に枠を設けた。   

性  出生年月       三≡三芸≡；≡芸⊂二】年⊂］月   

（変更）  

質問2あなたは現在、病院や診療所に入院中、又は、介護保険施設に入所中です力㌔  ・調査時点が明確になるよ  
う記載を追加した。   

質問5へ   

い 」；誓ごT   ‥一い ：」三：ご‥「‾…欄4へ  

（変更）  

補間3－1それは、どのような症状です力㌔あてはまるすべての症状名の番号に  補間2－1それは、どのような症状ですか。あてはまるすべての症状名の番号に○をつけてください。   
○をつけてください。その中で最も気になる症状名の番号を番号記入欄   その中で最も気になる症状名の番号を番号記入欄に記入してください。   ・「疾病、傷害及び死因分  
に記入してください。 類（2003年版）」準拠に  

排尿時痛い   
伴い変更した。   

蓋37頻尿（尿の出る回数が多い）   

器38尿失禁憬がもれる）   
系 
尿36尿が出にくい・  招      39月経不順・月経 痛  

（変更）  

補間4－1どのような傷病（病気やけが）で通っていますか。あてはまるすべて   補間3－1どのような傷病（病気やけが）で通っていますか。あてはまるすべての傷病名の番号に○をつけ   

の傷病名の番号に○をつけてください。その中で最も気になる傷病名の  てください。その中で最も気になる傷病名の番号を番号記入欄に記入してください。   ・「疾病、傷害及び死因分   
番号を番号記入欄に記入してください。  類（2003年版）」準拠に   

伴い変更した。   

蔓［……還芸慧後障害（醐筈等，  
系 （更年期障害等）  

健一1   



平成22年国民生活基礎調査（健康票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（変更）  

質問5あなたは、5月中に病気やけが、予防で支払った費用（介護保険の利用者負担   質問4あなたは、5月中に病気やけが等で支払った費用（介護保険の利用者負担は含まれません。）はありま  
・病気の予防のために支   

は含まれません。）はありましたか。支払った費用があった場合は、干円未満  したか。支払った費用があった場合は、千円未満を四捨五入して記入してください。  払った費用の範囲を明確   
を四捨五入して右づめで記入してください。  （例：支払った費用が、1～499円の場合は「0千円」、500～1499円の場合は「1千円」になります。）  にするため、記載する対   

（例：支払った費用が、1～499円の場合は「0千円」、500～1499円の場合はrl千円」になります。）   
三雲乙…－1…ll万□千円  象を人間ドック、健診、 保健指導 

で支払った，用、市棚の柑，  、予防接種のみ   

病気やけがで支払った費用  1ある→［二工二］万□千円  パ㌃宮」」l万口千円  

〕2ない   

払った朋，  

〔例‥熟㌘害悪あ墓驚喜需などで支払っ   注ニl）正常な妊娠・分娩のために支払った費用は含みません．   

2）お手さま方たちの費用を、保護者の方などが支払われた場合には、お子さま方たちの調査票にその費用を計上してください。   ・病気の予防のために支  
病気の予防で医療機関等に支払った朗1ある→［二こコ万□千円  

［ 
保鵬導、予防 

〕2ない  

払った費用の全体を把握  

するため、支払い先に医  

注：1）正常な妊娠・分娩のために支払った費用は含みません。  療機関以外も含めること   

2）お子さま方たちの費用を、保護者の方などが支払われた場合には、お子さま方たちの  とした。   
調査票にその費用を計上してください。  

（変更）  

補間12－1どのような機会に健診等を受けましたか。あてはまるすべての番号   補間11－1どのような機会に健診等を受けましたか。あてはまるすべての番号に○をつけてください． u  
に○をつけてください。また、その中で最後に受けた健診等の番号に  

また、直近の健診の番号についても番号記入欄に記入してください。   
・回答肢を記入者がよりわ   

ついても番号記入欄に記入してください。  
※1～3の各機関が指示する医療機関で受けた場合は、それぞれの機関の番号に○を   

かりやすく変更した。  
l市区町村で行う健診（医療機関で行う場合も含む）   

つけてください。   
2 職場における健診   

3 学校における健診   

2 勤め先、又は健康保険組合等が実施した健診   4 人間ドック（市区町村や職場など上記1－3以外の健診で行うもの）   

3学校が実施した健診  5その他  
4人間ドック（上記ト3以外の耶多で行うもの）  ・直近の健診－－－－…－－－－－， 
5その他   

［コ番   

怠学に受けた健診等→□番   
1市区町村が実施した健診   

；          ；            口 …  
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平成22年国民生活基礎調査（健康票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（変更）  

補間12－2健診等の結果、何らかの指摘を受けましたか。（健診等の結果にあわ   
補間It－2健診等の結果、何らかの指摘を受けましたか。（健診結果にあわせて書血に記載されている  

・保健指導への参加状況及   
せて書面に記載されている場合を含む。）  

場合を含む。）  
び健康管理の意識への影   

＜健診結果の記載例＞  lはい2 控しょう0   ‾ 
】1は 

響を把握し、健康増進施  

↓ 
策立案の資料とするため  

質問13へ  設問を追加・変更した。   

■＝－－－ナ最終的に、医療機関を受診するように勧められましたか。（検査目的の受診を除く。）  
補間12－3健吉多等の結果が出た後、生活習慣の改善に関して専門家（医   

師、保健師、又は管理栄養士等）のアドバイス（保健指導）を   
lは．い2いいえ 

受けるように勧められましたか。   －－－－一‥－－－－－＞ その後、医療機関に行きましたか。  

ll．はい2いいえt 凹  
lはい2いいえ 

その後、保健指導を受けましたか。   補間1ト3健診等を受診したことをきっかけに、自分の健康管理lこ注意を払うようになりましたか。   

lはい2いいえ ‥まい 2いいえ 3 どちらともいえない  

補間12－4健診等や保健指導を受けたことをきっかけに、自分の健康  
管理に注意を払うようになりましたか。  

はい2いいえ3どららともいえない 

補間12－5冠絶的に、医療機関を受喜多するように勧められましたか。  

11はい2いいえl（再検査・精密検査目的の受診を除く0）  

さの後、医療機関を受診しました机いはい2いいえl   
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平成22年国民生活基礎調査（健康票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）  平成19年   変更理由   

（変更）  

※質問13、補間13－1のがん検診については、健診等（健康診断、健康診査及び人間ドック）の中   質問12あなたは過去1年間に、がん検診を受けましたか。あてはまるすべての番号に○をつけてください。  ・選択肢に記載している各   
で受診したものも含みます。  

＊これらのがん検診については、随珍事（健康診断、降康診査及び人間ドック）の中で受診したものも含みます。  がん検診の例示を、記入   
質問13 あなたは過去1年間に、下記のがん検診を受けましたか。あてはまるすべて  

の番号に○をつけてください。  1胃がん検診（′、一拍ムによるレンけン撮影や内規凱こよる損影など）4乳がん検診  
者にわかりやすくすると  

2肺がん検診（胸の＃純捕撮影（結核楔形と同一）や喀痩検査など）5大腸がん検診（便潜血反応検査（検使）など）  ともに、PET等の新たな   

1胃がん検診   3 子宮がん検診  61～5は受けていない   検診の受診状況を把握す  

（／てリウムによるレントゲン撮影や内視鏡（胃カメラ、ファ仰－ス〕－フ●）による撮影など）  るため、選択肢の内容を   
2肺がん検診（胸のレントゲン撮影や喝癌（かくたん）検査なと）  変更した。  
3子宮がん検診（子宮の細胞診検査など）  

4乳がん検診（マンモクラフイ撮影や乳房超音波エコー検査なと）  

5大腸がん横言多（便潜血反応検査（検便）なと）  

6その他（  ）  

了受けていない  ・市町村においては子宮が  

ん検診、乳がん検診は2   

【補間13－1は女性の方のみお答えください。】  年に1回行うこととされ  

補間13－1あなたは過去2年間に、下記のがん検診を受けましたか。あてはまる  
ているのにあわせ、過去  

すべての番号に○をつけてください。  2年間の受診状況を把握  

するよう変更した。   

1子宮がん検診（子宮の細抱診検査なと）  

2乳がん検診（マンモグラフィ撮影や乳房超吉波エコー検査なと）  

31′〉2は受けていない  

健一4  
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平成22年国民生活基礎調査（介護票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（変更）  

（質問1）  

書l日‖この調査票に回害する万はどなたですか。  質問1 この調査票に回答する方はどなたですか。   選択する番号は1つであること  

あてはまる暮号1つに0をつけてください。  
あてはまる番号に○をつけてください。  がわかりやすいように設問を変更  

する。   
1介護が必要な者（本人）  

2主に介護をしている者  
2主に介護をしている者  

その他（1’2以外） 

苧＞〔 
者 

〕  

その他の者（1、2以外）  

の他 子の配偶者 1介護が必要な者（本人）   ■・〔≡警芸者；三相．．二〕【  
（変更）  

（質問2）  

井間2介護が必要な万の性と出生年月をお害えください。   質問2 介護が必要な方の性と出生年月をお答えください。   選択する番号は1つであること  

あてはまる書号1つに○をつけ、出生年月には数字を右づめで記入してください。   あてはまる番号に○をつけ、出生年月には数字を右づめで記入してください。   がわかりやすいように設問を変更  

（1）性  （2） 出 生 年 月  
する。  

（り 性  （2）出生年月   

一男2女 一明治 2大正 3昭和［二＝二］年⊂工コ月   1男  2 女  1明治  2 大正  3 昭和  毎  月  年月の記入箇所がわかりやす  
いように枠を設ける。   

（変更）  

（質問3）  

暮同3謂i日現在の要介護度の状況と1年前の要介護度の状況をお答えください。   質問3 調査け現在の要介護度の状況と1年前の要介線度の扶況をお答えください．   選択する番号は1つであること   
あてはまる番号1つに○をつけてください。   あてはまる番号に○をつけてください。   がわかりやすいように設問を変更   

※ 介護保険被保硬書証等を参考に記入してください。   ＊ 介護保険被保険者誠等を参考に記入してください。   する。   

1要支援1 2 要支援2 3 要介喜璽1 4 要介濾2  5 要介蓋‡3  6 要介吉蔓4  7 要介喜妻5   介護 2要支援1 3要支援2  4要介護1 5蜜介護2  6要介護3  7要介護4   平成18年4月の介護保険法の  

1年前（平成21年6月）  
改正に伴い変更になった要介護   
度の区分について、「経過的要  

現 在（平成22年6月）  介護（要支援）02要支援103要支援204要介護105要介護206要介護307要介護4  介護」の該当者が存在する期間  
が経過したため、「現在」の選択  

0g自立と認定された10認定を申請中であった11認定を申請していなかった  肢のうち「1経過的要介護」、「1  

年前」の選択肢のうち「01経過  

的要介護（要支援）」の選択肢を  

削除する。   
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平成22年国民生活基礎調査（介護票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）  平成19年  変更理由   

（変更）  

（質問4）  

r問4介護が必要となった原因は何ですか。  質問4 イ「亘酎；必要となった原因は何ですか。  複数回答で番号に○をつけた   

あてはまるすべての書号に○をつけ、力＼つ、その中で主な原因である番号1つを主な原因偶に記入して  あてはまる番号すべてに○をつけ、かつ、その中で主な原因である番号1つを主な原因榔に記ノ、して    中で主なもの1つを選ぶ旨がわ   
ください。  ください。  かりやすいように説明を加え、矢  

01脳血管疾患（脳卒中）…脳出血、脳こうそ＜、くも膜下出血、その他の脳血管疾患及びその後遺症など  01  脳血管疾患（脳卒中）・■・脳出血、脳こうそく、くも膜下出血、その他の脳血管疾患及びその後遺症など  印で誘導する。  

02心疾患（心厳病）・‥・＝狭心症、心筋こうそく、不整脈、心筋炎、その他の心臓疾患  02  心疾悲（心臓病） ・・・ 狭心症、心筋こうそく、不整脈、心筋炎、その他の心臓疾患  

03悪性新生物（がん）・・・すべての部位のがん（白血病を含む）及び肉腫  03  悪性新生物（がん） …すべての部位のがん（白血病を含む）及び肉腫  

04 呼吸器疾患・・・‥・・肺気腫、肺炎、気管支炎、胸膜疾患など  04  呼吸器疾患・・・ ・＝肺気腫、肺炎、気管支炎、胸膜疾患など  

05 関 節 疾 患‥▲ ‥‥関節リウマチ、何らかの原因による関節炎、関節症、腰痛症  05  関節疾患      ＝・ 関節リウマチ、何らかの原因による関節炎、関節症、腰痛症  

08  認烏I症 ・     ▲・▲ 
06 認 知 症………認知症（アルツハイマー病等）  認知症（アルツハイマー病等）  

07 パーキンリン病  
07  パーキンソン病  

08  糖尿病 ・    ・・・ 

08 糖 尿 病… ‥‥糖尿病及び糖尿病性腎症、糖尿病性網膜症などの合併症  
糖尿病及び糖尿病性腎症、糖尿病性網膜症などの合併症  

09  視克・聴覚障害   … 

09 視覚・聴覚障害 ……緑内障、縄膜はくり、難聴など  
緑内障、網膜はくり、難聴など  

10  骨折・転倒 ＝   ・▼・屋内外を闘わず、何らかの原因で骨折又は転倒したもの  
tO 骨折・転倒・・・‥・・屋内外を問わず、何らかの原因で骨折又は転倒したもの  

脊髄損傷      ・・・ 外傷に伴って脊髄の挫傷、断裂、血行障害により脊髄の機能が傷害されたもの  
11脊 髄 損 傷・＝ ‥・・外傷に伴って脊髄の挫傷、断裂、血行障害により脊髄の機能が傷害されたもの  

12  高齢による衰弱   … 特にこれといった病気と診断されてないものの、老いて体の機能が衰弱したもの  
12 高齢による衰弱  ‥＝ 特にこれといった病気と診断されてないものの、老いて体の機能が衰弱したもの  13  そ力他 ・    ・・・ 

〕  
具体的に記入してください（  ）  

13そ の 他‥・‥＝具体的に記入してください〔  
14  わからない  

14 わからない  主な原囚】≡ 桓  

1をつけた中で主なもの1つ＞l主な原因山番l   
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平成22年国民生活基礎調査（介護票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）  平成19年   変更理由   

（変更）  

（質問5）  

千間55月中に利用した居宅サービスについて、利用したサービスのすべての番号に○をつけ、利用した       質問5 5月中に利用した居宅サービスについて、利用したサービスリブ番号すべてに0をつけ、利用した  選択肢の名称がわかりやすい   
日数又は真数を記入してください。  日数又は食数を記入してください。   ように内容は（）でくくり、「4小   

※   配食サービスを1日に複数回受けた場合は真数を合計してください。訪問系サービスなどで  
サービスの種類  5月中のサービス利用日数  

規模多機能型居宅介護」の内容   
1日に複数回受けた場合は回数に関わらず1日として計算してください。  

（卜4は介護保険制度による居宅サービスをいいます。） 自担  
を「小規模多機能型居宅介護、  

サービスの種類  5月中のサービス利用日数  

1訪問系のサービス  

介護予防小規模多機能型居宅  

（1～4は介護保険制度によるサービスをいいます。）  I/ tl  ∩謹保険、市 町村事業等  全書頁 自己負担  介護」と明記する。  

訪問系サービス   
訪問介護、訪問入浴介護、訪問者維、訪問リハビリテー∵ンヨン、  
介護予防訪問介護、介詫千l妨訪問入浴介護、介護予防訪問者謹、  
介護予防訪問り／、ヒリテーション、夜間射止：そ甲訪問介護  1日に複数回サービスを受けた  

‖   
場合の日数の計算方法を明記  

日  
2適所系のサービス  する。  

適所系サービス  
適所介護、適所リハビリテーション、介護予防適所介護、介護  

∃∴ 認旭船型繭介護、介射■ 

日  白  妻   

短期入所サービス  3短期入所サービス  日 fl  

〔空鷲未完誓左警抜諾岩夫諾諾芹喜・憎予防短期入所 
〕  日   日  短期入所′と晴介護、短期人所療養介護、介護予防短期入所生活  

介護、介護予防短期入所癖養介護  

ヰ  小規模多機能型居宅介護  

【小規模多機能聖居宅介護、介護予防小規積多機能型居宅介は〕   日  日  …＼規模多機能型純介護 ロ ロ  

．．‖．．．．  

配 食 サ ー ビ ス   
食  5配食サービス  

6 外出支援サービス  白  
食  

6外山支援サービス 
［， 。  

7  寝具類等洗濯乾燥消毒サービス   日  了寝具短等洗濯乾燥消毒サービス  
冒 l」  
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平成22年国民生活基礎調査（介護票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）  平成19年  変更理由   

（変更）  

（質問6）  

記入者がわかりやすいように設  
質問6介護保険によるサービスを受けていない理由は何ですか。  質問6 介護保険によるサービスを受けていない理由は何ですか。  

あてはまるすべての番号に○をつけてください。  あてはまる番号すべてに○をつけてください。  
間を変更し、選択肢が見やすい  
ように罫線を削除する。  

1家族介護でなんとかやっていける  口  家族介護でなんとかやっていける  

2介護が必要な者（本人）でなんとかやっていける  2  介護が必要な者（本人）でなんとかやっていける  

3他人を家に入れたくない  3  他人を家に入れたくない  

4外出するのが大変  
4  外出するのが大変  

6  どのようなサービスがあるかわからない  
5どのようなサービスがあるかわからない  

ロ  サービスを受ける手続きがわからない  
6サービスを受ける手続きがわからない  

利用者負担が払えない  
了利用者負担が払えない  

8  受けたいサービスがない  

8受けたいサービスがない  
9  その他 具体的に記入してください（  ）  

9その他具体的に記入してください〔 〕  

介－4  
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平成22年国民生活基礎調査（介護票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（変更）  

（質問7）  

T間7主に介旗をしている方の1日の平均的な介護時間はどのくらいですか。   質問7 主に介護をしている万び〕1帖の平均恢晴介護時間はど〝）くらいですか。   記入者がわかりやすいように「5   

あてはまる番号1つに○をつけてください。   あてはまる番号に0をつけてくださいリ   その他」の場合の説明を変更す   
※介護の頻度が毎日でなく、数日に1度の場合は「5その他」に○をつけてください。  

＊介護時間の程度が毎日でなく、数日に1度の場合は「5その他」に○をつけてください。  
る。   

＝まとんと縫目2半日関32～3時間程度4必要なときに手をかす程度5その他  1ほとんど終仁】21トロ程度 32＼一封時間程度 4必要なときに手をかす程度 5その他  

（変更）  

（質問8（1））  

t冊8その他の介撞着（主に介護をしている方以外で介護をしている方）がいる混合は人数を記入し、その状況を  質問8 その他の介護者（主に介護をしていろ方以外で介護をしている方）がいる場合 その状況をお答えください′  記入者がわかりやすいように設   
お答え＜ださい。   たたし、事業者（ホームヘルパー等）は除きます。   問を変更し、記入箇所がわかり   

ただし、事業者（ホームヘルパー等）は除きます。  

（1）人数 その他の介鮒ニニニコ   
やすいように枠を設ける。   

（‖人数 の他の爛 
人  

（変更）  

（質問8（2））  

皿このうち介護をしている時間が最も長い方の状況を記入してくださいロ   
記入者がわかりやすいように設   

間を変更する。  l      J宣告諾；警≡妄言呈呈守讐警≡芸≡ご空き言≡ニ：以下の（2）～（6）にお答え＜ださい。  ‘2）同別居’肌ている者カい答さ 
1同居している  

ニ〔『貰薫チ 
一区町村 

〕「   

世帯票にあわせて「別居してい  

（2居の 
る」の場合は「同居していない」  

居住場所をお害えください。 
同居してい臥 ＞ 

に変更し、記入漏れのないように  

〔…≡蓋≡地〕  
居住場所の位置を変えて誘導す  

る。   
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平成22年国民生活基礎調査（介護票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年  変更理由   

（変更）  

（質問8（5））  

l配偶者 2子 3子の配偶者 4父母 5その他の親族 6その他 
1配偶者2子3子の配偶者ヰ父母5その他の親族6その他  E            誰からみた続柄であるかわかり やすいように項目名を変更する。   

（変更）  

（質問9）  

千開9次のような介護を受けていますか。また、どなたから受けていますか。   質問9 次のような介護を、どなたがしていますか。  記入者がわかりやすいように設   
受けている介護内容のすべての寺号に○をつけ、それぞれの介護についてとなたから受けているかあてはまる   あてはまる欄すべてに○をつけてください。  間を変更する。  

すべての書号に○をつけて＜ださい。   ■ その介注について「事業者（ホームヘルパー等）」「主に介護する者」「その他の者」の積数から受けている   
場合は、あてはまる欄すべてに○をつけてください。   

事業竜一家矧こよる  撞杏族等昼よる  
事業者  

選択肢「03」の名称を、わかり  
欄内容  介護桐 

．の他の壱  ．の他の  介護内容  （ホ】ムヘル  事業者 （ホームヘル  2309始末一 
0－洗顔 － 2 3 

く等   パー等   

01  洗顔   2   3  09  食事の準備・後始末（謂理を含む）    2  3  
02口腔清掃（はみカーき等）－ 2ユー0食事介助 － 2■3  02  ロ貯清掃（はみがき等）   l  2  3  10  食事介助   2  3  

03錮の胴（体をふ＜）1 23＝服薬の手椚 t 2 3 03  l  要 2  3  n  服薬の手助け   3  

－ 23－2散歩 － 2 3 04   l  萱 2  3  】2  散歩   2  3  
04洗髪 

05  着替   l  … 2  3  13  掃除   2  3  

05書曽 ・ 23－3ト掃除 1 2 3 06  入浴介助   1‡‡   3  川  洗濯   2  3  

0い入浴介助 1 23－4洗濯 1 2 3 07  2  3  

08   l  ロ  ロ  16  話し相手   2   3  

07L体慧覧¢慧こす等，－ 23－5削、物 － 2 3 

排泄介朋 －23－…毒し相手 －】23  

介－6   



平成22年国民生活基礎調査（介護票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（変更）  

（質問10）  

T聞105月中に事業者に支払った居宅サービスの自己負担額を右づめで記入してください0   質問10 5月中に事業者に支払った居宅サービスの自己負担額を記入してください。   記入する金額が桁ずれしない  

※質問5で直音した居宅サービスの費用についてお答え＜ださい。  
＊質問5で回答した居宅サービスの費用についてお答えください。  よう右づめすることを設問に加  

コニ［コ門 ＊保軋ているサービスの削証（暮）を参考に記入してください。   ⊂＝二こ二＝  
え、記入する枠に単位を記載す  
る。  

⊂［］万Il円※保管しているサービスの領収証（書椅窮に記入してくださいロ 十一千百十－  

（変更）  

（質問11）  

千即1介護が必要な汚が65歳以上の場合、介護保8美料所得段階をお答えください。   質問11介護が必要な方が65歳以上の場合、介護保険料所得段階をお答えください。   21年4月からの第4期介護保険  

※介護保険料額決定通知書に記載されている所得段階区分と同じ闘皆に○をつけてください0  ＊ 介護保険料額決定通知雷に記載されている所得段階区分と同じ番号に○をつけてください。   
事業計画による、介護保険料の  

※ただし、第1段階～菜3段階以外の万については、4か5のうち、あてはまる番号に○をつけてください¢  所得段階区分の変更に伴い本  

l第1段階（生活保護受給者、又は老齢福祉年金受給者であって世帯の全員が市町村民税非課税）  別段階 2第2段階 3第3段階 4第4段階 5第5段階 6第6段階以上   項目を変更する。  

であって世帯の全員が市町村民税非課税）  

3集3段階（世帯の全員が市町村民税非喜栗税であって、上記1，2以外）  

4介護が必要な者は市町村民税が非課税であって、世帯に課税されている音がいる  

5プ†護が必要な書は市町村民税を課税されている   2第2段階（介護が必要な壱の昨年1年間の公的年金等収入金額と合計所得金額の合計が80万円以下      い  
（変更）  

（質問12）  

書即25月中の介喜隻費用についてお害えください。  質問12 5月中の介護費凧こついてお答えください。   記入者がわかりやすいように設  
あてはまる番号すべてに0をつけてください。   

あてはまるすべての番号に○をつけてください。  問を変更する。   

1介護が必要な者（あるいは配偶者）の収入を充てた。  1介護が必要な者（あるいは配偶者）の収入を充てた。  

1〔一年余・恩給2年針恩給以外の収カ  」（1年金・恩給2年金・恩給以外の収入）  

2′†譲が必要な壱（あるいは配偶者）の貯讐を充てた。  2介護が必要な者（あるいは配偶者）の貯蓄を充てた。  

3介護が必要な書（あるいは配偶者）以外の者の収入・貯暮を充てた。  3介護が必要な者（あるいは配偶者）以外の者の収入・貯蓄を充てた。  
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平成22年国民生活基礎調査（所得票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（削除）  世帯区分  

世帯票から代替可能であり、  

世帯区分出している世帯  
記入者負担軽減から削除す  

る。   

亦  
（1）   

（質問1）   

（2）  調査方法を他計申告方式か  

ら自計申告方式へ変更すること  
に伴い、本項目を変更する。   

質問1 あなたの性・出生年月を記入して＜ださい0     性 

・元弓はあてはまる番号1つに○き－⊃け、出豊年矧こは数字き石つめで   
記入してください．   

性  出 生 年 月   

…；・一；・■岬；朋≡  

（1）性1男2女  
（変更）   （3）  

（質問2）   

調査方法を他計申告方式か  
ら自計申告方式へ変更すること  

に伴い、本項目を変更する。   

［垂∃笥忘許筈－ご諾2月）  
に何らかの所得を受け取りま   
したか。   

受lプ閉った所得の種類ことに   （3）雇用者所得ト 
金額を記入して＜ださいり  いて捏た所復   

勤め先から受け取った絵料、賃金、賞与   

闘者弼り′Ⅰ 

慮、 

給与明細書  

亦  （裟更）   （4）  

事業（農耕・畜産以外）による収入から、   調査方法を他計申告方式か   

】  ．       事業所得 r．・j：ミ ミ ：一 万円墓室警≒．禁諾！妄詣詰責琶∈ぎ欝雲㌘≡  ト）事業所得l2［二エコ万円 ら自計申告方式へ変更すること  

眉 干 百 十 一  浪業・林業による所得を含みます．   
に伴い、本項目を変更する。  

【参考書類】確：定申告書［控］   

所－1   



平成22年国民生活基礎調査（所得票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（変更）   （5）  

農産 
調査方法を他計申告方式か  

。ご～  ＝＝l万璃≡…蓋軍≡琵箋蓋…芸蓋さ≡芸芸≡喜≡…   巨5）農耕・畜産所得】3［二Ⅰニコ万円 ら自計申告方式へ変更すること  

応手百＋－  ださい・   に伴い、本項目を変更する。   

（変更）   （6）   

家働 ト）享内労働所得ト⊂エコ万円l   
調査方法を他計申告方式か  

票芸し．二叫l＝＝ 万円琶軍票≡琵宣誓喜≡喜≡≡喜恵蓋望冨≡誓…  ら自計申告方式へ変更すること  

廣 千 百 十，－  し引いた所得金額を記入してください■   
に伴い、本項目を変更する。  

（変更）  

財劇こよる所捏   
（7）  

家屋や土地を貸すことによって〒壱た所得や、   
調査方法を他計申告方式か  

財産所得  ．．．．           ；ど；； 万円預貯金、公社債、株式などから得られた利子、   ら自計申告方式へ変更すること  

（〕ぎこ   
配当金（漁泉分離課税分を含む．）の合計額   ト財産所得ト⊂＝コ万円l  
を記入してください．諜◆て；r・空二触∴1琵：≡言】代量、   

に伴い、本項目を変更する。  
慮 千 百 ＋ －  

チ苧・エ・穴■・′プ’霊駅㌢食、三与三翻j表音・清華拐帯蜜なセ   
・．ニ．■諜誉・：・．笈ヂ±■：餅黙■・、i■こ一■～；ど        ■：：ゝ．ノt   

〔参考書類コ確定申告書［控コ   
取弓l口座の通帳、配当金領収書なと   

（変更）  公的年金・恩給による所岩   （8）  

調査方法を他計申告方式か  
国民年金、基礎年金、厚生年金〔厚生年金   ら自計申告方式へ変更すること  

公的塙爛昌。3 … ≒ 室 山■■り雲蓋ア急造芸琵≡芸墓誌表諾≡已モ警芝  l（8）公的年金・恩給l6L＿⊥」＿」万円1  に伴い、本項目を変更する。   

千 百 十 －   さい・〔参考書類〕年金振込通知書など  

（変更）  公的立合・魚絵以外の   （9）  

朴舎保障集会付合による所得   
調査方法を他計申告方式か  

ら自計申告方式へ変更すること  
雇用保険法の失業等給付、鮎貞保険法の矢  

雇用保障  （9）糾……巨［＝＝ト に伴い、本項目を変更する。  

．．．                ；：； ノうトリ 業保険金の受取額（育児休業給付、介慧休業  U／ 一 ・】    給付を含む．）を記入してください．   
千 古 十 －  【参考書類】雇用保険受給袈植苗証   

呵  

所－2   
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平成22年国民生活基礎調査（所得票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（新規）  

児毒手当、児童扶芸事当、特別児妄扶羞宇   子育て支援対策等の基礎資  

鯉指等  料とするため追加した。  
洪」ト」」酬誌漂荒詰深誓翳讐   

ト トf・】 十 －   

（変更）   （10）   

調査方法を他計申告方式か  

トLL ノ出雲喜彗芸≡逗蓋至喜賢妻曇雲罠警蓋蓋曇莞 巨0）最紺辟董l 8［二二］万円 ら自計申告方式へ変更すること  
糾釦  に伴い、本項目を変更する。   

十 日 十 一  入レてください．   

（変更）   （11）  

什送りによる所県   調査方法を他計申告方式か  

定期的又は継続的に送られてきた金品の額   ら自計申告方式へ変更すること  

仕送り   ト）仕送りl9［工ニコ万円l  に伴い、本項目を変更する。  。毒！至 椚諾会話三己誓泣旨宍㌍は、時価に襖眉↓   
ィ・・百・・ト 一  幸靂赴†一：■二ほモ：■吏′嘉立つ；＝宣＝…し・・・い■－ニシ㌫韓て、轟霜   

、√・‘ごギ漁′71≡‖凍二さ、）、Jノ■－イ・！∴、∴さ‡一＝当室；∴し′ぐエ写：：：署ポ1黒∴・．・メ 
≡：‡・ 

．． い；：招㍍・ち■≡＝ミニk、・てしア）：熱中漆．一′ノヱ▼さシ▲モーミ三）欄   

′ニ：；1】－ ′■∵…ノゼ■・■′丁：・．・ゝ～、   

（変更）  
企業毎含・   

（12）  

調査方法を他計申告方式か   
個人毎舎等による所揖  ら自計申告方式へ変更すること   

企業年会、宝禿保険芸社・かんぼ生命・鍛  に伴い、本項目を変更する。   

忘芙諾壷11圭 … 萱 恒り完諾≡喜芸警孟宗讐会芸芸琶諾害悪芸震昌、   （12）完至芸芸基ぃ0⊂エコ万円  

干 百十 －  を禦禁ミ讐チ†1 
†、ノ∴，∴．て．、j‖－ 

． ′。、′∴，∴・．∴、   

冥・封紆こ≡萱喜ミソ、レてハ‘‘ノ■■■－■ノー．   

（変更）   （13）  

その他の所拇   調査方法を他計申告方式か  

上記以外の冠婚葬崇の金、各種祝い金、せ   ら自計申告方式？変更すること  

その他の弼 （13）その他の所得卜［二二］万円  に伴い、本項目を変更する。  

千 百十－   ふ・豚・鼓、＝＝三に・、∴■■†、・さ人く・巨′†イ′・笈 1。室 … 皇 ノコ箋り余ヲり、見舞金などの星硝を臥してく潜     二1一女し：二■二■■jこ：コ′描て・：  
′〉・   

所－3   



平成22年国民生活基礎調査（所得票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（変更）   （14）  

調査方法を他計申告方式か  
（質問3）   ら自計申告方式へ変更すること  

に伴い、本項目を変更する。  

質問3  平成21年分の所得税の課税はありました机   

あてほまる番号に○をつけ、   
1に○をつけた方は金額も記入してください。   

－  

1課粘り→ …吾妻 万□干円   ）所得税  

芋 百 ＋ －   

金額の千円宋鳳ま四屠五入し、石つめで記入してください．   

2 課税なし   

（変更）   （15）  

調査方法を他計申告方式か  
（質問4）   ら自計申告方式へ変更すること  

に伴い、本項目を変更する。  
質問4  平成22年度の住民税の課税はありました机   

「所得割」「均等割のみ」は、  

あてはまる番号に○をつけ、   記入者負担軽減の観点から削  
1に○をつけた方は金額も記入して＜ださい。  除する。   

一課恥り－→ 言…妻 万□干円   ）住民税讐掛買 

千 古 ＋ －   

金額の千円未満は四浩五入し、石つめで記入して＜ださい．   

2 課税なし   

l・  

所－4  
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平成22年国民生活基礎調査（所得票）新旧対照表（案）  

平成22年（安）   平成19年   変更理由  

（変更）   
（16）  

（質問5）  
調査方法を他計申告方式か  

ら自計申告方式へ変更すること   

質問5 平成21年分の社会保険料の支払いはありました机   こ伴い、本項目を変更する。   

医療保険（箱師壬愴）・年金保険（長期掛金）・介護保隈・その㈹（置   
用保険等）のうち、ひとつでも支払いのあったときには、1に○をつけ、   
支払った金額も喜己入し′て＜ださいヶひとつも支払いがなかったときには、  
2に○をつけて＜ださい。   

1支、あり  2支払㌧、なし事陸軍〕   
●昨年1年間に支払った社会保険料の総額を記入してください。   

記入し／〕しかたは、11ページの上段「総額」より  
「給与所得者の万」又は「給与所得者以外の万」工〉、ら選んで記入してください・   1支払いあり2支払いなし  

（16）…もぞよ芸見≡斗［二二］万□千円  

社芸保院抑離 …乙：万□干円 ≡買芦認諾禁琶苧詣   ①医療保険［＝コ万□千円  

㍍保険［エコ万□千円   手 百  十 －    事 ●支払った保険料の内訳を記入してくたさい．   ⑳介識 ∈∃万□千田   

記入のし－ひたは、11ページの下段「内訳」より   
「給蔀獅喜看の万」又は「給与所得壱以外の万」力、ら   ④完馴冒陳等空 ⊂コ万□千田  

選んで記入して＜ださ（1し   

内 訳   

課ハ」毒・万□干円   
千 百 ＋ －   

誤認⊥⊥」 万□干円   
千 百 ＋ －   

欄呆瞑 ＝喜i巨□干円   
千 古 十 －   

謡鮎等，仁＝ 万□干円   
千 百 十 －   

釜飯の干円未満は四捨五入し、石づめで記入してください・   

所－5   



平成22年国民生活基礎調査（所得票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   

（変更）  

亦  
（17）   

（質問6）  
調査方法を他計申告方式か   

ら自計申告方式へ変更すること   

に伴い、本項目を変更する。   
r■……◆－■     ‡質問6 平成21年度の固定資産税の課睨まありました机  

あてほまる番号に○をつけ、   
1に○をつけた乃は金額も記入して＜ださい。   

ー抑あり→ …幸一 方□干円   一課税あり2課税なし  

（1～主翼品最悪く㌍，⊂ニコ万□千円  
千 百 ＋ －  

造齢千円末舶四甑入し、石コめで記入して＜ださい・  

2課税乱   

（変更）   
（18）  

（質問7）  
調査方法を他計申告方式か  

ら自計申告方式へ変更すること  

質問7  平成21年中に企業年金・個人年金等の掛け金を支払い  
に伴い、本項目を変更する。  

ましたカ＼   

あてはまる番号に○をつけ、   
1に○をつけた万は金額も記入し′てください。   

’し  

ー支払いあり－－すL⊥Lコ方□千円   （18） 三；害  

千 首 ＋ －   

金額の手円未鮎四鮎入し、右づ始で記入してください・   
2支払いなし  

■l  
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平成22年国民生活基礎調査（所得票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（変更）   （19）  

調査方法を他計申告方式か  

（質問8）   ら自計申告方式へ変更すること  
に伴い、本項目を変更する。   

「■■■■■■■■■■■■■     毒質問8 現在の喜らレの状況を総全的にみて、どう感じています机   
あてはまる番号1つに○をつけて＜ださい。   

（現在の暮らしの1犬況を青雲合的にみてどう感じていますか。 

1大変苦しい   

（19）生憎意識の状況                 ） 1大変管しい  2やや苦しい 3普通    4 ややゆとりがある  5 大変ゆとりがある   

2 やや苦しい   

3 普通   

4 ややゆとりがある   

5 大変ゆとりがある   
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平成22年国民生活基礎調査（貯蓄票）新旧対照表（案）  

平成22年（案）   平成19年   変更理由   

（変更）   （質問1）  

郵政民営化により変更する。   

（質問1）  （1）ゆうちょ銀行の発足に伴い、  

貸間1あなたの世帯に以下に臆プる町毒はありま歩かし1F成Z2年じ月太U煤色）．   質問1あなたの世帯に以下に掲げる貯蓄はありますか（平成Ⅰ9年6月兼日規在）。  
「郵便局」から「ゆうちょ銀行」に  

あてはまる番号に「Cl芦つけ、貯≡があ・る【易告（1、（1ト（4）ぐn盲計貯蓄消汀青戸記入いてく「1ヽい  あてばまる番号に○をつけてください。  変更する。  

l♪うら．人斯汚、祈，ラ、た円蓋直、害禁協同細主なご了〕孟謝儀饉へ】ノ〕Rウ盆  
（2）かんぼ生命の発足に伴い、  

（11〔預金1〔遠別9孟・害毒預言、定薗・定韓舶千金澗盆1、岸壬貯金 一言 ン礪  
1有 「（郵便局の保険商品・年金型  

（精畠‾l、当座預蓋等）  商品）」を削除する。   

笠寺悍欺、個人年会僕無．扇書1美醜、抱最は微のこれまでに払い込んだ  （2）苧郵便局の保険 
商塾ま 

ば駄科し掛り態くの保険嵩隊さます．1  
（研け捨ての保険は除きます。）  

記入者がわかりやすいような   
（P〕 

． 

て毎こさ職  【計算例】・月々の払込み額XIZ（か月）xこれまでに払込んだ年数  表示に変更する。（設問に貯蓄  

・亡閲の払込み頸＞こJlまでに払込∧Jだヰ叡  
・年間の払込み舗×これまでに払込んだ年数   がある場合の指示、有価証券の  

（3）梓式、株式f受瞥信託、債券、公社債享受資信託、金鉄信託・貸付   時価と額面について整理、合計  

† 

イ 信託（株式等は6月末日の時価、債券等ば吉貞面で計算） 
り）刷 日・で計旨 白ンニ罵  貯蓄現在高記入欄の単位）   

（4）その他の預貯金（財形貯蓄、社内預金等）   

tヰト壬め他の福相姦し鮎川≠打畜、た肉声貞金等〕 1鳥：二〉鞘  

L 合計貯畠馴ヒ畠lLノ〕だ      届千白十＝   

（変更）   （質問2）  

記入者がわかりやすいような   

（質問2）  表示に変更する。（設問に貯蓄  

質問2あなたの世帯の貯蓄規荏高は昨年（平成18年6月末日）と比べて変わりましたか。  
が減少した場合の指示、減少  

質問2あなたの世帯の貯蓄現在高は昨年（平成21年6月末日）と比べて変わりましたか。   
あてはまる番号に○をつり、貯蓄が減った1完合は減少碩、減少理由を記入してください。  あてはまる番号に○をつけてください。  額記入欄の単位）  

‾  「  
1増えた  1   「 増えた   

馴 万円   
2変わらない  

l← 
減少額 3減った 

臆†百÷   
あてはまるすべての理由の番弓に○をつけてくださいn  

－亡≡；≡由皇。で画王で≡ださごてぁてはまる番号すべてに。）。   
1日常の生汚毒への支出   

1日常の生活費への支出  2 土地・住宅の賢需入費   
2 土地・住宅の購入費  3 入学金、結婚重用、旅行等の一時的な支出   
3 入学金、結婚費用、旅行箋の一時的な支出   4 株式等の喜平価吉貞の減少   

の調音的減少  5 その他   
ノ 

（変更）   （質問3）  

質問1、2のレイアウト（金額が   

（質問3）  右側）にあわせ変更する。   

背問‥∋ 面なたの世帯に土地・零岸の購入、耐ク消李朝の浅入、教胃資金等の午溝のために  質問3あなたの世帯に土地・家屋の瞞入、耐久消責財の賊入、教育資金等の生憎のために必要な資             記入者がわかりやすいような  
必要な賞金の借入金はあり責すか（平成22年6月末8環在）。   金の情人金はありますか（平成19年6月末日現在）。   

あではまる番号にしっをブlブ、借入金がある芸昌は昌引1昌入違媒高を記入ノ⊂ください．   あてはまる番号に○をつけてください。   表示に変更する。（設問に借入  

r l偶人金あり   2憎入金なし  金がある場合の指不、合計借  
万円  

1に○をつけたカは、偶人金の合言十金執こついて、記入してください。  
入金残高記入欄の単位）   

1臥脚 事甜臥金脈L⊥⊥⊥⊥          2 借入壷なしノ               1ロ 一 日 十   一      万円   
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資料1－6  

平成22年 国民生活基礎調査【世帯票】 結果表一覧（案）  

（表題の前に「＊」が付してある表は、新規作成表である。）  

【年次推移】  

第1表 世帯数一構成割合，世帯人員・年次別  

第 2 表 世帯数一構成割合，世帯構造・年次別  

第 3 表 世帯数一構成割合，世帯業態・年次別  

第 4 表 世帯数一構成割合，世帯類型・年次別  

第 5 表 単独世帯数－（再掲）65歳以上の単独世帯数，世帯主の性・年次別  

第 6 表 世帯数一構成割合，地域ブロック・年次別  

第 7 表 平均世帯人員，年次別  

第 8 表 世帯人員数一構成割合，医療保険加入状況・年次別  

第 9 表 公的年金一恩給受給者数一受給割合，性・年次別  

第10 表 夫婦ともに65歳以上の夫婦組数一構成割合，公的年金一恩給受給の有無・年次別  

第11表 世帯数一指数，全世帯一高齢者世帯・年次別  

第・12 表 高齢者世帯数一構成割合，世帯構造・年次別  

第13 表 高齢者世帯数一構成割合，世帯業態・年次別  

第14 表 世帯数一構成割合一平均児童数，児童の有一児童数一無・年次別  

第15 表 65歳以上の者のいる世帯数一構成割合，世帯構造・年次別  

第16 表 65歳以上の者のみの世帯数一橋成割合，世帯構造・年次別  

第17 表 65歳以上の者の数一構成割合，家族形態・年次別  

【基本項目】  

第18 表 世帯数，  

第19 表 世帯数，   

第 20 表 世帯数，   

第 21表 世帯数，   

第 22 表 世帯数，   

第 23 表 世帯数，   

第 24 表 世帯数，  

第 25 表 世帯数，   

第 26 表 世帯数，  

第 27 表 世帯数，   

第 28 表 世帯数，  

世帯人員・世帯類型・世帯構造別  

世帯構造・市郡・世帯業態別   

世帯類型・市郡・世帯業態別   

世帯類型・市郡・世帯種別   

世帯人員・市郡・世帯主の年齢（5歳階級）別  

世帯構造・市郡・世帯主の年齢（5歳階級）別  

世帯人員・世帯主の性・世帯主の年齢（5歳階級）別  

世帯構造・世帯主の性・世帯主の年齢（5歳階級）別  

世帯構造・市郡・有業者構成別   

世帯人員・世帯業態・有業人員別  

有業人員・世帯類型・世帯人員別  

第 29 表 同居の夫婦組数，夫の年齢（10歳階級）・世帯構造・妻の年齢（10歳階級）別  

・夫の教育・妻の年齢（20歳階級）・妻の教育   ＊ 第 30 表 同居の夫婦組数，夫の年齢（20歳階級）  
別  

【住居の状況】  

第 31表 世帯数，室数・世帯人員・住居の種類別  

第 32 表 世帯数，室数・世帯構造・住居の種類別  

第 33 表 世帯数，室数・世帯類型・住居の種類別  
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＊ 第 34 表 世帯数，世帯主の教育・世帯主の年齢（5歳階級）・住居の種類別  

第 35 表 世帯数，世帯人員・住居の種類・住宅の床面積階級別  

第 36 表 世帯数，市郡・住居の種類・住宅の床面積階級別  

第 37 表 世帯数，室数・住居の種類・住宅の床面積階級別  

第 38 表1世帯当たり平均室数一平均床面積一世帯人員1人当たり平均室数一平均床面積，世帯  
構造別  

【平均世帯人員・平均有業人員】  

第 39 表 平均有業人員一平均世帯人員一有業率，世帯人員・世帯構造別  

第 40 表平均有業人員一平均世帯人員一有業率，世帯人員・世帯主の年齢（5歳階級）別  

第 41表 平均有業人員一平均世帯人員一有業率，世帯人員・世帯業態別  

第 42 表 平均有業人員一平均世帯人員一有業率，世帯人員・市郡別  

第 43 表 平均有業人員一平均世帯人員一有業率，世帯人員・世帯類型別  

【家計支出の状況】  

第 44 表世帯数，世帯人員・世帯類型・家計支出額（5万円階級）別  

第 45 表世帯数，世帯人員・世帯構造・家計支出額（5万円階級）別  

第 46 表世帯数，世帯人員・世帯主の年齢（5歳階級）・家計支出額（5万円階級）別  

第 47 表 世帯数，世帯人員・世帯業態・家計支出額（5万円階級）別  

第 48 表 世帯数，世帯人員・世帯種・家計支出額（5万円階級）別  

第 49 表 世帯数，世帯人員・市郡・家計支出額（5万円階級）別  

世帯人員・世帯主の年齢（5歳階級）別  

世帯構造・世帯主の年齢（5歳階級）別  

世帯人員・世帯類型別  

世帯人員・世帯業態別  

世帯人員・児童の有一児童数一無別  

世帯人員・乳幼児の有一乳幼児数一無別  

1世帯当たり平均家計支出額，  

1世帯当たり平均家計支出額，  

1世帯当たり平均家計支出額，  

1世帯当たり平均家計支出額，  

1世帯当たり平均家計支出額，  

1世帯当たり平均家計支出額，  

第 50 表   

第 51表   

第 52 表   

第 53 表   

第 54 表   

第 55 表  

【仕送りの状況】  

第 56 表世帯数，仕送りの有一任送り先一無・世帯主の年齢階級別  

第 57 表仕送りをしている世帯数－1世帯当たり平均仕送り額，仕送り額階級・仕送り先別  

第 58 表世帯数，世帯構造・別居の子の有無・・仕送りの有無一仕送りの種類（複数回答）別  

第 59 表世帯数－1世帯当たり平均仕送り額，仕送りの有一仕送り額階級一無・家計支出額（10  
万円階級）別  

第 60 表世帯数－1世帯当たり平均仕送り額，仕送り額階級・仕送りの有無一任送りの種類（複  
数回答）・（再掲）学業のための転出者のいる世帯別  

第 61表世帯数－1世帯当たり平均仕送り額，仕送り有一任送り額階級一無・仕送りの種類（複  
数回答）・世帯主の年齢（10歳階級）別  

【公的年金一恩給の状況】  

第 62 表公的年金一恩給受給者のいる世帯数，世帯構造・世帯業態別  

第 63 表公的年金一恩給受給者数，公的年金受給の種類（複数回答）・性一年齢（5歳階級）別  

第 64 表公的年金一恩給受給者数，世帯主との続柄・性・年齢（5歳階級）別  

第 65 表世帯人員数（15歳以上の単独世帯の者），仕事の有一勤めか自営かの別一勤め先での呼  
称一無・性・公的年金一恩給受給の有無・年齢（10歳階級）別  

第 66 表世帯人員数（15歳以上），仕事の有一勤めか自営かの別一勤め先での呼称一無・年齢  
（5歳階級）・性・公的年金加入状況別  
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第 67 表 同居の夫婦組数，夫の仕事の有無・夫の公的年金加入状況・妻の仕事の有－（再掲）主  
に仕事一無－（再掲）家事（専業）・妻の公的年金加入状況・同居児童の有一児童数一  
無別  

第 68 表 同居の夫婦組数，夫の公的年金一恩給受給の有無・夫の年齢（5歳階級）・妻の公的年  
金一恩給受給の有無・妻の年齢（5歳階級）別  

第 69 表 世帯数，世帯類型・公的年金一恩給受給の有無別  

第 70 表 第3号被保険者の数（15歳以上），仕事の有一勤めか自営かの別一勤め先での呼称一  
無・性・年齢（5歳階級）別  

第 71表 第3号被保険者の数（15歳以上），仕事の有一勤めか自営かの別一勤め先での呼称一  
無・同居児童の有無・年齢（5歳階級）別  

【世帯人員】  

第 72 表 世帯人員数，配偶者の有無・性・年齢（5歳階級）別  

第 73 表 世帯人員数，医療保険加入状況・性・年齢（5歳階級）別  

第 74 表 世帯人員数，経済上の地位・性・年齢（5歳階級）別  

【高齢者世帯・母子世帯・父子世帯】  

第 75 表 高齢者世帯数，世帯主の年齢（5歳階級）・世帯業態・公的年金一恩給受給の有無別  

第 76 表 高齢者世帯数，世帯構造・世帯主の性・世帯主の仕事の有一勤めか自営かの別一無別  

第 77 表 高齢者世帯数，世帯構造・世帯主の性■世帯主の年齢（5歳階級）別  

第 78 表 母子世帯数，母の仕事の有一勤めか自営かの別一無・母の年齢（10歳階級）別  

第 79 表 父子世帯数，父の仕事の有一勤めか自営かの別一無・父の年齢（10歳階級）別  

第 80 表 母子世帯数，母の年齢（10歳階級）・子（20歳末満未婚）の数別  

第 81表 父子世帯数，父の年齢（10歳階級）・子（20歳未満未婚）の数別  

【児童のいる世帯】  

第 82 表 児童のいる世帯数一児童のいる世帯の平均児童数，児童数・市郡別  

第 83 表 児童のいる世帯数一児童のいる世帯の平均児童数，児童数・世帯構造別  

第 84 表 児童のいる世帯数，世帯主の年齢（5歳階級）・世帯構造・児童数別  

第 85 表 児童のいる世帯数，室数・住居の種類・児童数別  

第 86 表 児童のいる世帯数，末子の父母の就業状況・市郡・児童数別  

第 87 表 児童のいる世帯数，末子の父母の就業状況・世帯構造・児童数－（再掲）6歳未満の子  
がいる世帯別  

第 88 表 児童のいる世帯数，末子の父母の就業状況・世帯構造・末子の年齢階級－（再掲）最年  
長が6歳未満の世帯別  

第 89 表 児童のいる世帯数，末子の母の年齢（5歳階級）・児童数・末子の母の仕事の有一勤め  
か自営かの別一無別  

第 90 表 児童のいる世帯数，末子の母の年齢（5歳階級）・末子の母の仕事の有無・末子の年齢  
階級－（再掲）最年長が6歳未満の世帯別  

第 91表 乳幼児数，保育者等の状況（複数回答）・父母の就業状況・乳幼児の年齢（各歳）別  

第 92 表 乳幼児数，保育者等の状況（複数回答）・父母の就業状況・世帯構造別  

第 93 表 乳幼児のいる世帯数，育児にかかった費用階級・世帯構造・乳幼児数別  

第 94 表 乳幼児のいる世帯数，育児にかかった費用階級・世帯業態・乳幼児数別  

第 95 表 乳幼児のいる世帯数，育児にかかった費用階級・乳幼児数・家計支出額（10万円階級）  
別  

第 96 表 乳幼児のいる世帯の1世帯当たり育児にかかった平均費用，乳幼児数・末子の母の仕事  
の有無・世帯構造別  

第 97 表 乳幼児のいる世帯の1世帯当たり育児にかかった平均費用一平均家計支出額，乳幼児  
数・世帯構造別  

第 98 表 乳幼児がひとりいる世帯の1世帯当たり育児にかかった平均費用，乳幼児の年齢（各  
歳）・家計支出額（5万円階級）別  
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第 99 表乳幼児がひとりいる世帯の1世帯当たり育児にかかった平均費用，保育者等の状況，乳  
幼児の年齢（各歳）別  

第100表乳幼児のいる世帯の1世帯当たり育児にかかった平均費用，保育者等の状況・父母の就  
業状況別  

【65歳以上の者のいる世帯】  

第101表65歳以上の者のいる世帯数，世帯構造・公的年金一恩給受給の有無・有業人員別  

第102表65歳以上の者のいる世帯数，世帯業態・市郡・65歳以上の者（高年者）の構成別  

第103表65歳以上ゐ者のいる世帯数，世帯構造・市郡・世帯主の年齢（5歳階級）別  

第104表65歳以上の者のいる世帯数，室数・世帯構造・住居の種類別  

第105表65歳以上の者のみの世帯数，世帯構造・世帯業態別  

性・配偶者の有無・市郡・家族形態別  

仕事の有一勤めか自営かの別一勤め先での呼称一無・性・世帯構造   

性・配偶者の有無・年齢（5歳階級）・家族形態別  

子との同別居状況・世帯構造別  

子との同別居状況・性・年齢（5歳階級）別  

子との同別居状況・性・配偶者の有無別  

第106表 65歳以上の者の数，  

第107表 65歳以上の者の数，  
別  

第108表 65歳以上の者の数，  

第109表 65歳以上の者の数，  

第110表 65歳以上の者の数，  

第111表 65歳以上の者の数，  

第112表65歳以上の者のみの世帯数，世帯主の年齢（5歳階級）・世帯業態・公的年金一恩給受  
給の有無別  

第113表65歳以上の者のみの夫婦のみの世帯数，夫の年齢（5歳階級）・妻の年齢（5歳階級）  
別  

第114表75歳以上の者のいる世帯数，世帯構造・公的年金一恩給受給の有無・有業人員別  

第115表75歳以上の者の数，性・配偶者の有無・市郡・家族形態別  

【手助けや見守りを必要とする者がいる世帯】  

世帯構造・世帯主の年齢（10歳階級）別  

世帯構造・手助けや見守りを要する者の年齢   

世帯人員・住居の種類別  

世帯人員・室数別  

室数・世帯構造別  

日常生活の自立の状況・世帯構造別  

第116表 手助けや見守りを要する者のいる世帯数，  

第117表 手助けや見守りを要する者のいる世帯数，  
階級別  

第118表 手助けや見守りを要する者のいる世帯数，  

第119表手助けや見守りを要する者のいる世帯数，  

第120表 手助けや見守りを要する者のいる世帯数，  

第121表 手助けや見守りを要する者のいる世帯数，  

第122表手助けや見守りを要する者の数，日常生活の自立の状況・性・年齢階級別  

第123表手助けや見守りを要する者の数，日常生活の自立の状況の期間・性・年齢階級別  

第124表手助けや見守りを要する者の数，市郡・性・年齢階級別  

第125表手助けや見守りを要する者の数，日常生活の自立の状況・市郡別  

第126表手助けや見守りを要する者の数，主な介護者の続柄・主な介護者との同別居状況・手助  
けや見守りを要する者の性・手助けや見守りを要する者の年齢階級別  

第127表主な介護者数，手助けや見守りを要する者との続柄・手助けや見守りを要する者との同  
別居状況・主な介護者の性別  

第128表同居の主な介護者数，手助けや見守りを要する者の年齢階級・主な介護者の年齢（10歳  
階級）別  

第129表手助けや見守りを要する者のいる世帯数，住居の種類・世帯構造別  

第130表同居の主な介護者数，手助けや見守りを要する者との続柄・主な介護者の年齢（10歳階  
級）別  

【入院者のいる世帯】  

第131表入院者のいる世帯数，世帯構造・世帯主の年齢（10歳階級）別  
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【特定の転出者のいる世帯】  

第132表特定の転出者のいる世帯数，特定の転出者の種類（複数回答）・世帯主の性・世帯主の  
年齢（10歳階級）別  

＊ 第133表特定の転出者のいる世帯数，家計支出額（10万円階級）・特定の転出者の種類（複数回  
答）・特定の転出者の数別  

＊ 第134表特定の転出者のいる世帯数，仕送りの有一任送り額階級一無・特定の転出者の数別  

【都道府県】  

第135表世帯数，世帯構造・都道府県一20大都市（再掲）別  

第136表世帯数，世帯業態・都道府県－20大都市（再掲）別  

第137表世帯数一平均世帯人員数，世帯人員・都道府県－20大都市（再掲）別  

世帯類型・都道府県－20大都市（再掲）別  

世帯種・都道府県－20大都市（再掲）別  

市郡・都道府県一20大都市（再掲）別  

世帯主の年齢（5歳階級）・都道府県－20大都市（再掲）別  

世帯構造・都道府県－20大都市（再掲）・世帯主の年齢（10歳階級）別  

世帯人員・都道府県－20大都市（再掲）・世帯主の年齢（10歳階級）別  

住居の種類・都道府県－20大都市（再掲）別  

第138表 世帯数，  

第139表 世帯数，  

第140表 世帯数，  

第141表 世帯数，  

第142 表 世帯数，  

第143表 世帯数，  

第144表 世帯数，  

第145表1世帯当たり平均室数一平均床面積一世帯人員1人当たり平均室数一平均床面積，都道  
府県－20大都市（再掲）別  

第146表公的年金一恩給受給者のいる世帯数及び受給割合，全世帯－65歳以上の者のいる世帯・  
都道府県－20大都市（再掲）別  

第147表1世帯当たり平均家計支出額，世帯人員・都道府県－20大都市（再掲）・世帯主の年齢  
（10歳階級）別  

第148表1世帯当たり平均有業人員一平均世帯人員一有業率，都道府県－20大都市（再掲）別  

第149表世帯数一平均児童数，児童の有一児童数一無・都道府県一20大都市（再掲）別  

第150表児童のいる世帯数，世帯業態・都道府県－20大都市（再掲）別  

第151表児童のいる世帯数，父母の就業状況・都道府県－20大都市（再掲）別  

第152表乳幼児数，保育者等の状況（複数回答）・都道府県－20大都市（再掲）別  

第153表乳幼児のいる世帯数，育児にかかった費用階級・都道府県－20大都市（再掲）別  

第154表1世帯当たり育児にかかった平均費用，乳幼児数・都道府県－20大都市（再掲）・世帯  
主の年齢（10歳階級）別  

第155表高齢者世帯数，世帯主の子との同別居状況一居住場所・都道府県－20大都市（再掲）別  

第156表65歳以上の者のいる世帯数，世帯構造・都道府県－20大都市（再掲）別  

第157表手助けや見守りを要する者のいる世帯数一手助けや見守りを要する者の数，都道府県－  
20大都市（再掲）別  

第158表世帯人員数，配偶者の有無・性・年齢（10歳階級）・都道府県－20大都市（再掲）別  

第159表世帯人員数，年齢（10歳階級）・都道府県－20大都市（再掲）・性・医療保険加入状況  
別  

第160表世帯人員数，年齢（10歳階級）・都道府県－20大都市（再掲）・性・経済上の地位別  

第161表世帯人員数（15歳以上），仕事の有一勤めか自営かの別一勤め先での呼称一無・都道府  
県－20大都市（再掲）・年齢（10歳階級）別  

第162表65歳以上の者の数，家族形態・都道府県－20大都市（再掲）・年齢（5歳階級）別  

第163表65歳以上の者の数，子との同別居状況一居住場所・都道府県－20大都市（再掲）・年齢  
（5歳階級）別  

第164表世帯人員数（15歳以上），年齢（10歳階級）・都道府県－20大都市（再掲）・性・公的  
年金加入状況別  

第165表65歳以上の者のみの世帯数，世帯構造・都道府県－20大都市（再掲）別  

世 － 5   



【就業状況】  

第166表 世帯人員数（15歳以上），就業状況・性・年齢（5歳階級）別  

第167表 世帯人員数（15歳以上），仕事の有一勤めか自営かの別一勤め先での呼称一無・配偶者  
の有無・年齢（5歳階級）別  

第168表 世帯人員数（15歳以上），就業状況・性・世帯類型別  

第169表 世帯人員数（15歳以上），就業状況・配偶者の有無・同居児童の有無・年齢（5歳階  
級）・性別  

＊ 第170表 世帯人員数（15歳以上），仕事の有一勤めか自営かの別一勤め先での呼称一無・同居児  
童の有無・年齢（5歳階級）・教育・性別  

第171表 世帯人員数（15歳以上），仕事の有無・主に手助けや見守りをしているか否か・性・年  
齢（5歳階級）別  

【有業人員】  

第172表 有業人員数（15歳以上），職業分類・性・年齢（5歳階級）別  

＊ 第173表 有業人員数（15歳以上），配偶者の有無・就業状況・年齢（5歳階級）・教育・性別  

第174表 有業人員数（15歳以上）一平均就業期間，勤めか自営かの別一勤め先での呼称・年齢  
（5歳階級）・就業期間階級・性別  

第175表 有業人員数（15歳以上），週間就業日数・年齢（5歳階級）・勤めか自営かの別一勤め  
先での呼称・性別  

第176表 有業人員数（15歳以上）－平均就業期間，就業期間階級・配偶者の有無・年齢（5歳階  
級）・性別  

第177表 有業人員数（15歳以上）一平均就業期間，就業期間階級・同居児童の有無・年齢（5歳  
階級）・性別  

第178表 有業人員数（15歳以上）－平均就業期間，就業期間階級・主に手助けや見守りをしてい  
るか否か・年齢（5歳階級）・性別  

第179表 有業人員（15歳以上）の1日の平均就業時間，就業期間階級・勤めか自営かの別一勤め  
先での呼称・性別  

第180表 有業人員（15歳以上）の1日の平均就業時間，年齢（5歳階級）・勤めか自営かの別一  
勤め先での呼称・性別  

第181表 有業人員（15歳以上）の1日の平均就業時間，性・配偶者の有無・年齢（5歳階級）別  

第182表 有業人員（15歳以上）の1日の平均就業時間，性・同居児童の有無・年齢（5歳階級）  
別  

第183表 有業人員（15歳以上）の1日の平均就業時間，性・主に手助けや見守りをしているか否  
か・年齢（5歳階級）別  

【無業人員】  

第184表 無業人員数（15歳以上），就業希望の有－すぐに仕事に就けるか否か一求職状況一希望  
する仕事の形－すぐには就けない理由（複数回答）一無・性・年齢（5歳階級）・非就  
業状況別  

＊ 第185表 無業人員数（15歳以上），配偶者の有無・非就業状況・年齢（5歳階級）・教育・性別  

第186表 無業人員数（15歳以上），就業希望の有一求職状況一希望する仕事の形一無・世帯構  
造・年齢（10歳階級）－（再掲）家事（専業）・性別  

第187表 無業人員数（15歳以上），就業希望の有一求職状況一希望する仕事の形一無・非就業状  
況・医療保険加入状況・性別  

第188表 無業人員数（15歳以上），就業希望の有一求職状況一希望する仕事の形一無・乳幼児の  
有一束子の保育者等の状況（複数回答）－無－（再掲）家事（専業）・性別  

第189表 無業人員数（15歳以上），就業希望の有一求職状況一希望する仕事の形一無・親との同  
別居の状況・年齢（5歳階級）－（再掲）家事（専業）・性別  

第190表 無業人員数（15歳以上），就業希望の有一求職状況一希望する仕事の形一無・主に手助  
けや見守りをしているか否か・年齢（5歳階級）－（再掲）家事（専業）・性別  

第191表 無業人員数（15歳以上），就業希望の有一求職状況一希望する仕事の形一無・健康状  
態・年齢（5歳階級）－（再掲）家事（専業）・性別  

第192表就業希望はあるがすぐには仕事に就けない者数（15歳以上），すぐには就けない理由  
（複数回答）－（再掲）家事（専業）・性・健康状態・年齢（5歳階級）別  

【40歳以上の者】  

第193表 有業人員数（40歳以上），健康意識・性・年齢（5歳階級）別  
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第194表 有業人員数（40歳以上），健診等の受診の有一受診機会（複数回答）一無・性・年齢  
（5歳階級）別  

第195表 無業人員数（40歳以上），就業希望の有一求職状況一無・健康状態・年齢（5歳階  
級）・性別  

第196表 無業人員数（40歳以上），就業希望の有一求職状況一無・健康意識・年齢（5歳階  
級）・性別  

第197表 無業人員数（40歳以上），就業希望の有一求職状況一無・健診等の受診の有一受診機会  
（複数回答）一無・年齢（5歳階級）・性別  

【35歳未満のパート・アルバイト】  

第198表 35歳未満のパート・アルバイトをしている者及び希望している者のいる世帯数，世帯構  
造・世帯主の年齢（10歳階級）別  

第199表 35歳未満のパート・アルバイトをしている者及び希望している者数，世帯構造・配偶者  
の有無・性・年齢（5歳階級）別  

第200表 35歳未満のパート・アルバイトをしている者及び希望している者数，親との同別居状  
況・配偶者の有無・性・年齢（5歳階級）別  

第201表 35歳未満のパート・アルバイトをしている者及び希望している者数，公的年金加入状  
況・配偶者の有無・性・年齢（5歳階級）別  

第202表 35歳未満のパート・アルバイトをしている者及び希望している者数，医療保険加入状  
況・配偶者の有無・性・年齢（5歳階級）別  

＊ 第203表 35歳末満のパート・アルバイトをしている者及び希望している者数，教育・配偶者の有  
無・性・年齢（5歳階級）別  

【女性の子育てと仕事】  

第204表 配偶者ありの女性の者数（15歳以上），同居児童の有一同居児童数一無・仕事の有一勤  
めか自営かの別一勤め先での呼称一無別  

第205表 配偶者ありの女性の者数（15歳以上），同居児童の有一末子の年齢階級一無・仕事の有  
一勤めか自営かの別一勤め先での呼称一無別  

第206表 配偶者ありの女性の者数（15歳以上），親との同別居の状況・同居児童の有無・仕事の  
有一勤めか自営かの別一勤め先での呼称一無別  

第207表 配偶者ありの女性の者数（15歳以上），仕事の有一勤めか自営かの別一勤め先での呼称  
一無・同居している親の手助けや見守りの要否・年齢（10歳階級）別  

第208表 配偶者ありの女性の者数（15歳以上），夫の仕事の有一勤めか自営かの別一勤め先での  
呼称一無・同居児童の有無・妻の仕事の有一勤めか自営かの別”勤め先での呼称一無別  

＊ 第209表 配偶者ありの女性の者数（15歳以上），仕事の有無・同居児童の有一児童数一無・年齢  
（5歳階級）・教育別  

第210表 配偶者ありの女性の者数（15歳以上），健康状態・同居児童の有無・仕事の有一勤めか  
自営かの別一勤め先での呼称一無別  

第211表 配偶者ありの女性の有業人員数（15歳以上）一妻の1日の平均就業時間一夫の1日の平  
均就業時間，夫の仕事の有無一週間就業日数・同居児童の有無・妻の週間就業日数別  

第212表 配偶者あり同居の乳幼児ありの女性の者数（15歳以上），親との同別居の状況・末子の  
保育者等の状況（複数回答）・仕事の有無・年齢（5歳階級）別  

第213表 同居児童ありの女性の者数，世帯構造・配偶者の有無・年齢（5歳階級）別  

第214表 同居児童ありの女性の者数，主に手助けや見守りをしているか否か・年齢（5歳階級）  
別  

第215表 同居児童ありの女性の者数，就業状況・年齢（5歳階級）別  

第216表 同居・児童ありの女性の者数，健康状態・年齢（5歳階級）別  

第217表 同居児童ありの女性の者数，健診等の受診の有一受診機会（複数回答）一無・年齢（5  
歳階級）別  

第218表 同居児童ありの女性の有業人員数，勤めか自営かの別一勤め先での呼称・世帯構造・年  
齢（5歳階級）・（再掲）主に家事で仕事あり別  

第219表 同居児童ありの女性の有業人員数，勤めか自営かの別一勤め先での呼称・乳幼児の有一  
末子の保育者等の状況（複数回答）一無・年齢（5歳階級）・（再掲）主に家事で仕事  
あり別  

第220表 同居児童ありの女性の有業人員数，勤めか自営かの別一勤め先での呼称・主に手助けや  
見守りをしているか否か・年齢（5歳階級）－（再掲）主に家事で仕事あり別  

第221表 同居児童ありの女性の有業人員数，週間就業日数・年齢（5歳階級）－（再掲）主に家  
事で仕事あり別  

世 － 7   



第222表 同居児童ありの女性の有業人員数，週間就業時間階級・年齢（5歳階級）－（再掲）主  
に家事で仕事あり別  

第223表 同居児童ありの女性の有業人員数，勤めか自営かの別一勤め先での呼称・年齢（5歳階  
級）・健康状態－（再掲）主に家事で仕事あり別  

第224表 同居児童ありの女性の有業人員数，勤めか自営かの別一勤め先での呼称・年齢（5歳階  
級）・健診等の受診の有一受診機会（複数回答）一無・（再掲）主に家事で仕事あり別  

第225表 同居児童ありの女性の有業人員数，週間就業時間階級・年齢（5歳階級）・世帯構造別  

第226表 同居児童ありの女性の有業人員数，週間就業時間階級・乳幼児の有一夫子の保育者等の  
状況（複数回答）一無別  

第227表 同居児童ありの女性の有業人員数，週間就業時間階級・主に手助けや見守りをしている  
か否か・年齢（5歳階級）別  

第228表 同居児童ありの女性の有業人員数，週間就業時間階級・年齢（5歳階級）・健康状態別  

第229表 同居児童ありの女性の有業人員数，週間就業時間階級・年齢（5歳階級）・健診等の受  
診の有一受診機会（複数回答）一無別  

第230表 同居児童ありの女性の無業人員数，世帯構造・年齢（5歳階級）－（再掲）家事（専  
業）別  

第231表 同居児童ありの女性の無業人員数，就業希望の有－すぐには就けない理由（複数回答）  
－無・乳幼児の有一末子の保育者等の状況（複数回答）－無－（再掲）家事（専業）別  

第232表 同居児童ありの女性の無業人員数，就業希望の有－すぐには就けない理由（複数回答）  
一無・主に手助けや見守りをしているか否か・年齢（5歳階級）－（再掲）家事（専  
業）別  

第233表 同居児童ありの女性の無業人員数，就業希望の有一求職状況一希望する仕事の形れすぐ  
には就けない理由（複数回答）一無・年齢（5歳階級）－（再掲）家事（専業）別  

第234表 同居児童ありの女性の無業人員数，就業希望の有－すぐには就けない理由（複数回答）  
一無・年齢（5歳階級）・健康状態－（再掲）家事（専業）別  

第235表 同居児童ありの女性の無業人員数，就業希望の有－すぐには就けない理由（複数回答）  
一無・年齢（5歳階級）・健康意識－（再掲）家事（専業）別  

第236表 同居児童ありの女性の無業人員数，就業希望の有－すぐには就けない理由（複数回答）  
一無・年齢（5歳階級）・健診等の受診の有一受診機会（複数回答）－無－（再掲）家  
事（専業）別  

第237表 同居児童ありの女性で就業希望はあるがすぐには仕事に就けない者数，すぐには就けな  
い理由（複数回答）－（再掲）家事（専業）・世帯構造・末子の年齢階級別  
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平成22年 国民生活基礎調査【健康票】 結果表一覧（案）  

（表題の前に「＊」が付してある表は、新規作成表である。）  

【世帯数】  

第1表 世帯数，入院者一通院者】有訴者一日常生活に影響のある者の有無・世帯業態・世帯人員  
別  

第 2 蓑 世帯数，入院者一通院者一有訴者一日常生活に影響のある者の有無・世帯構造別  

第 3 表 世帯数，入院者一通院者一有訴者一日常生活に影響のある者の有無・世帯類型別  

第 4 表 世帯数，入院者一通院者一有訴者一日常生活に影響のある者の有無・世帯種・世帯人員別  

第 5 表 世帯数，病気やけが等で支払った費用（世帯総額）階級・世帯構造・家計支出額階級別  

第 6 表 世帯数，病気やけが等で支払った費用（世帯総額）階級・世帯類型・家計支出額階級別  

第 7 表 世帯数，病気やけが等で支払った費用（世帯総額）階級・世帯種・家計支出額階級別  

第 8 表 世帯数，病気やけが等で支払った費用（世帯総額）階級・世帯人員・家計支出額階級別  

第 9 表 世帯数，病気やけが等で支払った費用（世帯総額）階級・有業人員・家計支出額階級別  

第10 表 世帯数，病気やけが等で支払った費用（世帯総額）階級・世帯構造・家計支出に占める病  
気やけが等で支払った費用の割合階級別  

【世帯人員数】  

第11表 世帯人員数，医療保険加入状況・入通院の有無・性・年齢（5歳階級）別  

第12 表 世帯人員数，自覚症状の有無・性・年齢（5歳階級）別  

第13 表 世帯人員数（6歳以上），日常生活への影響の有一日常生活影響の事柄（複数回答）一無・  
性・年齢（5歳階級）別  

第14 表 世帯人員数（6歳以上），健康意識・性・年齢（5歳階級）別  

第15 表 世帯人員数（6歳以上），健康状態・性・年齢（5歳階級）別  

第16 表 世帯人員数（6歳以上），健康状態・性・健康意識別  

第17 表 世帯人員数（6歳以上），普段の活動ができなかった日数・性・年齢（5歳階級）別  

第18 表 世帯人員数（12歳以上），悩みやストレスの有一悩みやストレスの原因（複数回答）一  
無・性・年齢（5歳階級）別  

第19 表 世帯人員数（12歳以上），悩みやストレスの有一悩みやストレスの原因（複数回答）一  
無・性・健康意識別  

第 20 表 世帯人員数（12歳以上），悩みやストレスの有一悩みやストレスの原因（複数回答）－  
無・性・健康状態別  

第 21表 世帯人員数（12歳以上），悩みやストレスの有一悩みやストレスの原因（複数回答）一  
無・こころの状態（6項目）・性別  

第 22 表 世帯人員数（12歳以上），悩みやストレスの有一悩みやストレスの原因（複数回答）－  
無・こころの状態（5段階の選択数）・性別  

第 23 表 世帯人員数（12歳以上），  
無・性・年齢（5歳階級）  

悩みやストレスの有一悩みやストレスの原因（複数回答）－  

・喫煙の有無別  

こころの状態（6項目）・性・年齢（5歳階級）別  

こころの状態（5段階の選択数）・性・年齢（5歳階級）別  

こころの状態（6項目）・性・健康意識別  

こころの状態（5段階の選択数）・性・健康意識別  

喫煙の有一喫煙本数一無・性・年齢（5歳階級）別  

喫煙の有一喫煙本数一無・性・健康意識別  

喫煙の有一喫煙本数一無・性・健康状態別  

喫煙の有一喫煙本数一無・こころの状態（6項目）・性別  

喫煙の有一喫煙本数一無・こころの状態（5段階の選択数）  

第 24 表 世帯人員数  

第 25 表 世帯人員数  

第 26 表 世帯人員数  

第 27 表 世帯人員数  

第 28 表 世帯人員数  

第 29 表 世帯人員数  

第 30 表 世帯人員数  

第 31表 世帯人員数  

第 32 表 世帯人員数  
性別  

（12歳以上）  

（12歳以上）  

（12歳以上）  

（12歳以上）  

（12歳以上）  

（12歳以上）  

（12歳以上）  

（12歳以上）   

（12歳以上）  
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第 33 表 世帯人員数（12歳以上）  

第 34 表 世帯人員数（12歳以上）  
の有無別  

第 35 表 世帯人員数（12歳以上）  

第 36 表 世帯人員数（12歳以上）  

第 37 表 世帯人員数（12歳以上）  

第 38 表 世帯人員数（12歳以上）  

第 39 表 世帯人員数（12歳以上）  
別  

第 40 表 世帯人員数（12歳以上）  
かった日数別  

第 41表 世帯人員数（12歳以上）  

こころの状態（6項目）・性・年齢（5歳階級）・喫煙の有無別  

こころの状態（5段階の選択数）・性・年齢（5歳階級）・喫煙   

世帯構造・こころの状態（6項目）・性別  

世帯構造・こころの状態（5段階の選択数）・性別  

性・世帯類型・こころの状態（6項目）別  

世帯類型・こころの状態（5段階の選択数）・性別  

こころの状態（6項目）・性・普段の活動ができなかった日数   

こころの状態（5段階の選択数）・性・普段の活動ができな   

こころの状態（6項目）・こころの状態（6項目）・性別  

＊ 第 42 表 世帯人員数（15歳以上），仕事の有一勤めか自営かの別嶋勤め先での呼称一無・性・年齢  
（5歳階級）・自覚症状の有無別  

＊ 第 43 表 世帯人員数（15歳以上），仕事の有一勤めか自営かの別一勤め先での呼称一無・性・年齢  
（5歳階級）・通院の有無別  

＊ 第 44 表 世帯人員数（15歳以上），健康意識・性・年齢（5歳階級）・教育別   

第 45 表 世帯人員数（15歳以上），仕事の有一職業分類一無・性・健康状態別   

第 46 表 世帯人員数（15歳以上），日常生活への影響の有【日常生活影響の事柄（複数回答）一  
無・性・仕事の有一職業分類一無別   

第 47 来 世帯人員数（15歳以上），普段の活動ができなかった日数・性・仕事の有一職業分類一無  
別   

第 48 表 有業人員数（15歳以上），普段の活動ができなかった日数・性・勤めか自営かの別  

＊ 第 49 表 世帯人員数（15歳以上），悩みやストレスの有一悩みやストレスの原因（複数回答）一  
無・性・年齢（5歳階級）・教育別   

第 50 表 世帯人員数（15歳以上），悩みやストレスの有血悩みやストレスの原因（複数回芥）一  
無・性・仕事の有一職業分類一無別  

＊ 第 51表 世帯人員数（15歳以上），仕事の有一勤めか自営かの別一勤め先での呼称一無・性・年齢  
（5歳階級）・悩みやストレスの有無別  

＊ 第 52 表 世帯人員数（15歳以上），こころの状態（6項目）・性・年齢（5歳階級）・教育別   

第 53 表 世帯人員数（15歳以上），こころの状態（6項目）・性・仕事の有一勤めか自営かの別一  
勤め先での呼称一無別   

第 54 表 世帯人員数（15歳以上），こころの状態（5段階の選択数）・性・仕事の有一勤めか自営  
かの別一勤め先での呼称一無別   

第 55 表 世帯人員数（15歳以上），こころの状態（6項目）・性・仕事の有一職業分類一無別   

第 56 表 世帯人員数（15歳以上），こころの状態（5段階の選択数）・性・仕事の有一職業分類一  
無別   

第 57 表 無業人員数（15歳以上），こころの状態（6項目）・就業希望の有一求職状況一希望する  
仕事の形－すぐには就けない理由（複数回答）－無・性別   

第 58 表 無業人員数（15歳以上），こころの状態（5段階の選択数）・就業希望の有一求職状況一  
希望する仕事の形－すぐには就けない理由（複数回答）－無・性別   

第 59 表 有業人員数（15歳以上）－平均就業期間，こころの状態（6項目）・性・就業期間階級別   

第 60 表有業人員数（15歳以上）－平均就業期間，こころの状態（5段階の選択数）・性・就業期  
間階級別   

，こころの状態（6項目）・性・企業規模別  

，こころの状態（5段階の選択数）・性・企業規模別  

仕事の有一週間就業時間階級一無・こころの状態（6項目）・   

仕事の有一週間就業時間階級一無・こころの状態（5段階の選   

喫煙の有無・性・年齢（5歳階級）・教育別  

喫煙の有一喫煙本数一無・性・仕事の有一職業分類一無別  

第 61表 一般常雇者数（15歳以上）   

第 62 表 一般常雇者数（15歳以上）   

第 63 表 世帯人員数（15歳以上），  
性別   

第 64 表 世帯人員数（15歳以上），  
択数）・性別  

＊ 第 65 表 世帯人員数（15歳以上），   

第 66 表 世帯人員数（15歳以上），  
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＊ 第 67 表 世帯人員数（20歳以上），健診等の受診の有一受診機会（複数回答）一無・性・年齢（5歳  
階級）・教育別  

第 68 表 世帯人員数（20歳以上），健診等の受診の有一受診機会（複数回答）一無・性・健康意識  
別  

第 69 表 世帯人員数（20歳以上），健診等の受診の有一受診機会（複数回答）－無・性・健康状態  
別  

第 70 表 世帯人員数（20歳以上），健診等の受診の有一受診機会（複数回答）一無・性・仕事の有  
一職業分類一無別  

第 71表 有業人員数（20歳以上），健診等の受診の有一受診機会（複数回答）－無・性・勤めか自  
営かの別一勤め先での呼称別  

＊ 第 72 表 世帯人員数（20歳以上），がん検診受診状況（複数回答）・性・年齢（5歳階級）・教育別  

第 73 表 世帯人員数（20歳以上），がん検診受診状況（複数回答）・性・健康状態別  

第 74 表 世帯人員数（20歳以上），がん検診受診状況（複数回答）■性・仕事の有一職業分類一無  
別  

第 75 表 有業人員数（20歳以上），がん検診受診状況（複数回答）・性・勤めか自営かの別  

【有訴者の状況】  

第 76 表 有訴者数，年齢（5歳階級）・最も気になる症状・性別  

第 77 表 有訴者数，最も気になる症状の治療状況（複数回答）・最も気になる症状・性別  

第 78 表 有訴者数，最も気になる症状の治療状況（複数回答）・性・年齢（5歳階級）別  

第 79 表 有訴者数（6歳以上），健康意識・最も気になる症状・性別  

第 80 表 有訴者数（6歳以上），日常生活への影響の有一目常生活影響の事柄（複数回答）一無・最  
も気になる症状別  

第 81表 有訴者数（12歳以上），悩みやストレスの有一悩みやストレスの原因（複数回答）－無・  
最も気になる症状別  

第 82 表 有訴者数（15歳以上），最も気になる症状の治療状況（複数回答）・性・仕事の有一職業  
分類一無別  

＊ 第 83 表 有訴者数（15歳以上），最も気になる症状の治療状況（複数回答）・性・仕事の有一勤め  
か自営かの別一勤め先での呼称一無別  

第 84 表 総症状数一平均症状数，年齢（5歳階級）・症状（複数回答）・性別  

第 85 表 総症状数（12歳以上），こころの状態（6項目）・症状（複数回答）・性別  

第 86 表 総症状数（12歳以上），こころの状態（5段階の選択数）・症状（複数回答）・性別  

第 87 表 総症状数（15歳以上），仕事の有一職業分類一無・症状（複数回答）別  

第 88 表 有訴者率（人口千対），年齢（5歳階級）・症状（複数回答）・性別  

【通院者の状況】  

第 89 表 通院者数，年齢（5歳階級）・最も気になる傷病・性別  

健康意識・最も気になる傷病・性別  

日常生活への影響の有一日常生活影響の事柄（複数回答）－無・最   

悩みやストレスの有一悩みやストレスの原因（複数回答）－無・   

仕事の有一職業分類一無・最も気になる傷病・性別  

年齢（5歳階級）・傷病（複数回答）・性別  

こころの状態（6項目）・傷病（複数回答）・性別  

こころの状態（5段階の選択数）・傷病（複数回答）・日常生活   

仕事の有一職業分類一無・傷病（複数回答）別  

年齢（5歳階級）・傷病（複数回答）・性別  

第 90 表 通院者数（6歳以上），  

第 91表 通院者数（6歳以上），  
も気になる傷病別  

第 92 表 通院者数（12歳以上），  
最も気になる傷病別  

第 93 表 通院者数（15歳以上），  

第 94 表 総傷病数へ平均傷病数，  

第 95 表 総傷病数（12歳以上），  

第 96 表 総傷病数（12歳以上），  
への影響の有無別  

第 97 表 総傷病数（15歳以上），  

第 98 表 通院者率（人口千対），  

【日常生活に影響のある者】  

第 99 表 日常生活に影響のある者数（12歳以上），こころの状態（6項目）・日常生活影響の事柄  
（複数回答）別  
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第100表 日常生活に影響のある者数（12歳以上），こころの状態（5段階の選択数）・日常生活影  
響の事柄（複数回答）別  

第101表 日常生活に影響のある者率（6歳以上・人口千対），日常生活影響の事柄（複数回答）・  
性・年齢（5歳階級）別  

【悩みやストレスのある者】  

第102表 悩みやストレスのある者数（12歳以上），悩みやストレスの相談状況（複数回答）・性・  
年齢（5歳階級）別  

第103表 悩みやストレスのある者数（12歳以上），最も気になる悩みやストレスの相談状況（複数  
回答）・性・年齢（5歳階級）・最も気になる悩みやストレスの原因別  

第104表 悩みやストレスのある者数（15歳以上），最も気になる悩みやストレスの原因・性・年齢  
（5歳階級）・仕事の有一勤めか自営かの別一無別  

第105表 悩みやストレスのある者数（12歳以上），こころの状態（6項目）・悩みやストレスの相  
談状況（複数回答）・性別  

第106表 悩みやストレスのある者数（12歳以上），こころの状態（5段階の選択数）・悩みやスト  
レスの相談状況（複数回答）・性別  

【健診等を受けた者】  

＊ 第107表 健診等を受けた者数（20歳以上），健診後の保健指導の状況・性・年齢（5歳階級）・直近  
の受診機会別  

＊ 第108表 健診等を受けた者数（20歳以上），健診後の保健指導の状況・性・年齢（5歳階級）・教育  
別  

第109表 健診等を受けた者数（20歳以上），健診後の受診の状況・性・年齢（5歳階級）・直近の受  
診機会別  

＊ 第110表 健診等を受けた者数（20歳以上），健診後の受診の状況・性・年齢（5歳階級）・教育別  

第111表 健診等を受けた者数（20歳以上），健診後の自己の健康管理の状況・性・年齢（5歳階  
級）・直近の受診機会別  

第112表 健診等を受けた者数（20歳以上），健診結果の指摘の有無・健診後の自己の健康管理の状  
況・性・年齢（5歳階級）別  

【健診等を受けなかった者】  

＊ 第113表 健診等を受けなかった音数（20歳以上），健診等を受けなかった理由（複数回答）・性・  
年齢（5歳階級）・教育別  

第114衷 健診等を受けなかった軒数（20歳以上），健診等を受けなかった理由（複数回答）・性・  
健康意識別  

第115表 健診等を受けなかった者数（20歳以上），健診等を受けなかった理由（複数回答）・性・  
健康状態別  

第116衷健診等を受けなかった者数（20歳以上），健診等を受けなかった理由（複数回答）・性・  
仕事の有一職業分類一無別  

【都道府県別】  

第117表 世帯数，入院者一通院者の有無・都道府県－20大都市（再掲）・世帯構造別  

第118表 世帯数，入院者一通院者の有無・都道府県－20大都市（再掲）・世帯業態別  

第119表世帯数 入院者一通院者の有無・都道府県－20大都市（再掲）・世帯類型別  

第120表 世帯人員数，入通院の有無・性・年齢（5歳階級）・都道府県－20大都市（再掲）別  

第121表世帯人員数（6歳以上），自覚症状一通院の有無・健康意識・都道府県－20大都市（再掲）  
別  

第122表 世帯人員数（6歳以上），性・年齢（3区分階級）・都道府県－20大都市（再掲）・健康状  
態別  

第123表 世帯人員数（6歳以上），性・年齢（3区分階級）・都道府県－20大都市（再掲）・普段の  
活動ができなかった日数別  

第124表 日常生活に影響のある者数  
掲）・日常生活影響の事柄  

第125表 世帯人員数（12歳以上），  
無・性・年齢（10歳階級）  

第126表 世帯人員数（12歳以上），  
20大都市（再掲）別  

第127表 世帯人員数（12歳以上），  
道府県－20大都市（再掲）  

（6歳以上），性一年齢（5歳階級）・都道府県－20大都市（再  
（複数回答）別  

悩みやストレスの有一悩みやストレスの原因（複数回答）－  
・都道府県－20大都市（再掲）別  

こころの状態（6項目）・性・年齢（10歳階級）・都道府県一   

こころの状態（5段階の選択数）・性・年齢（10歳階級）・都  
別  

健一 4  頚
 
L
∵
 
 

て
 
 
 



第128表 世帯人員数（12歳以上），喫煙の有無・性・年齢（5歳階級）・都道府県－20大都市（再  
掲）別  

第129表 世帯人員数（20歳以上），健診等の受診の有一受診機会（複数回答）一無・性・年齢（5歳  
階級）・都道府県－20大都市（再掲）別  

第130表世帯人員数（20歳以上），がん検診受診状況（複数回答）・性・年齢（5歳階級）・都道府  
県－20大都市（再掲）別  

第131表 有訴者数，都道府県－20大都市（再掲）・性・最も気になる症状別  

第132表 総症状数，性・年齢（3区分階級）・症状（複数回答）・都道府県一20大都市（再掲）別  

第133表 有訴者率（人口千対），年齢（5歳階級）・都道府県－20大都市（再掲）・性別  

第134表 通院者数，都道府県一20大都市（再掲）・性・最も気になる傷病別  

第135表総傷病乳性・年齢（3区分階級）・傷病（複薮回答）・都道府県一20大都市（再掲）別  

第136表 通院者率（人口千対），年齢（5歳階級）・都道府県－20大都市（再掲）・性別  

第137表 日常生活に影響のある者率（6歳以上・人口千対），日常生活影響の事柄（複数回答）・都  
道府県一20大都市（再掲）・性別  

第138表悩みやストレスのある者数（12歳以上），悩みやストレスの相談状況（複数回答）・性・  
年齢（10歳階級）・都道府県－20大都市（再掲）別  

＊ 第139表健診等を受けた者数（20歳以上），性・健診後の保健指導の状況・都道府県一20大都市  
（再掲）・直近の受診機会別  

第140表健診等を受けた者数（20歳以上），性・健診後の受診の状況・都 道府県－20大都市（再  

掲）・直近の受診機会別  

第141表健診等を受けた者数（20歳以上），性・健診後の自己の健康管理の状況・都道府県－20大  
都市（再掲）・直近の受診機会別  

第142表健診等を受けなかった者数（20歳以上），健診等を受けなかった理由（複数回答）・性・  
年齢（10歳階級）・都道府県－20大都市（再掲）別  

【35歳未満のパート・アルバイトをしている者及び希望している者】  

第143表35歳未満のパート・アルバイトをしている者及び希望している者数，健康状態・配偶者の  
有無・性・年齢（5歳階級）別  
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平成22年 国民生活基礎調査【介護票】 結果表一覧（案）  

【介護を要する者のいる世帯数】  

第1表 介護を要する者のいる世帯数，  
在の要介護度の状況別  

第 2 表 介護を要する者のいる世帯数，  

第 3 表 介護を要する者のいる世帯数，  

第 4 表 介護を要する者のいる世帯数，  
介護度の状況別  

第 5 表 介護を要する者のいる世帯数，  
の状況別  

第 6 表 介護を要する者のいる世帯数，  

世帯構造－（再掲）高齢者世帯・世帯主の年齢階級・現   

世帯人員・現在の要介護度の状況別  

世帯構造－（再掲）高齢者世帯・介護保険料所得段階別  

世帯構造一（再掲）高齢者世帯・住居の種類・現在の要   

世帯構造－（再掲）高齢者世帯・室数・現在の要介護度   

世帯人員・室数・現在の要介護度の状況別  

第 7 表 介護を要する者のいる世帯数，世帯構造－（再掲）高齢者世帯・介護を要する者の年齢  
階級・現在の要介護度の状況別  

第 8 表 介護を要する者のいる世帯数，日常生活の自立の状況・世帯構造－（再掲）高齢者世帯  
別  

第 9 表 介護を要する者のいる世帯数，介護を要する者の年齢階級・介護保険料所得段階・介護  
費用の負担力（複数回答）別  

第10 表 介護を要する者のいる世帯数，介護を要する者の年齢階級・現在の要介護度の状況・介  
護費用の負担力（複数回答）別  

【介護を要する者数】  

第11表 介護を要する音数，世帯構造一（再掲）高齢者世帯・性・年齢階級別  

第12 表 介護を要する者数，配偶者の有無・性・年齢階級別  

第13 表 介護を要する者数，悩みやストレスの有一悩みやストレスの原因（複数回答）一無・  
性・年齢階級別  

第14 表 介護を要する音数，主な介護者の介護を要する者との続柄・従たる介護者の有一従たる  
介護者の介護を要する者との続柄一無別  

第15 表 介護を要する者数，健康意識・性・年齢階級別  

第16 表 介護を要する者数，健康状態・性・年齢階級別  

第17 表 介護を要する者数，年齢階級・自覚症状の有一症状（複数回答）一無・性別  

第18 表 介護を要する者数，年齢階級・通院の有一傷病（複数阿答）一無・性別  

第19 表 介護を要する者数，世帯構造－（再掲）高齢者世帯・従たる介護者の有一従たる介適者  
の介護を要する者との続柄一無別  

こころの状態（6項目）・性・年齢階級別  

こころの状態（5段階の選択数）・性・年齢階級別  

こころの状態（6項目）・年齢階級・現在の要介護度の状況別  

こころの状態（5段階の選択数）・年齢階級・現在の要介護度の状  

第 20 表 介護を要する者数，  

第 21表 介濾を要する音数，  

第 22 表 介護を要する者数，  

第 23 表 介護を要する者数，  
況別  

【介護が必要となった原因】  

第 24 表 介護を要する者数，  

第 25 表 介護を要する音数，  

第 26 表 介護を要する者数，  

第 27 表 介護を要する音数，  
別  

【要介護度の状況】  

日常生活の自立の状況・介護が必要となった主な原因別   

介護が必要となった主な原因・通院の有無・性・年齢階級別  

現在の要介護度の状況・介護が必要となった主な原因別  

介護が必要となった原因（複数回答）・通院の有無・性・年齢階級  

第 28 表 介護を要する音数，現在の要介護度の状況・介護保険料所得段階・年齢階級別  

第 29 表 介護を要する者数，現在の要介護度の状況・性・年齢階級別  
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第 30 表介護を要する者数，現在の要介護度の状況・性・1年前の要介護度の状況別  

第 31表 介護を要する者数，この1年間の要介護度の変化・性・年齢階級別  

第 32 表介護を要する者数，現在の要介護度の状況・通院の有無・年齢階級別  

第 33 表介護を要する者数，悩みやストレスの有一悩みやストレスの原因（複数回答）一無・現  
在の要介護度の状況・年齢階級別  

第 34 表介護を要する者数，日常生活への影響の有一日常生活影響の事柄（複数回答）一無・現  
在の要介護度の状況別  

第 35 表介護を要する者数，健康意識・現在の要介護度の状況別  

第 36 表介護を要する者数，現在の要介護度の状況・自覚症状の有一症状（複数回答）一無別  

【日常生活の自立の状況】  

第 37 表介護を要する音数，日常生活の自立の状況・通院の有無・現在の要介護度の状況別  

第 38 表介護を要する者数，日常生活の自立の状況・悩みやストレスの有一悩みやストレスの原  
因（複数回答）－無別  

第 39 表介護を要する者数，日常生活の自立の状況・日常生活の自立の状況の期間・性・年齢階  
級別  

【居宅サービスの利用状況】  

第 40 衷介護を要する者数，世帯構造－（再掲）高齢者世帯・居宅サービスの利用状況・利用し  
た居宅サービスの種類（複数回答）別  

第 41表介護を要する者数，世帯人員・利用した居宅サービスの種類（複数回答）別  

第 42 表介護を要する者数，日常生活の自立の状況・利用した居宅サービスの種類（複数回答）  
別  

第 43 衣 介護を要する者数，性・年齢階級・居宅サービスの利用状況・利用した居宅サービスの  
種類（複数回答）別  

第 44 衷介護を要する者数，現在の要介護度の状況・居宅サービスの利用状況・利用した居宅  
サービスの種類（複数回答）別  

第 45 衣居宅サービスの利用者数，居宅サービスの利用状況・利用した居宅サービスの種類（複  
数回答）・居宅サービスの利用目数別  

第 46 よ介護を要する音数，世・肛構造－（再掲）．1！古齢音世帯・利用した居′宅サービスの種類（複  
数回答）・介護保険料所得段階別  

第 47 表介護を要する者数，介．灘仲川の負担力（複数回答）・居宅サービスの利用状況・利用し  
た居宅サービスの種類（複数回答）別  

第 48 表居宅サービス利用者数，主な介護者の介護時間・利用した居宅サービスの種類（複数回  
答）・居宅サービスの利用日数別  

第 49 表介護保険制度によるサービスを利用していない者数，介護を要する者の年齢階級・この  
調査票の回答者・介護保険制度によるサービスを利用していない理由・性別  

第 50 表介護保険制度によるサービスを利用していない者数，現在の要介護度の状況・この調査  
票の回答者・介護保険制度によるサービスを利用していない理由別  

第 51表介護保険制度によるサービスを利用していない者数，世帯構造－（再掲）高齢者世帯・  
この調査票の回答者・従たる介護者の有無・介護保険制度によるサービスを利用してい  
ない理由別  

第 52 表介護保険制度によるサービスを利用していない者のいる世帯数，世帯構造一（再掲）高  
齢者世帯・現在の要介護度の状況・介護保険制度によるサービスを利用していない理由  
（複数回答）別  

第 53 表介護保険制度によるサービスを利用していない者のいる世帯数，世帯構造－（再掲）高  
齢者世帯・主な介護者の介護を要する者との続柄・介護保険制度によるサービスを利用  
していない理由（複数回答）別  

【居宅サービスの費用】  

第 54 表介護を要する者数－1人当たり平均居宅サービス費用額，現在の要介護度の状況・介護  
保険制度による居宅サービスの費用の有一介護保険制度による居宅サービスの費用額階  
級一無別  

第 55 表介護を要する者数－1人当たり平均居宅サービス費用額，世帯構造－（再掲）高齢者世  
帯・介護保険制度による居宅サービスの費用の有一介護保険制度による居宅サービスの  
費用額階級一無別  

第 56 表介護を要する者数，介護保険料所得段階・介護保険制度による居宅サービスの費用の有  
一介護保険制度による居宅サービスの費用額階級一無別  
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第 57 表 介護を要する者数－1人当たりの平均居宅サービス費用額，家計支出額階級・居宅サー  
ビスの費用の有一居宅サービスの費用額階級一無別  

【介護費用の負担力】  

第 58 表 介護を要する者数，年齢階級・現在の要介護度の状況・介護費用の負担力（複数回答）  
別  

第 59 表 介護を要する者数，介護費用の負担力（複数回答）・居宅サービスの費用の有一居宅  
サービスの費用額階級一無別  

【家族、親族等の介護の状況】  

第 60 表 介護を要する者数，日常生活の自立の状況・主な介護者の同別居・主な介護者の介護を  
要する者との続柄別  

第 61表 介護を要する者数，現在の要介護度の状況・主な介護者の介護を要する者との続柄・世  
帯構造－（再掲）高齢者世帯別  

第 62 表 介護を要する者数，主な介護者の介護を要する者との続柄・従たる介護者数・利用した  
居宅サービスの種類（複数回答）別  

第 63 表 同居の主な介護者数，主な介護者の介護を要する者との続柄・主な介護者の性・主な介  
護者の年齢階級別  

第 64 表 同居の主な介護者数，介護を要する者の性・介護を要する者の年齢階級・主な介護者の  
性・主な介護者の年齢階級別  

第 65 表 同居の主な介護者数，介護を要する者の現在の要介護度の状況・主な介護者の性・主な  
介護者の年齢階級・主な介護者の健康意識別  

第 66 表 同居の主な介護者数，介護を要する者の現在の要介護度の状況・主な介護者の性・主な  
介護者の自覚症状の有一主な介護者の最も気になる症状一無別  

第 67 表 同居の主な介護者数，介護を要する者の現在の要介護度の状況・主な介護者の性・主な  
介護者の悩みやストレスの有一悩みやストレスの原因（複数回答）一無別  

第 68 表 同居の主な介護者数，介護を要する者の現在の要介護度の状況・主な介護者の介護を要  
する者との続柄・主な介護者の仕事の有一主な介護者の勤めか自営かの別一無別  

第 69 表 同居の主な介護者数，主な介護者の健康意識・主な介護者の仕事の有無・主な介護者の  
介護時間別  

第 70 表 同居の主な介護者数，主な介護者の仕事の有無・主な介護者の介護時間・主な介護者の  
自覚症状の有一主な介護者の最も気になる症状一無別  

第 71表 同居の主な介護者数，主な介護者の仕事の有無・主な介護者の介護時間・主な介護者の  
悩みやストレスの有一悩みやストレスの原因（複数回答）一無別  

第 72 表 同居の主な介護者数，主な介護者の仕事の有無・主な介護者の介護時間・主な介護者の  
介護を要する者との続柄・利用した居宅サービスの種類（複数回答）別  

第 73 表 同居の主な介護者数，介護を要する者の日常生活の自立の状況・主な介護者の仕事の有  
無・主な介護者の介護時間別  

第 74 表 同居の主な介護者数，主な介護者のこころの状態（6項目）・主な介護者の性・主な介  
護者の年齢階級別  

第 75 表 同居の主な介護者数，介護を要する者の現在の要介護度の状況・主な介護者の性・主な  
介護者の日常生活への影響の有一日常生活影響の事柄（複数回答）一無別  

第 76 表 同居の主な介護者数，主な介護者の仕事の有無・主な介護者の介護時間・主な介護者の  
日常生活への影響の有一目常生活影響の事柄（複数回答）一無別  

第 77 表 同居の主な介護者数，主な介護者のこころの状態（5段階の選択数）・主な介護者の  
性・主な介護者の年齢階級別  

第 78 表 同居の主な介護者数，主な介護者の介護を要する者との続柄・主な介護内容（複数回  
答）・介護者の組合せ別  

第 79 表 同居の主な介護者数，主な介護者のこころの状態（6項目）・主な介護者の年齢階級・  
主な介護者の介護時間別  

第 80 表 同居の主な介護者数，主な介護者のこころの状態（5段階の選択数）・主な介護者の年  
齢階級・主な介護者の介護時間別  

第 81表 同居の主な介護者数，介護を要する者の現在の要介護度の状況・主な介護者の年齢階  
級・主な介護者のこころの状態（5段階の選択数）別  

第 82 表 主な介護者の続柄が家族一親族である介護を要する者数，世帯構造－（再掲）高齢者世  
帯・主な介護者の同別居・主な介護者の介護を要する者との続柄別  

第 83 表 同居の主な介護者数，介護を要する者の性・介護を要する者の年齢階級・主な介護者の一  
性・主な介護者の介護を要する者との続柄別  
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第 84 表 同居の主な介護者数，介護を要する者の現在の要介護度の状況・主な介護者の介護時制  
別  

第 85 表 同居の主な介護者数，主な介護者の健康状態・主な介護者の性・主な介護者の介護時間  
別  

第 86 表 同居の主な介護者数，主な介護者の悩みやストレスの有一悩みやストレスの原因（複数  
回答）一無・主な介護者の性・主な介護者の年齢階級別  

第 87 表従たる介護者数，従たる介護者の介護頻度・従たる介護者の同別居・従たる介護者の介  
護を要する者との続柄別  

第 88 表従たる介護者数，介護を要する者の現在の要介護度の状況・従たる介護者数・従たる介  
護者の介護頻度別  

第 89 表従たる介護者数，従たる介護者の介護を要する者との続柄・従たる介護者の性・従たる  
介護者の年齢階級別  

【家族、親族と訪問介護事業者による主な介護内容】  

第 90 表介護を要する者数，世帯構造－（再掲）高齢者世帯・主な介護内容（複数回答）・介護  
者の組合せ別  

第 91表介護を要する者数，現在の要介護度の状況・主な介護内容（複数回答）・介護者の組合  
せ別  

第 92 表介護を要する者数，性・年齢階級・主な介護内容（複数回答）・介護者の組合せ別  

第 93 表 同居の主な介護者数，主な介護内容（複数回答）・主な介護者の性・介護者の組合せ別  
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平成22年 国民生活基礎調査【所得票】 結果表一覧（案）  

（表題の前に「＊」が付してある表は、新規作成表である。）  

【年次推移】  

第1表1世帯当たり平均所得金額－1世帯当たり平均可処分所得金額一世帯人員1人当たり平均  
所得金額一平均世帯人員，年次別  

第 2 表 世帯数の累積度数分布，年次■所得金額階級別  

第 3 表1世帯当たり平均所得金額一所得五分位値一世帯人員1人当たり平均所得金額，年次・所  
得五分位階級別  

第 4 表 当該所得のある世帯数の構成割合，所得の種類・年次別  

第・5 表 当該所得のある1世帯当たり平均所得金額，所得の種類・年次別  

第 6 表1世帯当たり平均所得金額一構成割合，所得の種類・年次別  

第 7 表 高齢者世帯の1世帯当たり平均所得金額一構成割合，所得の種類・年次別  

第 8 表1世帯当たり平均所得金額一世帯人員1人当たり平均所得金額，年次・世帯主の年齢（10  
歳階級）別  

第 9 表1世帯当たり平均所得金額，世帯業態・年次別  

第10 表1世帯当たり平均所得金額，世帯構造・年次別  

第11表1世帯当たり平均所得金額，世帯類型・年次別  

第12 表 公的年金一恩給を受給している高齢者世帯数の構成割合，公的年金一恩給の総所得に占め  
る割合・年次別  

【所得の状況】  

第13 表 世帯数の相対度数分布【中央値一平均所得金額以下の世帯の割合，特定世帯・所得金額階  
級別  

第14 表 世帯数，  

第15 表 世帯数，  

第16 表 世帯数，  

第17 表 世帯数，  

第18 表 世帯数，  

第19 表 世帯数，  

第 20 表 世帯数，  

第 21表 世帯数，  

第 22 表 世帯数，  

第 23 表 世帯数，  

第 24 表 世帯数，  

第 25 表 世帯数，  

世帯人員・所得金額階級別  

世帯業態・所得金額階級別  

世帯構造・所得金額階級別  

特定世帯・所得金額階級別  

世帯主の年齢（10歳階級）・所得金額階級別  

最多所得者の職業分類・所得金額階級別  

地域ブロック・所得金額階級別  

世帯主の年齢（10歳階級）・世帯人員1人当たり所得金額階級別  

世帯人員・有業人員・所得五分位階級別  

世帯種・世帯人員・所得五分位階級別  

世帯業態・所得五分位階級別  

世帯主の年齢（5歳階級）・所得五分位階級別  

【平均所得金額】  

第 26 表1世帯当たり平均所得金額－1世帯当たり平均可処分所得金額一世帯人員1人当たり平均  
所得金額一世帯人員1人当たり平均可処分所得金額】有業人員1人当たり平均稼働所得金  
額一平均世帯人員一平均有業人員，世帯主の年齢（10歳階級）別  

＊ 第 27 表1世帯当たり平均所得金額－1世帯当たり平均可処分所得金額一世帯人員1人当たり平均  
所得金額一世帯人員1人当たり平均可処分所得金額一有業人員1人当たり平均稼働所得金  
額一平均世帯人員一平均有業人員，最多所得者の年齢（10歳階級）別  

第 28 表1世帯当たり平均所得金額－1世帯当たり平均可処分所得金額一世帯人員1人当たり平均  
所得金額一世帯人員1人当たり平均可処分所得金額一有業人員1人当たり平均稼働所得金  
額一平均有業人員，世帯人員別  

第 29 表1世帯当たり平均所得金額－1世帯当たり平均可処分所得金額一世帯人員1人当たり平均  
所得金額一世帯人員1人当たり平均可処分所得金額一有業人員1人当たり平均稼働所得金  
額一平均世帯人員，有業人員別  

第 30 表1世帯当たり平均所得金額－1世帯当たり平均可処分所得金額一世帯人員1人当たり平均  
所得金額一世帯人員1人当たり平均可処分所得金額一有業人員1人当たり平均稼働所得金  
額一平均世帯人員一平均有業人員，世帯業態別  
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第 31表1世帯当たり平均所得金額一1世帯当たり平均可処分所得金額一世帯人員1人当たり平均  
所得金額一世帯人員1人当たり平均可処分所得金額一有業人員1人当たり平均稼働所得金  
額一平均世帯人員一平均有業人員，世帯構造別  

第 32 表1世帯当たり平均所得金額一1世帯当たり平均可処分所得金額一世帯人員1人当たり平均  
所得金額一世帯人員1人当たり平均可処分所得金額一有業人員1人当たり平均稼働所得金  
額一平均世帯人員一平均有業人員，世帯類型別  

第 33 表1世帯当たり平均所得金額一1世帯当たり平均可処分所得金額一世帯人員1人当たり平均  
所得金額一世帯人員1人当たり平均可処分所得金額一有業人員1人当たり平均稼働所得金  
額一平均世帯人員一平均有業人員，市郡別  

第 34 表1世帯当たり平均所得金額－1世帯当たり平均可処分所得金額一世帯人員1人当たり平均  
所得金額一世帯人員1人当たり平均可処分所得金額一有業人員1人当たり平均稼働所得金  
額一平均世帯人員一平均有業人員，地域ブロック別  

第 35 表1世帯当たり平均所得金額一世帯人員1人当たり平均所得金額一平均世帯人員⊥平均有業  
人員一有業率一所得五分位値，所得五分位階級別  

第 36 表1世帯当たり平均所得金額－1世帯当たり平均可処分所得金額一世帯人員1人当たり平均  
所得金額一世帯人員1人当たり平均可処分所得金額一有実人員1人当たり平均稼働所得金  
額一平均世帯人員一平均有業人員，児童の有一児童数一無別  

【所得の種類】  

第 37 表 世帯数，基礎的所得の種類・世帯類型・所得五分位階級別  

第 38 表 世帯数，基礎的所得の種類・最多所得者の年齢（10歳階級）・基礎的所得の割合別  

第 39 表 世帯数，所得の種類（重複計上）・所得五分位階級・世帯業態別  

第 40 表 世帯数，所得の種類（重複計上）・所得五分位階級・世帯構造別  

第 41表 世帯数，所得の種類（重複計上）・世帯類型・所得五分位階級別  

第 42 表 世帯数，所得の種類（重複計上）・所得五分位階級・当該所得の総所得に占める割合別  

第 43 表1世帯当たり平均所得金額一構成割合，所得の種類・世帯業態別  

第 44 表1世帯当たり平均所得金額一構成割合，所得の種類・世帯構造別  

＊ 第 45 表1世帯当たり平均所得金額一構成割合，所得の種類・世帯類型別  

第 46 表 当該所得のある1世帯当たり平均所得金額，所得の種類・世帯業態別  

第 47 表 当該所得のある1世帯当たり平均所得金額，所得の種類・世帯類型別  

第 48 表 当該所得のある1世帯当たり平均所得金額，所得の種類・所得五分位階級別  

【可処分所得】   

第 49 表 世帯数，   

第 50 表 世帯数，   

第 51表 世帯数，   

第 52 表 世帯数，  

＊ 第 53 表 世帯数，   

第 54 表 世帯数，   

第 55 表 世帯数，  

＊ 第 56 表 世帯数，  

＊ 第 57 表 世帯数，   

第 58 表 世帯数，   

第 59 表 世帯数，  

世帯主の年齢（10歳階級）・可処分所得金額階級別  

世帯人員・可処分所得金額階級別  

有業人員・可処分所得金額階級別  

世帯業態・可処分所得金額階級別  

世帯構造■可処分所得金額階級別  

特定世帯・可処分所得金額階叔別  

地域ブロック・可処分所得金額階級別  

世帯人員・可処分所得の総所得に占める割合別  

特定世帯・可処分所得の総所得に占める割合別  

世帯種・可処分所得金額階級別  

世帯主の年齢（10歳階級）・世帯人員1人当たり可処分所得金額階級別  

第 60 表1世帯当たり平均可処分所得金額，世帯人員・所得五分位階級別  

【家計支出の状況卜  

＿第 61表 世帯数，家計支出額階級・世帯主の年齢（10歳階級）・所得金額階級別  

第 62 表 世帯数，家計支出額階級・世帯主の年齢（10歳階級）・可処分所得金額階級別  

第 63 表 世帯数，仕送りの有一仕送り先（複数回答）－無・所得金額階級別  

第 64 表 世帯数，仕送りの家計支出額に占める割合・所得金額階級別  

第 65 表 世帯数，医療費階級・所得金額階級別  
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＊ 第 66 表 世帯数，医療費の家計支出額に占める割合・所得金額階級別  

【公的年金・恩給の状況】  

第 67 表公的年金一恩給受給者のいる世帯数，公的年金一恩給の総所得に占める割合・市郡・所得五  
分位階級別  

第 68 表公的年金一恩給受給者のいる世帯の1世帯当たり平均所得金額，世帯構造・所得五分位階級  
別  

第 69 表世帯人員数（15歳以上），年齢（5歳階級）・性・公的年金一恩給受給の有一公的年金一恩  
給額階級一無別  

＊ 第 70 表公的年金・恩給を受給している世帯人員数（15歳以上），教育・性・公的年金一恩給額階級  
別  

第 71表世帯人員1人当たり平均所得金額，公的年金加入状況別  

【健康診断】  

第 72 表世帯人員数（20歳以上），健診等の受診の有一受診機会（複数回答）一無・世帯の所得金  
額階級別  

第 73 表世帯人員数（20歳以上），がん検診受診状況（複数回答）・世帯の所得金額階級別  

【所得者・稼働者の状況】  

第 74 表 世帯数，最多所得者の年齢（10歳階級）・世帯人員・所得者構成別  

第 75 表 世帯数，所得五分位階級・所得者構成別  

第 76 表 世帯数，世帯業態・所得者構成別  

第 77 表 世帯数，世帯類型・所得者構成別  

第 78 表 世帯数，世帯業態・有業人員・稼働者構成別  

＊ 第 79 表世帯数，最多所得者の総所得に占める割合・所得金額階級別  

第 80 表世帯数，最多所得者の仕事の有一勤めか自営かの別一勤め先での呼称一無・最多所得者の  
総所得に占める割合別  

＊ 第 81表世帯数，最多所得者の仕事の有一勤めか自営かの別一勤め先での呼称一無・世帯人員・所  
得者構成別  

＊ 第 82 表世帯数，最多所得者の仕事の有一勤めか自営かの別一勤め先での呼称一無・有業人員・稼  
働者構成別  

＊ 第 83 表 有業人員数（15歳以上），勤めか自営かの別一勤め先での呼称・所得者構成別  

＊ 第 84 表有業人員数（15歳以上），勤めか自営かの別一勤め先での呼称・稼働者構成別  

＊ 第 85 表有業人員数（15歳以上），勤めか自営かの別一勤め先での呼称・配偶者の有無・性・年齢  
（10歳階級）別  

第 86 表有所得者1人当たり平均所得金額，所得の種類・性・年齢（5歳階級）別  

第 87 表有業者（15歳以上）1人当たり平均所得金額，勤めか自営かの別一勤め先での呼称・性・  
年齢（10歳階級）別  

＊ 第 88 表有業者（15歳以上）1人当たり平均所得金額，勤めか自営かの別一勤め先での呼称・性・  
教育・年齢（10歳階級）別  

＊ 第 89 表35歳未満のパート・アルバイトをしている者及び希望している者のいる世帯数，世帯人  
員・所得者構成別  

第 90 表35歳未満のパート・アルバイトをしている者及び希望している者のいる世帯数，世帯構  
造・所得者構成別  

第 91表35歳未満のパート・アルバイトをしている者及び希望している者のいる世帯数，最多所得  
者の年齢（10歳階級）・所得者構成別  

＊ 第 92 表35歳未満の主に仕事をしている者の1人当たり平均所得金額，勤めか自営かの別一勤め先  
での呼称・性・配偶者の有無別  

【65歳以上の者のいる世帯】  

第 93 表65歳以上の者のいる世帯数，世帯業態・所得金額階級別  

第 94 表65歳以上の者のいる世帯数，世帯構造・所得金額階級別  

第 95 表65歳以上の者のいる世帯数，世帯人員・有業人員・所得五分位階級別  

第 96 表世帯人員数（65歳以上），子との同別居状況・性・所得金額階級別  

第 97 表65歳以上の者のいる世帯の1世帯当たり平均所得金額，最多所得者の職業分類・所得五分  
位階級別  
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第 98 表 65歳以上の者のいる世帯の1世帯当たり平均所得金額，世帯業態・所得五分位階級別  

第 99 表65歳以上の者のいる世帯の1世帯当たり平均所得金額，世帯構造・所得五分位階級別  

第100表65歳以上の者のいる世帯の1世帯当たり平均所得金額一1世帯当たり平均可処分所得金額  
一世帯人員1人当たり平均所得金額一世帯人員1人当たり平均可処分所得金額一有業人員  
1人当たり平均稼働所得金額一平均世帯人員一平均有業人員，世帯構造別  

第101表65歳以上の者のいる世帯の1世帯当たり平均所得金額，所得の種類・世帯構造別  

第102表 65歳以上の者のいる世帯数の構成割合，世帯構造・所得五分位階級別  

第103表65歳以上の者のいる世帯の1世帯当たり平均所得金額－1世帯当たり平均可処分所得金額  
一世帯人員1人当たり平均所得金額一世帯人員1人当たり平均可処分所得金額一有業人員  
1人当たり平均稼働所得金額一平均有業人員，夫婦の年齢階級別  

【高齢者世帯】  

＊ 第104表 高齢者世帯数，子との同別居状況・仕送りの有無・所得金額階級別  

＊ 第105表 高齢者世帯数，医療費の家計支出に占める割合・所得金額階級別  

＊ 第106表 高齢者世帯数，世帯人員・可処分所得の総所得に占める割合別  

第107表 高齢者世帯数，公的年金一恩給の総所得に占める割合・所得金額階級別  

【児童のいる世帯】  

第108表  

第109表  

第110表  

第111表  

第112表  

第113表  

第114表  

児童のいる世帯数，世帯主の年齢（10歳階級）・所得金額階級別  

児童のいる世帯数，児童数・有業人員・所得五分位階級別  

乳幼児のいる世帯数，末子の保育者等の状況・所得金額階級別  

乳幼児のいる世帯数，末子の保育所利用の有無・父母の就業状況・所得金額階級別  

乳幼児のいる世帯数，末子の保育所利用の有無・乳幼児数・所得金額階級別  

児童のいる世帯の1世帯当たり平均所得金額，世帯業態・所得五分位階級別  

児童のいる世帯の1世帯当たり平均所得金額－1世帯当たり平均可処分所得金額一世帯人  
員1人当たり平均所得金額一世帯人員1人当たり平均可処分所得金額一有業人員1人当た  
り平均稼働所得金額一平均世帯人員｝平均有業人員，末子の年齢階級別  

第115表 児童のいる世帯の1世帯当たり平均所得金額－1世帯当たり平均可処分所得金額一世帯人  
員1人当たり平均所得金額一世帯人員1人当たり平均可処分所得金額一有業人員1人当た  
り平均稼働所得金額一平均世帯人員一平均有業人員，世帯主の年齢（10歳階級）別  

第116表児童のいる世帯の1世帯当たり平均所得金額－1世帯当たり平均可処分所得金額一世帯人  
員1人当たり平均所得金額一世帯人員1人当たり平均可処分所得金額一有業人員1人当た  
り平均稼働所得金額一平均世帯人員一平均有業人員，世帯構造別  

第117表1世帯当たり平均所得金額一全世帯の平均所得金額を100としたときの指数，児童の有無・  
世帯業態別  

＊ 第118表 同居児童ありの女性のいる世帯数，乳幼児の有一末子の保育者等の状況一無・所得金額階  
級別  

第119表 同居児童ありの女性の有業人員数，勤めか自営かの別・所得金額階級別  

＊ 第120表 同居児童ありの女性の有業人員数，勤めか自営かの別一勤め先での呼称・所得者構成別  

＊ 第121表 同居児童ありの女性の有業人員数，末子の年齢階級・教育・所得者構成別  

【課税等の状況】  

第122表 世帯数の構成割合，所得五分位階級・課税の状況別  

第123表世帯数の割合－1世帯当たり平均金額，拠出金等の種類・所得五分位階級別  

第124表社会保険料のある世帯の1世帯当たり平均社会保険料額一総所得に占める割合，所得五分  
位階級・社会保険料の種類別  

第125表社会保険料のある世帯の1世帯当たり平均社会保険料額一総所得に占める割合，世帯主の  
年齢（10歳階級）・社会保険料の種類別  

第126表企業年金一個人年金等掛金のある世帯数の割合一企業年金一個人年金等掛金のある世帯の1  
世帯当たり平均企業年金一個人年金等掛金額，世帯主の年齢（10歳階級）別  

第127表企業年金一個人年金等掛金のある世帯数の割合一‾企業年金一個人年金等掛金のある世帯の1  
世帯当たり平均企業年金一個人年金等掛金額，世帯業態別  

第128表 世帯数，課税の状況・世帯業態別  

第129表 世帯数，課税の状況・世帯主の年齢（5歳階級）別  

第130表 世帯数，課税の状況・世帯類型・所得金額階級別  
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第131表 世帯数，  

第132表 世帯数，  

第133表 世帯数，  

第134表 世帯数，  

第135表 世帯数，  

第136表 世帯数，  

第137表 世帯数，  

第138表 世帯数，  

第139表 世帯数，  

第140表 世帯数，  

第141表 世帯数，  

第142表 世帯数，  

課税の状況・児童の有無・所得金額階級別  

所得五分位階級・拠出金の有一拠出金額階級一無別  

世帯業態・拠出金の有一拠出金額階級一無別  

世帯類型・拠出金の有一拠出金額階級一無別  

世帯主の年齢（10歳階級）・所得税額階級別  

世帯主の年齢（10歳階級）・住民税額階級別  

所得五分位階級・社会保険料額階級別  

世帯業態・社会保険料額階級別  

世帯類型・社会保険料額階級別  

世帯主の年齢（10歳階級）・社会保険料額階級別  

世帯類型・固定資産税額階級別  

世帯主の年齢（10歳階級）・固定資産税額階級別  

第143表  

第144表  

第145表  

第146表  

第147表  

第148表  

1世帯当たり平均金額，  

1世帯当たり平均金額，  

1世帯当たり平均金額，  

1世帯当たり平均金額，  

1世帯当たり平均金額，  

1世帯当たり平均金額，  

拠出金等の種類・所得五分位階級別  

拠出金等の種類・世帯人員別  

拠出金等の種類・世帯業態別  

拠出金等の種類・世帯類型別  

拠出金等の種類・世帯主の年齢（10歳階級）別  

拠出金等の種類・児童の有無別  

【生活意識の状況】  

第149表1世帯当たり平均所得金額一世帯人員1人当たり平均所得金額一平均世帯人員一平均有業  
人員，生活意識別  

＊ 第150表 世帯数，最多所得者の仕事の有一勤めか自営かの別一勤め先での呼称一無・生活意識別  

＊ 第151表 35歳未満のパート・アルバイトをしている者及び希望している者のいる世帯数，所得者構  
成・生活意識別  

＊ 第152表 世帯人員数（6歳以上），日常生活への影響の有一日常生活影響の事柄（複数回答）一  
無・生活意識別  

＊ 第153表 世帯人員数（6歳以上），健康意識・生活意識別  

＊ 第154表 世帯人員数（12歳以上），こころの状態（6項目）・生活意識別  

＊ 第155表 有業人員数（15歳以上），健康状態・性・生活意識別  

＊ 第156表 世帯数，医療費の家計支出額に占める割合・生活意識別  

第157表 65歳以上の者のいる世帯数の構成割合，生活意識・世帯構造別  

＊ 第158表 高齢者世帯数，公的年金受給の有…公的年金受給の種類（複数回答）－無・生活意識別  

第159表世帯数，児童の有一児童数一無・所得五分位階級・生活意識別  

第160表 同居児童ありの女性のいる世帯数，乳幼児の有一末子の保育者等の状況一無・仕事の有  
無・生活意識別  

第161表 世帯数，入院者一通院者一手助けや見守りを要する者のいる世帯・所得五分位階級・生活  
意識別  
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平成22年 国民生活基礎調査【貯蓄票】 結果表一覧（案）  

（表題の前に「＊」が付してある表は、新規作成表である。）  

【貯蓄の状況】  

第1表 世帯数一1世帯当たり平均貯蓄額，世帯主の年齢（10歳階級）・貯蓄の有無一貯蓄額階級  
別  

第 2 表 世帯数－1世帯当たり平均貯蓄額，世帯業態・貯蓄の有無貯蓄額階級別  

第 3 表 世帯数－1世帯当たり平均貯蓄額，世帯構造・貯蓄の有無一貯蓄額階級別  

第 4 表 世帯数－1世帯当たり平均貯蓄額，世帯類型・貯蓄の有無一貯蓄額階級別  

第 5 表 世帯数，貯蓄の有無一貯蓄額階級・所得金額階級別  

第 6 表 世帯数，貯蓄の有無一貯蓄額階級・世帯業態・所得五分位階級別  

第 7 表 世帯数，貯蓄の有無一貯蓄額階級・世帯構造・所得五分位階級別  

第 8 表 世帯数，貯蓄の有無一貯蓄額階級・世帯構造・世帯主の年齢（10歳階級）別  

第 9 表 世帯数，貯蓄の有無一貯蓄額階級・住居の種類・所得五分位階級別  

＊ 第10 表 世帯数，世帯主の教育・貯蓄の有無一貯蓄額階級別  

【貯蓄の増減】  

第11表 世帯数，貯蓄の増減状況一減額階級・所得金額階級別  

第12 表 世帯数，貯蓄の有無一貯蓄額階級・貯蓄の増減一減額階級別  

第13 表 世帯数，貯蓄の有無一貯蓄額階級・貯蓄の増減状況一減額理由（複数回答）別  

第14 表 世帯数，貯蓄の有無一貯蓄額階級・世帯業態・貯蓄の増減状況一減額理由（複数回答）別  

第15 表 世帯数，貯蓄の有無一貯蓄額階級・世帯構造・貯蓄の増減状況一減額理由（複数回答）別  

第16 表 世帯数，貯蓄の有無一貯蓄額階級・世帯主の年齢（10歳階級）・貯蓄の増減状況別  

第17 表 貯蓄の減った世帯数，貯蓄の減額階級・所得五分位階級・貯蓄の減額理由（複数回答）別  

第18 表 貯蓄の減った世帯数，貯蓄の減額階級・世帯業態・貯蓄の減額理由（複数回答）別  

第19 表 貯蓄の減った世帯数，貯蓄の減額階級・世帯構造・貯蓄の減額理由（複数回答）別  

第 20 表 貯蓄の減った世帯数，貯蓄の減額階級・世帯主の年齢（10歳階級）・貯蓄の減額理由（複  
数回答）別  

【借入金の状況】  

第 21表 世帯数－1世帯当たり平均借入金額，世帯主の年齢（10歳階級）・借入金の有無一倍入金  
額階級別  

第 22 表 世帯数－1世帯当たり平均借入金額，世帯業態・借入金の有無一倍入金額階級別  

第 23 表 世帯数－1世帯当たり平均借入金額，世帯構造・借入金の有無一倍入金額階級別  

第 24 表 世帯数，借入金の有無一倍入金額階級・所得金額階級別  

第 25 表 世帯数，借入金の有無一倍入金額階級・住居の種類・所得五分位階級別  

第 26 表 世帯数，貯蓄の有無一貯蓄額階級・借入金の有無一倍入金額階級別  

第 27 表 世帯数，貯蓄の有無一貯蓄額階級・世帯業態・借入金の有無一倍入金額階級別  

第 28 表 世帯数，借入金の有無一倍入金額階級・世帯構造・世帯主の年齢（10歳階級）別  

【65歳以上の者のいる世帯】  

第 29 表 65歳以上の者のいる世帯数－1世帯当たり平均貯蓄額，世帯構造・貯蓄の有無一貯蓄額階  
級別  

第 30 表 65歳以上の者のいる世帯数，世帯構造・貯蓄の増減状況一減額理由（複数回答）別  

第 31表 65歳以上の者のいる貯蓄の減った世帯数、世帯構造・貯蓄の減額階級別  
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第 32 表 65歳以上の者のいる世帯数－1世帯当たり平均借入金額，世帯構造・借入金の有無一倍入  
金額階級別  

【高齢者世帯】  

＊ 第 33 表 高齢者世帯数－1世帯当たり平均貯蓄額，世帯構造・貯蓄の有無一貯蓄額階級別  

＊ 第 34 表 高齢者世帯数，世帯構造・貯蓄の増減状況一減額理由（複数回答）別  

＊ 第 35 表 高齢者世帯数－1世帯当たり平均借入金額，世帯構造・借入金の有無一倍入金額階級別  

【児童のいる世帯】  

第 36 表 児童のいる世帯数，貯蓄の有無一貯蓄額階級・借入金の有無一倍入金額階級別  

第 37 表 児童のいる世帯数，世帯業態・貯蓄の増減状況一減額理由（複数回答）別  

第 38 表 世帯数－1世帯当たり平均貯蓄額，児童の有一児童数一無・貯蓄の有無一貯蓄額階級別  

第 39 表 世帯数－1世帯当たり平均借入金額，児童の有一児童数一無・借入金の有無一倍入金額階  
級別  

第 40 表 同居児童ありの女性のいる世帯数，末子の母の仕事の有無・世帯構造・貯蓄の有無一貯蓄  
額階級別  

＊ 第 41表 同居児童ありの女性のいる世帯数，貯蓄の有無一貯蓄額階級・末子の母の教育・仕事の有  
一勤めか自営かの別一無別  

【手助けや見守りを要する者のいる世帯】  

第 42 表 世帯数－1世帯当たり平均貯蓄額，手助けや見守りを要する者の有一日常生活の自立の状  
況一無・貯蓄の有無一貯蓄額階級別  

第 43 表 世帯数，手助けや見守りを要する者の有一目常生活の自立の状況一無・貯蓄の増減状況一  
減額理由（複数回答）別  

第 44 表 貯蓄の減った世帯数，貯蓄の減額階級・手助けや見守りを要する者の有無・貯蓄の減額理  
由（複数回答）別  

【入院・通院者のいる世帯】  

第 45 表 世帯数－1世帯当たり平均貯蓄額，入院者一通院者のいる世帯・貯蓄の有無一貯蓄額階級  
別  

第 46 表 世帯数，入院者一通院者のいる世帯・貯蓄の増減状況一減額理由（複数回答）別  

【就業状況】  

＊ 第 47 表 世帯数，最多所得者の仕事の有一勤めか自営かの別一勤め先での呼称一無・貯蓄の有無一  
貯蓄額階級別  

＊ 第 48 表 世帯数，最多所得者の仕事の有一勤めか自営かの別一勤め先での呼称一無・借入金の有無  
一倍入金額階級別  

【生活意識】  

第 49 表 世帯数，貯蓄の有無一貯蓄額階級・生活意識・借入金の有無一倍入金額階級別  

貯 － 2  
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WHO－FICインド会議報告について  

主  催：WHO、WHO－FICインド協力センター共催  

開催期間：平成20年10月25日（土）～11月5日（水）  

会  場：インド国デリー市マネッサー  

ヘリテージ・ビレッジ  

参加者：WHO、協力センター、厚生、統計関係部局、オブザーバー等約100名が参加  

主な議題について：  

（1）アジア太平洋地域における公衆衛生情報化の現状に関する報告   

＊ オーストラリア、カナダ、フィンランド、フランス、インドネシア、イタリア、日本、ラオス、  

マレーシア、ミャンマー、ネパール、パキスタン、韓国、スリランカ、タイ、英国、米国、  

ベトナム  

（2）各種委員会報告  

● 諮問委員会（Council）  

＊ 新規研究協力センター登録国の紹介  

＊ 次回WHOTFZC諮問会議、RSG会議  

2009年4月20日－27日 於：韓国（ソウル）  

※実際はスイス（ジュネーブ）で開催  

＊ 次年度WHO－FIC年次会議  

2009年10月10日～18日 於：韓国（ソウル）  

＊ 各レファレンスグループの共同議長選挙の報告  

＊ICNP（国際看護分類）を関連分類として正式に承認  

● 普及委員会（1mplementationCommittee（lC））  

＊ 各国の普及状況に関するデータベース設置について報告、アップデートの依頼  

＊ICFの地域ネットワークについて、フランス語圏、南米、ヨーロッパからの報告、  

アジア・パシフィック地域でのネットワーク形成の可能性の検討   



● 分類改正改訂委員会（UpdatingandRevisionCommittee（URC））  

＊ICDの改正について202議題について審議；  

－133提案受け入れ  

■ 5提案持ち越し  

・46提案削除又は、取り下げ  

・18提案1CD－11のTAGへ  

・12提案情報提供  

＊ICDの大改正（Mqjorupdate）については、ICD－11の改訂が実行される2015年ま  

でに、2010年に加えて、2013年、2016年（適用の遅延を見越して）の3回実施。  

● 教育委員会（EducationCommittee（EC））  

＊ 疾病コーディング認定プログラム作成作業の継続  

＊ 生活機能分類（lCF）教育力リキュラム第1版の報告  

● 電子媒体委員会（ElectronicToo］sCommittee（ETC））  

＊ 次世代死亡続計システム（IRIS）の開発報告  

＊ICD－11改訂作業ツール（川KI）の開発報告  

● 国際分類ファミリー拡張委員会（FamilyDeveLopmentCommittee（FDC））  

＊ 医療行為の国際分類（ICHI）の開発停止の検討  

＊ 医療サービスの分類、各国の状況について議論  

● 死因分類改正グループ（MortaLityReferenceGroup（MRG））  

＊ 死因分類に関する45議題を議論：  

・術後合併症の選択に関するルール  

・多発外傷の主要傷病選択手順  

・死亡統計での活用にICDが必要とされる機能（ユースケース）に関する報告等  

● 疾病分類グループ（MorbidityReferenceGroup（MbRG））  

＊ 主要病態の選択手順の検討  

＊ 改訂運営会議の内科部会への意見書の提出  

● ターミノロジーグループ（TerminologyReferenceGroup（TRG））  

＊ICD－10とSNOMED－CTとのマッピング作業報告  

＊ICD改訂のための疾病モデルの検討  

－  「■て        ▼   



● 生活機能分類グループ（FunctioningandDisabiIityReferenceGroup（FDRG））  

（コーディングルール、改正、ICDとの調和、評価と活用、教育、環境因子、ターミノロジー   

に関する8つのプロジェクトチームにより構成）  

＊ICトCY追加項目による改正作業の試行開始  

＊ICF教育力リキュラム第1版の報告  

＊ コーディングガイドラインの作成作業に関する報告  

● 第3回アジア・パシフィック ネットワークミーティング  

＊ アジア地域における死亡統計や疾病統計の精度向上に向けた取り組みに関す  

る報告  

＊ ホームページの立ち上げなどの情報共有を促進する取り組みに関する報告  

● 改訂の動向について  

＊ 筋1骨格系TAG、皮膚TAGの設置の了解  

＊ シュートRSG議長より、インフォメーションモデルの最新版に関する報告  

＊ 菅野委員より、インフォメーションモデルの問題点に関する報告  

＊ 2009年（平成21年）4月7日（火）から9日（木）の3日間、日本においてWHO  

内科TAG国際会議を開催  
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資料 2－2  

内科TAG検討状況について  

○ 国内内科TAG検討状況  

平成20年度第1回検討会・・・平成20年5月30日（金）  

【議 事】  

・WHOヰICジュネーブ会議の報告について  

・稀な疾患と内科分野との重複部分の検討について  

t 分類改正改訂委員会（URC）の投票について  

・その他  

平成20年度第2回検討会 … 平成20年7月25日（金）  

【議 事】  

・稀な疾患と内科分野との重複部分の検討について  

（各担当学会からの進捗状況報告）  

・分類改正改訂委員会（URC）の投票について  

・その他  

平成20年度第3回検討会 … 平成20年9月26日（金）  

【議 事】  

Information Modelの検討について  

t 分類改正改訂委員会（URC）の投票について  

・その他  

平成20年度第4回検討会 … 平成20年11月27日（木）  

【議 事】  

・WHOイ1C年次会議の報告について  

・分類改正改訂委員会（URC）の投票結果について  

・改訂の動向について  

Information Modelについて  

・各WGからの経過報告について  

t WHO内科TAG国際会議について  

1・その他  

平成20年度第5回検討会・・・平成21年2月13日（金）  

【議 事】  

・医療情報モデルについて  

・WHO内科TAG国際会議について  

・その他   



O WHO内科TAG国際会議検討状況  

WHOICD改訂第1回内科TAG Face to Face meeting  

平成21年4月7日（火）～9日（木）  

東京国際フォーラム ガラス棟 G701  

WHO担当官、内科TAG部会長、WG座長、HIM－TAGメンバー 等  

【議 事】   

・lCD改訂について  

ICD改訂プラットフォームと事例   

・WHO－FICについて   

・コンテントモデル   

・内科分野の1CDの問題点   

・今後の作業の流れについて   

・まとめ  

○ICD－11改訂暫定スケジュール  

2006年 3つの視点（科学、臨床、公衆衛生）から作業計画を作成  

2010年ICD－11草案（α版（※））の公開 ～ 2011年ICD－11α版を基に協議  

※ICD－11にむけては、2つの草案が作成される予定  

・α版 WHO－FICネットワークメン／トや専門家向けの草案  

・β版 データに基づく検証を行うためのフィールド・テスト用の草案。  

科学的知見の収集に留まらず、試験的に改訂版を運用し、実際に  

活用可能かどうか等についての検証もこの版を基に行う予定。  

2011年ICD－11β版公開、フィールドーテストめ開始 ～ 2012年 データの収集  

2013年 一般レビュー用の最終版の公開 ～ 2014年 調査実施、レビューの公開  

2014年 世界保健総会への提出及び承認  

2015年 以降ICD－11の勧告、各国が状況に応じて順次導入  
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平成22年国民生活基礎調査の課題と対応  

○ 今後の課題  

（1） 調査の円滑な実施の確保   

ア 所得票の自計申告方式化について  

所得票を自計申告方式に変更することについては、プライ  

バシー意識の高まり等統計調査をめぐる環境が年々厳しくな  

っている中で、自計申告方式の導入は報告者や調査員の負担が  

軽減されると考えられることから、引き続き検討する必要があ  

る。  

所得票の自計方式の実現可能性及び調査員の関与のあり方について  

検討するため、平成20年に試験調査を実施した。その結果、記入困難  

な世帯等に対して調査員が関与することにより、従来と同様の記入状  

況が得られたことから、平成22年調査より調査員の関与を残した自計  

方式に変更することとした。   

イ 調査協力の確保について   

本調査には各種後続調査の親標本を設定する基礎資料を提   

供する役割があり、その成否が後続調査の結果精度に大きな影   

響を与えることから、十分な広報を実施することなどにより、   

世帯の調査への協力を確保し、回収率と結果精度の維持向上を   

図る必要がある。  

調査対象者に対する広報としては、これまでも、調査地区へのポス  

ターの掲示、政府広報や厚生労働省ホームページへの掲載によって行  

っており、各自治体へもホームページや広報誌等の活用による広報を  

依頼してきたところである。   

平成21年調査では、調査への協力を確保するための新たな方策とし  

て、世帯に対しては調査員が訪問することを事前に知っていただくた  

めの書類の配布を行い、集合住宅などの管理人に対しては建物内へ立  

ち入ることへの協力依頼の書類の配布を行った。   

平成22年調査においても、同様の方策を講じる予定であるが、他の  

方策も検討しているところである。   



指摘事項  

（2） 母集団の推定方法について  

本調査において都道府県別の推計人口による比推定により  

母集団を推定する方法が採られていることについては、より  

適当な推定を行う観点から、例えば、他の標本調査で採られ  

ている推定方法との比較を行うなどの研究を行うことが必要  

である。  

本調査の推計方法は、調査開始より都道府県別の推計人口に基づき、  

世帯人員数を補助変数とする比推定を行い、また、結果表章について  

は、標本調査に伴う標準誤差もあわせて表草し、その精度（標本誤差）  

の検証を常に行ってきている。   

ご指摘の趣旨は、回収率の低下や、年齢、世帯人員、世帯構造等に  

おける回収率の偏りから非標本誤差が大きくなっており、推計方法の  

工夫によって、非標本誤差を小さくできないか、ということであると  

考えられるが、非標本誤差の定量的評価は困難であり、推計方法を変  

更すると非標本誤差を縮小できないおそれがあるばかりでなく、標本  

誤差を増大させることとなる。   

他の標本調査の推計方法との比較を行ってみたところ、例えば「単  

独世帯」と「二人以上世帯」に分けて調査を行い、全世帯の数値を推  

計する場合には、直近の国勢調査の人口の割合によって推計する手法  

がみられた。この手法が国民生活基礎調査でもとれないか検討したが、  

国民生活基礎調査では、標本設計において「単独世帯」と「2人以上  

世帯」に分けておらず、無理に単独世帯と2人以上世帯に分けて集計  

し、国勢調査の人口の割合で推計する場合にも、世帯構造別に世帯主  

の年齢階級をみると、単独世帯の中でも高齢者では回収率が高く、若  

年者では回収率が低くなっているため、正しい補正が行えなかった。   

したがって、非標本誤差を′トさくするため、推定方法の比較に先立  

ち、回収率の向上を図ることが最優先であると考えている。  

；1  
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指摘事項  

（3） データ利用の拡大について  

現在、多様な統計利用へのニーズの高まりに応えて、試験  

的な匿名標本データの作成が行われているが、本調査において  

も学術研究目的等の二次的利用の推進のために、データの利用  

拡大に向けた検討・研究を進めることが必要である。  

当調査は、新統計法に基づく匿名データを提供するために、作成手  

法の検討・研究を行っているところである。最初は、大規模調査であ  

る平成16年調査のデータを提供することとしているが、今後は提供デ  

ータを拡大していきたいと考えている。   

（4） 調査事項について  

社会経済情勢の変化に対応して多様化する国民生活の実態  

をより的確に把握するために、学歴や、所得と健康状態の変化  

を把握する事項等の追加の必要性について検討することが望  

まれる。  

平成20年の試験調査の結果において、従来から把握している他項目  

と遜色ない記入状況であったことを踏まえ、学歴を把握する新たな「教  

育」の事項を追加する。   

所得と健康状態の変化を把握する事項については、過去の情報を調  

査対象者の記憶等に基づいて把握することが必要であり、記入者負担  

が大きく困難であると考えている。   

なお、厚生労働省では縦断調査を実施しており、所得と健康状態の  

変化を把握するには横断調査よりも適切であると考えている。  
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参考資料2  

平成20年国民生活基礎調査試験調査  

（所得票自計化）の結果概要  

1調査の対象及び客体  
′■－   

平成20年国民生活基礎調査（指定統計調査）が実施された調査区から、有意に抽這1  
した25地区のすべての世帯（約1，250世帯）及び世帯員（約3，750人）について  
実施した。  

＿＿＿＿＿＿＿－＿・ノ  

2 実施方法   

調査員が配布した調査票に世帯の万が自ら記入し、後日、回収する方法とした。   
なお、調査票の回収時に調査員が調査票の記載内容を検査し、記入漏れや記入誤り  

があった場合には、聞き取りにより補完し、補完した内容、補完実施箇所及び数量が  
記録される方法とした。  

J    ノ  

3 調査の結果  

○ 調査員による審査一補完の必要性  

（D高齢者への積極的な関与   

蓼介助要請の理由  記入の仕方を教えて欲しい 93．8％   

（複数回筈）  文字が書きづらい  20．0％  

文字が読みづらい  18．8％  

年齢階級別にみると男女とも60歳以上が多い  

②特定項目の積極的な審査・補完  

末記入・誤記入が懸念される社会保険料支払金額等への積極的な調査員の関与  
－ 一ヽ■－I一ヽ■「■▲■ I′叫  ■L■ヽ ノ ■▼▼、■叫■▲ ●  ■ t         ■■‾1ナ■■∴、   － ■ ●－●■ ▼・～1「1 ，・●▲、    い  ▼ヽ － －．  ■′・■ヽノ．．・ 、 －し■■  

姜 社会保険料支払額 末記入率（補完前）17．8％  

世帯へのアンケート結果   「社会保険料の支払い」については、59．0％  

の世帯員が「記入が難しい」と回答  

（参考）   

‘r ‾ ‾ ‾ －、‾‾ ‾ ‾‾ － ‾ ‾ ‾ ‾‾ ‾  

＼  一‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾  

rO 回収率  す ○ 調査員の補完状況  

補完後  さ  

5．0％  
】  

ノ  

平成20年試験調査  82．3％ ぎ  補完前  

皇   
末記入率 9・5％  

j   

誤記入率 3・2％  
平成19年調査（所得票）67．7％  

平成22年調査から調査員の関与を残した自計方式とする。  
㌦ 」   



厚生労働省  
指定統計第116号  

国民生活基礎統計  国民生活基礎調査【所得票】  
（平成19年7月12日調査）  

参考資料3  

福祉事務所名   1 単身赴任者の世帯  
2 単身赴任者を送り出しノている世帯  

3 その他の世帯  
世 帯 区 分  

（1）  性  1 男  2 女   1 男  2 女   1 男  2 女   1 男  2 女   

1明治   1明治   1明治   1明治  

（2）出  生  年  目               ミ歪完［：コ年［コ月  …姦悪⊂：］牛［コ月  ≡姦悪 ⊂：］年［コ月  …歪完□牛［コ月  
4平成   4平成   4平成   4平成   

（3）雇 用 者 所 得   1 t   巨円  1 ＝き書巨円   1†＝ト円   1l・．卜万円  
（4〉 事 業 所 得   2 l．巨円   2l．l万円   2l．l万円   2l．l万円  

所  3王   卜す円  3王  l万円  3i  巨円  
得  l  万円   4l  万円  41已l万円   4l．l万円  

（7）財 産 所 得   5」 ト円  5J ト円   5J＝ト円  5J＝要卜円  
の  

6】．●巨円   杜 ノゝ コニ  61‥巨円  

種  

類  
81  巨円  81  巨円  81  巨円   81 l万円  

（11）仕   送   り   9 1 ト円   91 ト円  91 l万円  91 l万円  

企業年金・ （12）個人年金等   10 
1 ト円  10 l・ト円  －Ol・ ト円   10l．・l万円  

（13）その他の所得   11 】  巨円  11 l‥ 巨円  111 l万円   11l：l万円   
1課税あり 2 課税なL  1課税あり 2 課税なし  1課税あり 2 課税なL  1課税あり 2 課税なL  

（14）所  得  税                      ［＝二］万□千円  ［二［コ万□千円  ［＝：：］万□千円  ⊂コ万□千円  

課  1所得割  3 課税なL  1所得割  3 課税なし  1所得割  3 課税なし  1所得割  3課税なL  
2 均等割のみ   2 均等割のみ   2 均等割のみ  

税  
‖5）住  民  税                         2 均等割のみ              ［：：ニコ万□干円  ［＝＝］万□千円  ［：コ万口千円  ［＝コ万□千円  

1支払いあり 2支払いなし  1支払いあり 2支払いなし  1支払いあり 2支払いなし  1支払いあり 2支払いなし  

（16）社会保険料 （（丑～④の合計）                  ［：：：コ万□千円  ［＝＝トロ千円  ⊂＝］万□千円  仁：］万□千円  
等  

① 医 療 保 険   ［：＝］万口千円  仁＝トロ千円  ［：＝］万□千円  ［＝コ万□千円  

の  
② 年 金 保 険  ［二＝］万□千円  ⊂：＝】万□千円  ⊂二］万□千円  ⊂＝］万□千円  

状  ［］＝］万□干円  ［］＝］万□千円  ［二二］万□千円  ⊂＝コ万□千円  

況  
④そ の 他  ［エコ万□千円  ［二＝トロ千円  ⊂二＝］万□千円  ⊂＝］万□千円  

（雇用保険等）  
1課税あり 2 課税なし  1課税あり 2 課税なし  1課税あり 2課税なし  1課税あり 2 課税なし  

（17）固定資産税  
（事業関係分を除く。）  仁＝：］万□千円  仁＝］万□千円  ⊂二］万□千円  ［＝コ万□千円   

掛  企業年金・  1已ヨ茫岸し  1巴当茫鍔し  1已ヨ葦岸し  1已ヨ茫鍔し  
金    （18）個人年金等  




